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プロローグ　予兆







　果か乃のはいわゆる混血ミツクスである。

　亡なき両親は人族と鬼おに族ぞく。これまでのほとんどの時間を隠かくれ里ざとで鬼たちと過ごしてきたため社会経験には乏とぼしい。

　そんな彼かの女じよがとある事情でここ――人と人ならざるものが共生する街、実み尋ひろ市しにやって来て、約半月。

　街のアパートでの一人暮らしや、アルバイトにも少しずつ慣れてきて、なんとかやっていけるかなと、そんな風にも思えるようになった。

　仕事はファーストフード店の接客係だ。楽勝だったとはいえないが、マニュアルがあったため、そこまで四苦八苦せずとも仕事を覚えることができた。

　まあ、楽しいことばかりではない。

　例えば、カウンターにだらしなく肘ひじを置いた姿勢で顔を近づけながら、『ねえねえ、バイト何時に終わるのぉ？』などと馴なれ馴れしく尋たずねて来たものが何人も居た。『は？　お客様に何か関係が？』と答えたら、後で店長に怒おこられた。

　中に一人、おつりを差し出だした手を掴つかんだままいつまでも放してくれないのがいたので、お引取りいただくつもりで軽く手首を握にぎったことがある。そしたら、力加減を間ま違ちがえたらしく、けたたましい悲鳴を上げられた。もちろん店長に怒られ、客には頭を下げた。

　とはいえ、対処を覚えれば、順応するのはそれほど難しくなかったのは確かだ。

　人間の目があることを忘れず、成人男性を軽く上回る筋力をうかつに発揮したりしない。愛あい想そがないとよく言われるので、なるべく笑え顔がおを心がける。――そんなところである。

　案外、自分は図太くできているのかもしれない。

　環かん境きように慣れてくると、気持ちに余よ裕ゆうも出てくる。

　天たか人と、どうしてるかな。今日はバイトもないし……久々に連れん絡らくしてみようか。

　玄関のチャイムが澄んだ電子音を奏でたのは、そんなことを考えながら最近買った携帯電話をもてあそんでいたときだった。

　扉とびらを開けると笑顔の少女が立っていた。

　短めの髪かみ。まだまだ厳しい九月の太陽対策か、帽ぼう子しに日ひ傘がさ。

　年としの頃ころは十代半ば。果乃と同じくらいだろうか。

「はじめましてー。わたし、羽は村むら梨り玖くと言います。今、お時間よろしいですか？」

「……セールスか宗教？」

「いえいえ、『天てん秤びんの会』から、御み子こ神がみてとらさんの命を受けて来ました。たか兄――えっと、名な塚つか天人のことでお話があるんだけど」




「……で、話って、何？」

　果乃はテーブルの向かいに座すわった少女にそう言った。

　少し迷って、部屋に入れることにしたのである。

『天秤の会』、とくにてとらと天人には世話になった。その関係者ということなら、無下にもできないだろう。

　しかし、別に不ふ審しんさを感じるわけではないのだが――妙みように苦手意識というか、気味が悪いというか、気け圧おされるような印象を受けるのはなぜだろうか。

「うん、ご協力をお願いしに、ね」

　彼女は笑顔で切り出した。

「協力？」

「実はね、今、たか兄と『天秤の会』がちょっと大変な状じよう況きようになってるんだ」

　少なくとも梨玖の表情からは、あまり『大変な状況』になっているようには見えないが。

　果乃には、漠ばく然ぜんとではあるものの対象の感情を読み取るという力がある。滅めつ多たなことでは使わないよう心がけているが、久々にその能力を解放したくなるような衝しよう動どうを覚えた。どうにも内心が量れないのだ、この梨玖という少女は。

　――いや、妙なことを考える前にまずは話を聞こう。

「どういうこと？　恩義があるから、あたしにできることがあれば力を貸すけど」

「えーとね、たか兄がちょっと陰いん険けんな敵に狙ねらわれててね。みんなで対たい抗こうしてるんだけど、人手が足りないみたいなんだよ」

「人手が足りない？」

　名塚天人と、そして『天秤の会』を率いる御子神てとらの力を、果乃は目まの当あたりにしたことがある。彼かれらに力が及およばなくなるような事態が、そうそうあるとは思われなかった。

「ちょっと信じがたいけど。もう少し、詳くわしく」

「そうだね、私が指示されたのは――」

　と、そのとき。

　外から聞こえた甲かん高だかい悲鳴が、梨玖の言葉を遮さえぎった。

「何？」

　切せつ迫ぱくした響ひびきに眉まゆを寄せ、果乃は外を覗のぞく。そして息を呑のんだ。

　アパート一階のこの部屋のベランダと、裏の道を隔へだてるようにグリーンのフェンスが設置されている。そこに七、八歳さいくらいの男の子が二人、背中を張り付けていた。そしてその眼前二メートルの距きよ離りに――カチカチとあごを鳴らす、骸がい骨こつ。

　手に持った西せい洋よう剣けんが大きく振ふりかぶられる。

「――――っ！」

　考えるより先に、体が動いた。果乃は窓から飛び出し、横から子どもたちを抱だきかかえるように道路に転がる。すぐ後ろでガシャンという音が聞こえた。

　フェンスが大きく切きり裂さかれていた。

（実体――？）

　幻げん覚かくや、存在の薄うすい霊れい魂こんの類たぐいではない。危険だ。

　果乃は跳はね起おきて子どもたちを背後に庇かばった。と――

「だめだよ、街中で悪いた戯ずらしちゃ」

　いつのまにか、梨玖が骸骨の背後に立っていた。

　振り向むきざまに剣を払はらおうとする、が、梨玖が軽くその頭ず蓋がい骨こつに触ふれる方が早かった。そして――それだけで、骸骨は苦しそうに身をよじりながら、さらさらと崩くずれ去さった。

「大だい丈じよう夫ぶだった？　果乃ちゃん」

「……強いんだね、あんた」

　まあ、『天秤の会』である以上、このくらいは当然なのかもしれないが。

　しかし、梨玖はきょとんとした顔を見せた。

「強いって言われたのは初めてだなあ。そもそも戦ったこともほとんどないし。――悪あく霊りようとかの類かな？　そんなに強力なのじゃなかったみたいだけど」

　人骨というのは死の象しよう徴ちようだ。この種の怪かい物ぶつは世界に広く存在している。

「もう居なくなったから平気だよ。怪け我がはない？」

　果乃が問うと、男の子たちは、真っ青な顔ながらも肯うなずいた。

「な、何だったの、あれ……」

「お、おじさんが突とつ然ぜん、包丁で襲おそい掛かかって……」

　実尋市には、認にん識しき修正の結界が張られている。これは常識的に考えてありえないようなことを人間が目もく撃げきした場合、その記き憶おくを即そく座ざに自然なものへ書かき換かえるという効力を持っている。

　この子たちの場合、『剣を持った骸骨に襲われた』は『包丁を持った不ふ審しん者しやに襲われた』に置おき換えられるのだろう。もちろん記憶が改変されても犯罪自体を無かったことにはできないから、警察の中のしかるべき部署が、『天秤の会』などと協力して捜そう査さすることになるわけだが。

「……え、ガイコツだっただろ？」

　そのとき男の子の一人が、怪け訝げんそうな声で言った。

「ガイコツ？　何言ってるんだよ」

「いや、だって骨だっただろ！　おっきい剣を振り上あげてさ」

「包丁、だったんじゃ？」

「じ、じゃあ、包丁持った、ガイコツだった？　……あれ？」

　混乱する様子の男の子の前に、梨玖がしゃがみこんだ。

「怖こわかったよねえ。あんなおじさんが襲ってきたら、お化けみたいに見えてもおかしくないと思うよ。――とりあえず、お巡まわりさん呼ばないといけないから、もうちょっとだけ、付き合ってくれるかな？」

「う、うん」

　そして彼は、そっか、見間違えかあ、そうだよな、などと呟つぶやきつつ、徐じよ々じよに納なつ得とくの表情になった。

　果乃は携帯から通報を終えた梨玖の袖そでを引き、小声で問いかけた。

「ねえ、結界の効果が出るのって、こんなに時間かかるの？」

「……かからない、はずなんだよねえ。普ふ段だんなら」

　梨玖は相変わらず笑顔だったが、声にはわずかに困こん惑わくの響きがあった。

　遅おくれつつも効いてはいたようだから、この男の子が人外の存在だということはない。

　ならば――

「結界が不安定になってる？」

　梨玖が首を傾かしげて呟いた。

「と、いうことは、管理してるてとらさんが何かしたか――もしくは、てとらさんに何かあったのかなあ？」




　　　　　◆　◆　◆




　和泉いずみリョウタが応接室に入ると、御子神てとらと氷ひ室むろ亜あ夜や花かが何やら話し合っているところだった。

　てとらがここで昼ひる寝ねをするのはいつものことだが、亜夜花が居るのは珍めずらしい。

「やあ、亜夜花ちゃん、天人君はいいのかな？」

「今はウルリカとコウタさんが看みてます」

「よく寝ねてるんだね。そろそろ目が覚めるころだと思うけど」

　もっとも彼の身に起こった変化を考えれば、ゆっくり休んで力や体調を整えたほうがいいのは確かである。

「リョウタ君は、何か御ご用よう？」

　ソファーを占せん領りようして寝ね転ころんでいたてとらが、のんびりとした口調で言った。

「街の結界が機能不全起こしていたんで、何事かなあと思って」

　リョウタは微ほほ笑えんだ。

「ねえ、もしかして、力が低下してたりします？　てとらさん」

　こちらも普段と変わらない落ち着いた声だ。

　しかし、その言葉の示す内容が極きわめて深刻だったことは、目を見張っててとらに視線を向けた亜夜花の様子からも明らかだった。

「んー……」

　てとらはのっそりと半身を起こす。

「もう少し誤ご魔ま化かせるかと思ったけど、結ゆい君の反応が早かったからなあ。向こうにはもうばれてるよね、これ」

「ああ、やっぱり隠かくしてたんですね」

　小さく息をつくリョウタ。

「下級の〝人ならざるもの〟たちの動きが不自然に活発になってますから、まあ、予想はされてたんでしょう。このタイミングで広く騒さわぎを起こされれば、さすがに取とり繕つくろえないですから」

「うん、その通り。結君の読みはやっぱり鋭するどかったみたいだねー」

「敵に感心してどうするんです」

「あの」

　亜夜花は口を挟はさんだ。

「もしかして、この間、天人さんを神の位階に引き上げたときに――」

「まあ、そうだね」

　どこかのんきそうな苦く笑しようを浮うかべ、てとらは言った。

　他の神を認めるということは彼女の『唯ゆい一いつ神しん』としての自己を否定すること。

　そして世界の認識に抗あらがった代だい償しようは、力の喪そう失しつ。

「ああ、一応結界は僕ぼくが補助して安定化させておきましたけど、応急措そ置ちですよ。不完全ながら騒ぎを記憶に残している人間も、そこそこ出始めています。弱まったとはいえ結界が効いていないわけではないので、まだ決定的な破は綻たんは起きないでしょうけど」

「とりあえずは十分だよ。ありがとねー」

　焦あせりの片へん鱗りんすらないてとらの様子に、亜夜花は思わず口を開いた。

「どうして、そんな、平然と――いいんですか？」

「よくないと思ってたらやらないねえ」

　他ひ人と事ごとのように泰たい然ぜんとてとらは答え、そして続ける。

「亜夜花ちゃんは、天人君のものになったことを後こう悔かいしてるの？」

「それは……いえ」

「価値と意味があると思ったことに、自分の意思で力を尽つくした。だから代償を支し払はらう程度のことで後悔したりはしないよね？　私だって同じなんだよー」

　そこでてとらは、んーっと大きく伸のびをする。

「さあて、そろそろ天人君が目覚めて、最終ラウンド開始という頃ころ合あいかな。みんな、もうちょっとがんばろうねえ」

　そしていつもの脱だつ力りよくした微笑みを見せた。







一章　目覚め







「――さてさて、皆みなはどう思うだろうか？」

　神々を前にして、氷ひ室むろ結ゆいは語る。

「もちろん、御み子こ神がみてとらの提唱した案件――この実み尋ひろ市しにおける『人と人ならざるものの共生』という試みについてだ。開始されてから数十年が経過した。ここまでの成果を、皆はどう捉とらえる？」

　広こう漠ばくとした空間。おそらく、この地球上には存在しないどこか。

　はっきりと姿が確かく認にんできるのは結ただ一人だけだ。しかし、無数の力ある者たちが集つどい、彼の言葉に耳を傾かたむけている気配が感じられる。

「無論、オレにはオレなりの見解がある。まず最初に言っておこう。この試みは明らかな失敗だ」

　聴ちよう衆しゆうがかすかにざわめく。

　少し間を置き、そして結は続けた。

「我らは緩ゆるやかに衰すい退たいしている。そして人間はますます盛んである。ゆえに、その境界をはっきり定めれば、我らは狭せまき場所に押おし込められる結果となる。居場所を失う者も出るかもな。それ故ゆえの共生、つまり、人間の領域に溶とけて混じりあうというのが、この試みの趣しゆ旨しである。筋は通っている――ように見えて、実はまったく意味がない」

　自信たっぷりの断言。ざわめきが先ほどより大きくなる。

「どこで衰退するかが異なるだけで、行き着くところは同じだからだ。我らはねずみのように人目を避さけて、虫けらのように物もの陰かげでひっそりと死ぬ。――この数十年、確かに人との間に大きな破綻は起きていない。でも、それが何だ？　それは果たして成功なのか？　うまく行ったといえるのか？　あるいは、これは――うまく行ってこの程度、という試みではなかったのか？」

　結は視線をゆっくりと巡めぐらせる。

「現在この街の主要な方針として二点挙げられる。まず、我らが表に出ないこと。そして人と穏おだやかに融ゆう和わしていくこと。――前者について考えて欲ほしい。それは最良の選せん択たく肢しか？　日ひ陰かげで干ひからびる運命を受けいれるのと何が違ちがう？　後者について考えて欲しい。この『人間たちのみにとっての平和』に意味はあるか？　『天秤の会』に、その方針を貫つらぬくだけの力がなくなったらどうなる？」

　積極的な賛同が多いというわけではなさそうだ。しかし、同時に無益な意見として退けられることもない。

「事態が動いたとき、オレは改めて皆に問おう。――御子神てとらと『天秤の会』は、本当に正しかったのか？」




　　　　　＊　＊　＊




　ここ実尋市では、多くの『人ならざるもの』が人間の中に混ざって生活している。




　近年の人類の発展に伴ともない、人外の存在たちはその勢力を衰おとろえさせていった。

　彼らの中でもとりわけ強力な、神と称しようされるものたちにとってもこれは深刻な問題だった。人間たちの信しん仰こう心しんの低下は神々の力をさえも大きく減じさせていたからだ。このままでは存在を保つことすら危あやうくなるというところまで、状況は悪化していた。

　彼らは『あらゆる〝人ならざるもの〟は、人間の世界で人間との共生を目指すべきだ』と結論した。

　これまでにも人間社会にとけ込んで生きる例外的なものは存在したが、それを大規模かつ組織的に推進しようというのだ。

　数十年前の大戦の混乱に乗じて計画はスタートする。その際に人的、霊れい的てき環かん境きようを考こう慮りよし、モデルケースとして選ばれたのがこの実尋市だった。

　今、俺おれが住んでいるのは曙しよ光こう山ざん学園紅こう南なん寮りよう、通つう称しようニュートラルハウス。

　学がく生せい寮りようであると同時に、『天秤の会』――人外たちの監かん視し、統とう括かつを行い、人との共生を推進する組織の拠きよ点てん。住人のほとんどが神様であるという非常識な場所である。




　俺の名は名な塚つか天たか人と。

『天秤の会』の一員で、力のなさを嘆なげく半天使ネフイリム――だった。かつては。




　　　　　＊　＊　＊




　目を開く。

「あ。天人さん……」

　すぐ傍そばに見知った顔があった。

「意識が戻――ひゃっ」

　俺はその肩かたを掴んで引き寄せた。小こ柄がらな体がベッドに倒たおれこむ。

「……夢じゃないよな」

「ゆ、夢じゃないです」

　普段は表情に乏しい奴やつだが、なぜか今は少し頬ほおが赤かった。

　――記憶を辿たどる。

　ことの始まりは、父神である氷室結が亜夜花を『天秤の会』、つまり俺たちの元から離反させるべく、圧力をかけてきたことだ。俺はそれが許せず、彼と対立することになった。

　その過程で俺は亜夜花の兄神であり、恐ろしい戦闘力を持つ大おお神がみ太たい陽ようと戦うことになる。

　そして絶体絶命の窮地に陥ったとき――亜夜花が戦場に現れ、俺にこう言ったのだ。

『古き我わが名、そして氷室亜夜花の名、双そう方ほうに懸かけて。現在、過去、未来、私のすべてをあなたにささげることをここに誓ちかいます』

　そして、キスされて――力を得て、大神を撤てつ退たいさせた。

　正直俺は、まだ自分の身に何が起こったのか理解していない。ただ、一つだけ、どうしても確かめておきたいことがあった。

「俺のものになる――ってお前、言ったよな？」

「…………」

　今度は耳まで真っ赤になる亜夜花。

「どうなんだ？　もう一度聞かせてくれ」

　重ねて言うと、やや間を置いて、消え入りそうな声が聞こえてきた。

「……はい、私は天人さんの、ものです」

「父神の――結の元に戻もどる気はない、とそう考えていいんだな」

　こくんと肯く。

　俺は、ほっと心が軽くなるのを感じた。腹の底から温かい気持ちが込み上げてくる。

「あ、ちょっ――」

　亜夜花を抱きしめ、声を上げて笑った。

「よかった！　ほんっとーに、良かった！」

　結と何らかの決着がついたわけではない。でも、亜夜花の口からその意志が聞けたということが本当に嬉うれしかったのだ。

「それについては同意してもいいけど――」

　と、そのとき、不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえてきた。

「とりあえず、いちゃつくのはあと回しにしたらどうかな？」

　亜夜花はぱっと俺から離はなれた。

　顔を上げると、むすっとしたコウタと、笑顔のウルリカ、そしてその後ろにいつもののんびりとした表情を浮かべたてとらさんの姿が見えた。

　――正直、全然気付いていなかった。ああ、そりゃ亜夜花も赤面するよな。俺もちょっと恥はずかしい。うん。

　半身を起こし、改めて周囲を見回す。俺の部屋の、俺のベッドだ。

　記憶は大神と結が立ち去ったところで途と切ぎれている。つまり、気絶してここまで運ばれたわけか。皆にも迷めい惑わくかけたみたいだな。

「でもでも、亜夜花さま、ぎゅーっとされると、とっても嬉しそうなのですよー？」

「べ、別に、嬉しい、とか……そ、そういうわけじゃ……」

「ウルリカもうれしーのですー」

　そう言ってメイド服の小さな少女は、俺の布ふ団とんの上に飛び乗ってきた。

「よかったのです、天人さま、おめざめになって」

「ああ、ごめん、心配かけたな」

　抱き留とめて頭を撫なでてやると、ウルリカはくすぐったそうに首をすくめた。

「それから、コウタ」

「な、何？」
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　俺はウルリカを床ゆかに下ろし、コウタをまっすぐに見た。

「ありがとう、本当に助かった。お前が居なかったら、俺は死んでたし、亜夜花をこちらがわに取り返すこともできなかった。心から感謝してる」

　一二歳の魔術師。寮で唯一の純粋な人間。彼女が俺を大神から庇ってくれなかったら、俺は今、ここに居られなかっただろう。

「別に、ボクは、その……」

「借りは返す。何でも言ってくれ」

「何でもって……」

　ややあって、コウタは大人びた仕草で肩をすくめ、小さく息を吐はいた。

「――いいよ、別に。見返りを期待してやったわけじゃないしね」

　クールだな、相変わらず。歳としに似合わないこいつの勇気と冷静さ、その双方に俺は命を救われたのだ。

「コウタさまも、ぎゅーしてもらうのはどうなのですかー？」

　しかしウルリカのその一言で、コウタはとたんにうろたえた。

「な、なな、なんでボクが、そんなこと！」

「あれれ？　してほしそうに見えたですけど……」

　不思議そうな顔で、首をかくんと傾げる。

「ウルリカ、かんちがいなのです？」

「そ、そうだよ。ボクにはそんな子どもじみたご褒ほう美びは、ひ、必要ない、から……」

　微び妙みように力なく断言した後で、うなだれるコウタ。なぜか後悔しているように見えるのは気のせいだろうか。

「あー、じゃあ俺にできることがあったら、言ってくれ、コウタ。――あ、梨り玖くからは何か連絡はあったか？」

「ない、ですけど……」

　亜夜花の後を引き取って、てとらさんが続けた。

「梨玖ちゃんが、寮を出て行こうとしたのは事実だよ。でも、あの子にはあの子なりの事情があってねえ。天人君が嫌きらいになったとか、亜夜花ちゃんとケンカしたからとかいうわけじゃないよ。――外に出るついでに、梨玖ちゃんには、今、ある役目をお願いしてるんだ。しばらく帰ってこられないと思うけど、心配は要いらない」

　普段通りののんびりした声。

　俺は天てん井じようを見上げた。そうか、やっぱりあいつは、寮が不快でここに居たくないから出て行ったわけじゃないのか。

　少しほっとした。なら、またいずれあいつの考えていること、感じていることを聞く機会も持てるだろう。

「改めて、おはよー、天人君。よく眠ねむれたかな？」

「ええ、まあ」

　俺はベッドに腰こし掛かける体勢を作った。

「それで、状況はどうなってますか？　俺、何日くらい寝てました？」

「三日くらいかなあ。今の状況だけど――」

「あ、それは私から」

　亜夜花が話し始める。

　俺の今の状態について。その強大な力を手に入れられた経けい緯い。

　亜夜花がその身を差し出す誓いを行った理由。

　てとらさんの力の喪失と、結界の不安定化。

　聞くうちに俺は自分の顔が強こわ張ばっていくのを感じていた。

「つまり、俺が神クラスの力を得たのと引ひき換えに、亜夜花の存在が俺に縛しばられて、てとらさんが力を失った、と。それはその……」

　何といえばいいのか。

「謝あやまったら怒ります」

　亜夜花に機先を制された。

「まあ、いずれ労働力で返してくれればいいよ、というか――今現在、頑がん張ばってくれないと厳しい状況かなあ？」

「『天秤の会』に対しては、今のところ、父も兄も直接的な手出しはしてきていません。ただ、街の方でトラブルが発生しているようです」

　不自然な頻ひん度どで、人外たちによる騒ぎが起こっているのだという。

　千せん那なさんと万ま那なさんたちが鎮ちん圧あつに向かう一方で、リョウタさんは結界の安定化に努めている。しかし、街の人間のなかには、不完全ながら『ありえない出来事』を記憶に留とどめている者も出始めているそうだ。

「このタイミングで、突然人外が活性化するのは偶ぐう然ぜんとは考えられないから、多分、あの氷室結が背後に居るんだろう。結界が不安定になったのを明らかにし、てとらの弱体化を周囲に示す狙いがあると推測される。現段階で一気に街を破は壊かいするところまでは望んでいないため、騒ぎの範はん囲い、頻度は適度にコントロールしてる模様。――ま、ほとんど兄貴の受け売りだけど」

　そうコウタが解説を加えた。

　統制された混乱、か。結らしい話だ。

　いずれにしても、俺は責任を強く感じざるをえなかった。

　亜夜花の力になりたい、結を許せない――そういう、俺の個人的な感情が発ほつ端たんとなって今の事態を招いているのだ。もちろん、後悔しているわけでも、自分が間違っていると思うわけでもないのだが――

　と、いきなり、ふわりとてとらさんに抱きしめられた。

「そこまで気にしなくてもいいよ」

　俺の心の動きを見み透すかしたようにてとらさんは言う。

「天人君は性た質ちの悪い計画に巻き込まれただけなんだから。これから頑張ってくれればそれでいいんだよ」

「…………」

　少し気が楽になる。

　――というか、かなり幸せな気分になった。ベッドに座った俺の顔の高さにちょうど彼女の胸があり、その感かん触しよくを十分に堪たん能のうすることができたからだ。いつも思うけど、大きいよなあ。かといって崩れているわけでもなく、十分な張りがあって――

「ありがとうございます。もう大丈夫」

　俺は静かに微笑んで、体を離す。

　もう少し味わっていたかったけど、亜夜花とコウタがなぜか殺気のこもった目で俺を睨にらんでいたのだ。

「まあ確かに、俺がヘコんでても解決しないですからね。できることがあるなら、何でもやりますよ」

「うん、お願いするねえ」

　俺を解放したてとらさんは続けた。

「で、結君なんだけど、特に力ある〝人ならざるもの〟に対して、主張を始めたみたいだねえ。今の天人君だったら聞こえたんじゃないかな？」

「……ああ、『皆は共生についてどう思うか？』、みたいな演説ですね。気絶してる間に、聞いたような記憶があります」

　夢にしては妙にくっきりと印象に残るな、と思っていた。

　要約すれば、結の問いかけのポイントは二点。

　まず、共生という試みの是ぜ非ひ。そしててとらさん、ひいては『天秤の会』の計画実行能力の有う無む。

　俺たちはそれにきちんと反論できる状況を作らなければならないわけだ。

「とにかく、俺も起きて手伝います」

　俺は勢いよくベッドから立ち上がる。悠ゆう長ちように寝ていられるような場合ではない。

　――と、視界が揺ゆれ、脚あしがふらついた。

「病やみ上がりが急に動けば、そりゃそうなるよ」

　コウタは横から俺を支え、呆あきれたように言った。

「傷はほとんど治ってるけど、エネルギーを大量に使ったからその補給をしないと。そして、新しい感覚に慣れること。今の天人は、エンジンを超ちよう高こう性せい能のうなものに載のせ替えたばかりの車みたいなもんだよ」

「……確かに、やたら腹が減ってるな」

　慌あわてて動いても、足手まといになるだけか。まずは、体調を整えて、ちゃんと戦えるようにならなければ。

「じゃ、取り合えず何か食わせてもらえると嬉しいんだけど――」

　と、その場の人間を見回して気付く。

　てとらさん、亜夜花、コウタ、ウルリカ、食事作れそうな奴が一人もいない。

「買い置きのラーメンなら進しん呈ていするよー。私の夕ごはんにするつもりだったんだけど」

　と、てとらさん。

「……みんな、俺が寝てる間、まともに飯食ってました？」

　普段、寮の炊事を一手に引き受けているのは俺だ。何かの理由で俺が作れないときは梨玖が担当するが、あいつは今、寮を出ている。

「となると、あと作ってくれてそうなのは万那さんくらいか……」

「あたしはあたしで忙いそがしかったの」

　少し不機嫌そうな声が部屋の入り口から聞こえた。ちょうど本人が戻ってきたようだ。

「起きたのね。おはよ。元気そうね」

　柚ゆず原はら万那さん。寮の住人で曙光山学園高等部の二年生。俺の一つ上の先せん輩ぱいに当たる。

　明るい色の髪をしたやや派手目の美人。意外に面めん倒どう見みのいい性格で、俺もよく助けられている。

「よかったです。ほっとしました」

　続いて姉の柚原千那さんが姿を現した。

　こちらは清せい楚そな黒くろ髪かみ美人で、曙光山学園高等部の三年生。

　姉妹共にその本ほん性しようは戦いくさを司つかさどる神であり、人間をはるかに超こえる力を持っている。

「おかえりー。どんな感じだった？」

「一つ一つの騒ぎの規模自体は大したことないんですけど……」

　千那さんがてとらさんに報告。

「やはり数が普段より多めですね。そして、わざと本性を晒さらして人を襲っているようなのが目立つ印象です。一応、すべて退治するか、捕つかまえて市外へ追放しました」

「結界はリョウタがつきっきりで支えてるから小康状態。とはいえ、効力を過信できないし、どんな小物でも騒ぎになる前に処理しなきゃいけないから、めんどくさいったらないわよ、まったく」

　万那さんはため息をついた。

「今のところ尻しつ尾ぽはつかめないけど、裏にあの結の野や郎ろうが居るのは確実。となると、これは挑ちよう戦せん状じようみたいなもんだろうね。『こういうやり方で、この街をぶち壊こわしてやる』って」

「……だとすると、今後もっと状況が悪化する？」

　俺が眉をひそめると、てとらさんは肯いた。

「可能性は高いねえ。実尋市にはこのところどんどん人外が入り込んでるみたいだし。困ったなあ」

「困ってるように見えないんだけどね、あんたは」

　と、どこか呆れたように万那さん。

「こっちはまだまだ仕事が増えそうだってだけでうんざりだわ。――ま、ぼやいたところで現実が変わるわけでもないんだけどさ」

「そうだね。だから現実的に行こうか」

　男の声がして、部屋にまた一人入ってきた。

「兄貴」

　コウタが言った。

　優美な長身に、整った顔。コウタの兄――正確には兄代わり――の和泉いずみリョウタさんだ。

　曙光山大学に通う大学生――ということになっているが、無論、彼も人ではない。魔ま術じゆつを操あやつり人を惑まどわすと言われる悪あく魔ま、しかもその高位の存在である。

「リョウタ君もおつかれさまー。どう、結界は」

「ひとまず安定してますよ。当分は持つでしょう」

　そしてリョウタさんの視線が俺の方を向いた。

「――さて、ここで天人君に問題だ。現在、結君の狙いはどこにあるだろうか？」

「えーと……最終的には『天てん秤びんの会』と『人との共生』の場としての街を否定するのが目的だとして、そのためにまず、『天秤の会』の力不足を、広く宣伝することですね」

　先ほどコウタも言っていた。おそらく結は段階的に自分の計略を進めようとしている。

　最初に主張の提示、ついでその根こん拠きよとなる具体例の提示――そういうシンプルでわかりやすい実証を行うつもりなのだろう。

「そういうことだね。人と共生するという計画は、秩ちつ序じよの管理あってのこと。僕たちにその能力がないとなれば、計画そのものも信用を失う」

　つまり結は、てとらさんの力が弱まったことに気付いて、その事実を街全体に広めようとしている――と。結界の効力が完全に消え、人外の人外たる姿が記憶に残るようになれば、人間たちのあいだであっという間に騒ぎが広まる。そうなれば共生することなど覚おぼ束つかなくなるだろう。

「あ、言い忘れてたけど私の力のことは、できるだけ内密にねー」

　てとらさんがほやんと笑う。

「いや、わかってますよ。そもそもそれをこっちからばらすのは、まずすぎるでしょ」

　俺が言うと、リョウタさんも肯いた。

「だろうね。――結君は、一応の立場上、『天秤の会』の協力者ということになっているから、彼かれとしても直接的、物理的にこちらを攻こう撃げきするようなことは避けたい。なので、全体の利益のために疑問を呈するという形を取った。だから疑念が自然にじわじわ広がり、それに伴って自分の支持者の数が増えていくという形が望ましいわけだね」

「結は事態を段階的に悪化させる。俺たちが対応しきれなくなり、街が荒あれる。そのころには『天秤の会』の統治能力の欠けつ如じよが誰だれの目にも明らかになり、結に従うものが圧あつ倒とう的てき多数を占しめるようになっている。そして俺たちは追い落とされ、共生の計画は白紙に戻る。――そうなるということですね」

「そう。まあ逆に言えば、一気に攻こう勢せいをかけてくるって可能性は低いわけだけどね。この街の〝人ならざるもの〟の上から下にまで、僕たちに対する疑念が浸しん透とうしないといけない。しかし、ここでそれなりに安定した生活基き盤ばんを築いている者たちも多いから、ある程度ぐらつかせるのには時間がかかる。だから今日明日に人外の軍団が街へ攻せめ寄よせてくるということは、考えなくてもいい。その辺が救いと言えば救いかな」

「でも結局、それって早いか遅おそいかの違いですよね？」

　千那さんが小首を傾げた。万那さんも同意する。

「揉もめ事ごとが増えつづければ、時期はどうあれ、いつかあたしたちの処理能力を超こえる。それは変わらないからね。対たい症しよう療りよう法ほうじゃジリ貧なわけだ」

　沈ちん黙もくが降りた。見通しは明るくない。

「ちなみに、今週の土曜、野外コンサートがあるよねえ」

　てとらさんがお気楽そうな口調で重い事実を思い出ださせた。

　俺たちは顔を見合わせた。

　想起するのは、二年と半年ほど前の出来事。

　このとき結は、コンサートによる大勢の外来客を利用して混乱と流血を引き起こし、実尋市の環かん境きようを根こそぎ変えてしまおうともくろんだ。その計画自体は阻そ止しされたが、代償として柚原姉妹の兄である一ひ二ふ三みさんが肉体を失うことになった。

「今回も何か企たくらんでるんですかね？　あいつ」

「そりゃそうでしょ」

　と、不快そうに万那さん。

「というか、この状況だとそこまで複雑な計画を立てる必要はないんだよね」

　リョウタさんが続ける。

「外からいっぱい人が来る。そこに人外が少々混ざってトラブルを起こせば、それだけで僕たちの処理能力はパンクする」

「……半分詰つんでるって言いませんか、それ」

「まあね。タイムリミットまでに画期的な手を打たなければ、詰むね」

　リョウタさんは小さく肩をすくめた。

　遅まきながら気付いたが――あいつ、まさかここまで読んで、俺に勝負を挑いどんできたのか？　俺を勝たせようとしたてとらさんの弱体化、そしてその後の『天秤の会』の苦境、すべては俺とあいつが三本勝負を行ったところから始まっているのだ。

　これまで実尋市で人間と人外との共生計画を進められてきたのは、てとらさんの絶大な力によるところが大きい。計画の実現性を論じるうえでも、反対者の過激な行動を抑よく止しするうえでもだ。

　今はそれがない。そのことが結の付け入る隙すきになっている。

　何で俺なんかを助けたんですか？　――そんな言葉が飛び出しそうになったが、俺は自制した。それは口にするべきではない。てとらさんと、そして亜夜花の決断に敬意を払はらっているつもりなら、絶対に。

　代わりに俺はこう言った。

「……俺、結に会って話してみようと思います」

　万那さんが目を細めた。

「天人、あんたさ……まさか自分の責任だとか思ってる？　そういう勘かん違ちがいで自じ暴ぼう自じ棄きになって暴走されると、かえって迷惑よ？」

　口調は厳しいが、言っていることは優やさしい。つまり自責の念に駆かられて一人で背せ負おい込む必要はない、ということなのだ。

　俺は苦笑して首を横に振ふった。

「単純に足し算引き算の問題なんですよ。てとらさんの力が減ったなら、その分を加算要素である俺が埋うめなきゃ、『天秤の会』としての戦力が保てない。だから俺は、必死にその方法を考える義務があるんです。一応メンバーですから」

「ふーん……言うじゃない。何か考えがあんの？」

「向こうが俺に興味を持っていること、それが手札になるかも。三本勝負、終わってませんからね」

　おそらく、結は俺からの対話要求を拒きよ否ひしないだろう。決着がついていない以上、俺は奴自身の指名したゲームの相手であるからだ。

　今のところ、街のトラブルに結が関与したことを示す証拠は無い。なので、まずは何とかして揺さぶらなければならない。会話をすれば、少なくとも奴がどう俺たちを陥おとしいれようとするのかくらいは見えてくるだろう。

「どうする？　てとら」

　万那さんが問う。

　てとらさんは唇くちびるに手を当て、んー、としばらく考えた後、口を開いた。

「いいよ、やってみて。結君が有利な今の段階なら、多分、直接的な危険もないだろうしねー」

「了りよう解かい！」

　自分を過信してはいない。結には散々痛い目に遭あわされたのだ。交こう渉しよう事ごとでは向こうがはるかに上うわ手て。

　ただ、今度は俺にも味方が居る。

　口を挟まず俺たちのやり取りを聞いていた無口な少女に、視線を向けた。

「結と会う。一いつ緒しよに来てくれ」

「――もちろんです」

　亜夜花は肯うなずいた。




「そう構えんなって」

　結は笑いながら紙容器を取り、フライドポテトを口の中に流し込んだ。

「約束どおり、寮の人間にも手出ししてねえんだし。ああ、太陽の奴も去っちまったからこっちの戦力も絶賛低下中だ」

　いつかと同じハンバーガー店である。

　俺と亜夜花が並び、卓たくを挟んでその正面に座すわっているのが氷室結。亜夜花の父神にして、《終わらせるもの》と呼ばれる悪神。

　白銀の髪に派手な服。

　外見的には、ちょっと不良っぽい中学生というところだが、当然ながら中味の方はそんなに可愛かわいらしいものではない。

「んで、二人そろって何の用だ？」

「……実尋市から手を引いてくれ」

　俺は単刀直入に切り出した。

　下手に策を弄ろうしたり、駆け引きを挑んだりしても逆効果だろう。

「何のことかわからないなあ――と言っておこうか。建前上」

　結は小さく笑った。

「そもそも何かをやらせたいと思うなら、相応の対価が必要だぜ？　ただで人が動くと思うんじゃねえよ」

「亜夜花はそんなものを求めずに力を貸してくれたけどな」

「いやいや、幸福や満足感というものが対価として機能すんだよ、そういう場合は。無む償しようで起こされる行動はない。有形無形にかかわらず、何らかの利益を得るから、人はそれを為なす。現に名塚天人の隣となりに居られるのは幸せだろう？　なあ、亜夜花」

「……あなたには関係のないことです」

「ああ、別にいじめるつもりはないんだ。娘むすめの幸せくらい、喜んでもかまわねえだろ？」

　ぬけぬけとよく言うな、こいつは。

　だが、怒おこれば術中にはまるのは見えている。落ち着いて、冷静に。

「なら実尋市からも手を引いたらどうだ？　こいつはもうこっち側なんだ」

「娘の幸せは喜びだが、娘が敵に回るというのは更さらなる喜びだな。つまり、それは手札にならないし、オレがやりたいことを我慢する理由にもならない」

　だろうな。

　俺は一つ息を吐いて続けた。

「なら……三本勝負はあと一本残ってる――ってのはどうだ？」

「うん、それはお前の持ち札だ。活用する権利がある」

　鷹おう揚ように肯く結。どこまでも上から目線だな、こいつは。

「現在、一勝一敗。三本目の勝負でお前が勝てば、オレはお前の要求を一つ聞き入れる。それが『実尋市から手を引け』というものであれば、従わざるを得ないな。ただ――」

　そこで言葉を切り、結は俺を見み据すえた。

「それでどうなる？」

「どうなる――？」

「よーく考えてみろ、オレが居なくなれば、お前たちは今陥っている危機から脱だつすることができるか？」

「…………」

　俺は考えを巡らせる。

　今起きている問題はてとらさんの力が弱まったこと、それにより街に混乱が起きたこと、そしてその二点により『天秤の会』および共生計画に対する信用が揺らいだことだ。

　――そう、今、結が消えても、その問題は解消されない。

　てとらさんの力が戻るわけではない。結界が完全になるわけでもない。

『天秤の会』の統治能力は低下したまま。混乱が起きたことも記き憶おくされたまま。

　街の〝人ならざるもの〟の不信が払ふつ拭しよくされていないという現実が残るだけだ。

　そして以前のレベルで治安維い持じができないとなれば、結の計画的な悪意によらずとも、いずれどこかでほころびが出る。少なくとも他者にはそう判断される可能性が高い。

　俺は表情が厳しくなるのを自覚する。

「どうした？　答えは出たか？」

　結は面おも白しろがるように笑った。

　こいつが恐おそろしいのは、自分すら駒こまの一つという扱あつかいで計画を組んでいることだ。黒幕でありながら、重要度は低い。自身が重要な弱点とならない。

　つまり、ここで叩たたき潰つぶしても、こいつの計画にはさほどのダメージも与あたえられない。

「そ、それでも……」

　俺は言葉を絞しぼり出した。

「それでも、今、お前を止めることができれば、時間を稼かせぐくらいは――」

「おいおい、体張って神と戦って、目指すのが時間稼ぎかよ。もう少し考えようぜ？」

　結はコーラを一口飲み、続ける。

「親切心から付け加えてやるが、あえて勝負しないって選せん択たくは、お前にとっても損な話じゃねえぞ？」

「……どういうことだよ？」

　ペースに巻き込まれかけているのを自覚しつつも、俺はそう口にしてしまう。

「簡単だ。三本の勝負が完結していない以上、オレの『寮には手を出さない』という約束は有効だってことだよ。寮にはウルリカや、あの何とかいう人間の魔ま術じゆつ師しのガキが居るだろ？　そいつらを巻まき添ぞえにせずに済む」

「…………」

「結果がどうあれ、オレとお前の勝負が終われば、制約は無くなる。オレはより直接的で卑ひ怯きような方法を使うかもなあ？」

　鼻白んだ俺を見て、結はクスクスと笑った。

「――とまあ、ベタな脅おどしはともかく、リスクとリターンをちゃんと計算しろってこった。勝負をすることで状じよう況きようが良くなる可能性はどの程度ある？　勝負をすることで状況が悪くなる可能性は？」

　俺自身の安全や命の保証を引き合いに出されたのなら、決して怯ひるんだりはしなかっただろう。しかし、俎そ上じように載せられたのがウルリカやコウタとなれば――

「リスクとリターンを考えたら、次は優先順位だ」

　結は一方的に続けた。

「本来、お前がしなければならないことは何だ？　まず街の混乱を収めることじゃねえのか？　人手が足りなくなりそうなんだろ？　オレ一人との勝負にかまけてる余よ裕ゆうがあるのか？」

「それ、は……」

「そうだなあ、もっとわかりやすく訊きいてやろう。――名塚天人、お前はその個人的な怒いかりを解消するために、寮の危険を承知の上で、そして今街で起きてることを放置して、オレに挑むつもりか？　答えてみろよ」

「…………」

　俺は奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

　悔くやしいが、確かに結の言葉は的を射ている。結に勝つことがそこまで劇的な効果を挙げるわけではない以上、勝負をかけるリスクだけが重くのしかかってくるのだ。

　と、そのとき、俺の手がきゅっと握にぎられた。

「落ち着いて」

　亜夜花がこちらを見ていた。

「彼の言葉を額面どおりに受け取る必要はありません。心理的な揺さぶり、刷り込みをかけるのが常じよう套とう手しゆ段だんですから。例えば――」

　亜夜花は視線を結に向け、続ける。

「彼は勝負を『する』か『しない』かの二択たくであるかのように錯さつ覚かくさせていますが、これは『保留』という第三の選せん択たく肢しを意識させないためです。実際、今すぐ決定する必要はない。『氷室結との勝負』というのは、何い時つ切るか決めずに、手札に残しておいても構わないのです」

　結はニヤニヤ笑いを浮うかべたまま、口を挟はさむ様子はない。

「もう一つ。彼は『個人的な怒り』という言葉を使いました。違ちがいますよね？　怒りはあっても、天人さんが戦う動機はあくまで『天秤の会』や他の誰かのため。私だって、あなたに助けられたんです。胸を張ってください」

　聞きなれた淡たん々たんとした声。しかし、今はその言葉が力強いものに感じられた。

「今、問題にするべきなのは天人さんの選択が『有効』か『有効ではない』か、です。それを動機の問題に掏すり替かえ、挑ちよう発はつすることによって、彼は天人さんが『勝負をする』という心理になりにくく誘ゆう導どうしている。であれば、この手札には彼も一定の脅きよう威いを感じているということです。――どうですか？」

　結は愉ゆ快かいそうに目を細め、手を叩いた。

「や、すばらしい考察だ。さすが我が娘」

「あなたの域には遠く及およびませんよ。特に性格の悪さでは」

「でもさあ、べらべらとここで喋しやべっちまっていいのか？　気づいたことがあるとしても、オレの前でいちいち手の内を明かさなくてもいいだろうに」

「天人さんが忘れっぽいので、思い出させる必要があるんですよ」

　そういうと、俺おれの肩かたを掴つかんでぐいと自分の方を向かせる。

「いいですか？　忘れないで。私も戦ってるんです。――ここ、あなたの傍そばで、あなたと一緒に、彼に立ち向かうと決めたんですから」

　俺はしばらくの間、言葉を失っていた。

「……ああ、そうだな、悪かった」

　それだけ答えて、深呼吸する。

　うん、もう大だい丈じよう夫ぶ。思考がクリアになった。

「ってわけで、結論は保留だ。お前のスタンスはわかったし、俺ももう少し頭を冷やす必要がありそうだしな」

「了りよう解かい了解。ま、好きにしろ」

　結は立ち上がった。

「ああ、ついでだから一つ忠告しておこうか。事態は今後どんどん加速するぜ？　手札を切るタイミングがあるといいな」

　そう言い残し、歩いて店を出て行く。

　後ろ姿が見えなくなると、亜夜花は小さく息を吐いた。握った手から、微かすかな震ふるえが伝わってくる。父神とはいえ、あれと言葉を交かわすのは少なからず精神を消しよう耗もうするのだろう。

「大丈夫か？」

　耳元で囁ささやくように尋たずねると、亜夜花は小さく肯いた。

「サンキュな。ほんとに助かった」

　自分ひとりだったなら、結に軽くあしらわれていただろう。性格の問題か、どうも思考が単純化しがちなのは自覚している。

　周りに支えてもらうことは恥はじではない。それは積み重ねてきた強さだ。忘れるな。

　――改めてそう自分に言い聞かせた。

「しっかし、カッコよかったな、お前」

「カッコよかった、ですか？」

　少し怪け訝げんそうに亜夜花は首を傾かしげる。

「参さん謀ぼうとか軍師とか、そういう役目が似合いそうだった」

　俺は笑う。緊きん張ちようから解放されて、いくらか気が緩ゆるんだのかもしれない。

　亜夜花もつられたように微ほほ笑えんだ。

「なら、天人さんの傍にずっと付いてないといけないですね」

「そうお願いしたいね。――さて、そろそろ俺たちも行くか」

　席を立とうとし、ふと下を見る。小さな手が俺の手を握り締めたままだった。

「……あの、もう少しだけ、こうしてていいですか？」

　視線を合わせず、そう言う亜夜花。

「ああ」
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　俺はそう答え――何となく、亜夜花の手を包つつむようにぎゅっと握ってみた。

　瞬しゆん間かん、茹ゆだったように耳まで赤くなる。

「あ、あの……」

「サービス過か剰じようだったか？」

「いえ……では、このままで……」

　俺はその横顔をしばらく眺ながめていたくなった。

　不思議な気分だな。こいつが隣にいるということが、心ここ地ちよく、嬉うれしい。

　そう、もう無理をして一人で戦う必要は無いのだ。俺も亜夜花も。




　　　　　◆　◆　◆




「事態が加速する――とカッコよく言ってはみたけど、ま、要は原始的な力押おしだよな」

　結は携けい帯たい片手に呟つぶやく。

　トラブルの頻度を上げるのだ。被ひ害がいはより広こう範はん囲いに及ぶことになる。住人に見せ付けて、不安、不信を煽あおろうというのがその狙ねらい。

　外け連れんはなく、面おも白しろ味みに欠ける。『天秤の会』に直接ダメージを与えられるわけでもない。

　ただし、結界の不安定な現状において、これは『わかりやすく目立つ『天秤の会』の失点』として機能する。

「よお、美み風かぜ。状況はどうだ？」

　結は電話の相手に向かって話しかけた。

『抵てい抗こう活動は散発的。予想の範はん囲い内ない』

　淡々とした女性の声で返事があった。

　人間社会に生活の基盤がある〝人ならざるもの〟は、当然混乱を嫌う。なので、騒さわぎが起これば自主的に収めようとするものも出てくるはずだ。

　とはいえ、確かく認にんできる範囲でその数は多くなく、想定を上回ってはいない。それに個人としても、あるいは一個の勢力とみなした場合でも、影響力は『天秤の会』に遠く及ばない。

　そして、被害が自分たちの手に余り始めると、その不満の矛ほこ先さきは『天秤の会』に向かうだろう。その意味では潜在的なプラス要因と言ってもいい。

「あーそう、問題なさそうだな。――いやあ、しかし助かるぜ。お前たちが味方についてくれるとはなあ」

『味方についたわけではない。こちらにも意味があるから、手を貸すだけ。それより次の指示は？』

「はいはい、ドライな奴やつだな。んじゃフェイズ２に移行。ちょいと祭りの密度を上げていこうか」




　　　　　◆　◆　◆




「……なんであんたまで付いてくんのよ」

「まだ、お話が終わってないからね」

　笑え顔がおのまま、日ひ傘がさの少女は果か乃のの後ろを歩いている。

　骸がい骨こつの剣けん士しを倒たおし子どもたちを警察に預けてから、二人はそのまま街中に出てきたのだ。

「あー、でもお昼間は調子出ないから、できればもう少しゆっくりにして欲ほしいかなあ」

「なら、付いてこなきゃいいでしょ。用があるから後にしろって、あたし言ったじゃん。話は帰ってからちゃんと聞くから」

「と、言いつつも速度落としてくれるんだ」

　梨玖は隣に並んだ。

「優しいんだねえ、果乃ちゃんは」

「別に……ちょっとのんびり歩きたくなっただけだから」

「結構状況が進んでるみたいだから、できれば後回しにはしたくないんだよ。――果乃ちゃんの用というのは、急ぎなの？」

「……気になってね。感じない？　街にすごく嫌いやな気配が溢あふれてる」

　実際、果乃はひどい胸むな騒さわぎを覚えていた。

『天秤の会』には当然連れん絡らくが行っているだろうが、自分でも街を巡めぐって様子を確認しようと思ったのだ。あの少年たちのように襲おそわれている人がいないとも限らない。

「んー、果乃ちゃんって、他人の思考や感情が読めるって聞いたけど、だったら気配の位置とかまで、かなり正確に把は握あくすることができる？」

「能力全開にできればね。ただ、角を晒すことになるけど」

　もともとこの力には頼たよらず生きていくと決意しているうえ、結界が不安定な今、それをするのには抵抗がある。

　――とはいえ、状況が状況だしなあ。

　と、そんなことを考えていると。

「えい」

　帽ぼう子しがかぶせられた。

「これで遠えん慮りよなく力使えるね」

　梨玖が笑う。

「街を見回るんでしょ？　私も一緒にいくよ」

「…………」

　果乃は小さくため息をついて、同行者を受けいれた。

　そういえば『天秤の会』との縁えんができた事件のときも、こうして帽子を借りたんだったか。

「……あの虚きよ弱じやく体質な神様も元気にしてる？」

「ああ、亜夜花ちゃんだね」

　そう言うと、梨玖は小さく首を傾げた。

「しばらく顔を合わせてないけど、元気、ではあるのかなあ？　結さんがこういう手に出たということは、たか兄と一緒には居るんだろうけど――」

　何やらぶつぶつと言っている。

「一人で考え込まれても困るんだけど」

「あ、ごめん。まあ、果乃ちゃんにお願いすることにも関係してるから、歩きながら事情を説明しようか。――まず、果乃ちゃんにはこの混乱を収めるの手伝って欲しいの。さっき、男の子たちを助けたみたいな感じで。多分、ああいう事件がこれから何回もあるはずだから」

「それはいいけど……今、具体的に何が起こってるのよ、これ」

「戦争だよ。大げさに言えば」

　梨玖は笑顔のまま、物ぶつ騒そうな台詞せりふを口にした。

「街を護まもる新しい神様と、街を荒らす悪い神様のね」







二章　共に在ること







「――うーん、なかなか、休ませてくれないねえ」

　のんびりとてとらさんは言った。

「シンプルでわかりやすい作戦だけど、それだけに対応し辛づらいのが困るかなあ」

　口調とは裏腹に、事態はかなりよろしくない。

　時計は午前七時。徹てつ夜や仕事から戻もどってきた俺と亜あ夜や花かを加えて、全員で朝食兼けん作戦会議中である。

　俺たちが結ゆいと会ってから数日、実み尋ひろ市しにおける事件や事故の数は飛ひ躍やく的てきに増加していた。

　もちろんまず動くのは警察だが、怪あやしげな案件に関しては、その警察や役所から『天秤の会』にも情報がもたらされることになっている。そして彼らの手に負えない人外の存在が疑われれば、『天秤の会』が出向く。

　その俺たちの出動回数が、異様な勢いで跳はね上あがっているのだ。

　一晩に複数回というのも当たり前。まさに目が回るような忙しさだった。

　回数の割に一つ一つの事件の規模は小さく、今のところ決定的な破は綻たんは起きていない。

　剣けんを持った骸骨に襲われたという話を聞いて駆けつけてみれば、件くだんの化け物は消えうせた後だったり、信じられないような怪かい力りきの男が暴れているという通報に急行してみれば、容疑者はすでに立ち去っていたり、見たことも無いような動物に襲われたと言われて出向いてみれば、すでに逃にげ去さった後だったり。

　ただ、問題なのは、一つ一つの事件にちゃんと人間の被ひ害がい者しやが居るということだ。である以上、連絡があるたびに手を抜ぬかず対応する必要が生じる。

　結果的に振り回まわされて後手後手になっている感は否いなめない。俺も含ふくめ皆みな、満足に寝ねる暇ひまはなく、学校へ行く余裕も持てずにいる有様だった。

「とにかく、最優先にするべきなのは、街の人に被害を出さないことですよね」

　俺は欠伸あくびをかみ殺しつつ、そう言った。

　肉体的に大した疲つかれは無いが、精神の方はそうも行かない。心がささくれ立つと、注意力や集中力にも影えい響きようが出る。

「あー、イライラするっ」

　万ま那なさんの機き嫌げんは最悪だった。

「ったく、ちまちま手下を小出しにするんじゃなく、自分の体で勝負しに来いっつーのよ、あの陰いん険けん神がみ」

「とはいえ、うまいやり方ではあると思うね」

　涼しげな声でリョウタさん。

「向こうは戦力をほとんど消費しない。そして、あえて陰いん惨さんすぎる事件にしないことで、犯人への怒りよりも僕ぼくたち治安維持側の無能さに住人の意識を向けることができる。さらに僕たちをじわじわと消耗させる効果もある」

「わかり切ってること冷静に言わないでよ。よけい腹立つから」

　万那さんは八つ当たり気味に声を上げ、千せん那なさんに宥なだめられていた。

　この小攻撃パターンが永遠に続くとわかっていれば、俺たちの方も計算して力を節約することができるだろう。例えばきっちりローテーションを組んで、それぞれ休きゆう憩けいを十分に取れるようにしたり。

　しかし、そうした場合、突とつ然ぜん大だい攻こう勢せいに出られると出で遅おくれる公算が大である。結局、全力で備え、全力で対応していく以外に選択肢が残されていない。

　てとらさんが健在であれば、結に協力する者の頭数もここまでにはならなかったのだろうが――いや、それは今言っても仕方ない。俺は俺にできることをやるしかないのだ。

「……状況によっては、ウルリカも使ってもらってかまいません」

　亜夜花は自分の小さな従者に視線を向ける。

「できるよね？　ウルリカ。困ってる人たちを助けるの」

　主あるじの言葉を受けて、メイド姿の少女は、はい！と言った。

「ウルリカ、お手伝いするですよー」

「ボクも。出来ることがあれば」

　コウタも控ひかえめに手を挙げる。

　少なくとも、この二人は物騒な事件に巻き込みたくは無い。しかし、手が足りていないのも事実だ。

　てとらさんは少し考えた後、小さく肯いた。

「そうだね。二人にも何かお願いすることがあるかもしれない。心の準備をよろしくー」

「さて、僕はどうしますか。市内のトラブル解決に回ってもかまいませんが」

　リョウタさんが言った。

　認にん識しき修正の結界は、今、魔術に長たけたリョウタさんが補助することで維持されている。

　実働部隊に回ってもらえれば戦力は増強されるが、その分、人外たちの異形が人目に触ふれる可能性が高まる。

「天たか人と君の言うように、今は街の人の安全が優先。というわけで、リョウタくんも必要に応じて出動かなあ。――まあ、基本的にはこれまでと一緒。要よう請せいがあれば、出向いて解決。忙いそがしくなるとは思うけど、やれるだけやってみようかー」

　ほわほわとした口調でてとらさんは言った。

　本当に普ふ段だんと変わりないな、この人は。動じてないのか諦あきらめの境地に達しているのか。

「で、あの、てとらさん。今日の夕方からＭＭフェスもありますけど……どうするんです、これ？」

　千那さんが尋ねた。

　ＭＭフェス――正式には『実尋ミュージックフェスティバル』。数日前から懸けん案あんになっている、大規模な野外コンサートだ。

　実尋市には山を切り開いて造られた大きな多目的広場があり、年に一、二度こういう催もよおしが行われる。今回は万を超える人の入りが見込まれているとのこと。

「んー、とりあえず、開演から終演までは全員で待機して警けい戒かい。あとは臨機応変に行動、かなあ」

「……ま、他にできることもないよね」

　万那さんがため息をついた。

「二年半前を思い出すね……」

　と、顔を曇くもらせて千那さんが言う。

「あー、そういやあの日も走り回ってたなあ。でも、あれは街中の騒ぎ自体がダミーだったけど……今回はどうなるか」

　二人の兄である柚ゆず原はら一ひ二ふ三みさんが、この世に留とどまっていられなくなったときの話だ。結は野外コンサートを利用し、一二三さんを罠わなに嵌はめたのである。

　大勢がこの街を出入りするイベントだ。当然、今回も何らかの動きがあることは十分に考えられる。

　問題は主導権が完全に向こうにあるということ。

　以前のようにコンサート中に何か騒ぎを起こすかもしれない。

　あるいは、コンサート終しゆう了りよう後、混雑する駅を狙うかもしれない。

　さらに、コンサートに乗じて入り込んだ結の手下たちが、ずっと後になって一いつ斉せいに蜂ほう起きするという可能性も考えられる。

　そして俺たちは『そのときそのときで対応する』という以外に、有効な手を見付けられないままこの日を迎むかえてしまった。

「……中止にするって選択肢は？」

　俺はてとらさんに尋ねた。

　自治体の方に手を回して圧力をかけたり、あるいは会場付近に土ど砂しや崩くずれを起こすなどして使用不能にしてしまえば、言い訳は立つ。

「んー、不可能じゃないけど、それでは解決しないんじゃないかなあ。結君の主張への回答にならないし、結君はここで使うはずだった戦力を次の機会に注ぎ込むだけだろうしねー」

　危機的なことを危機感のない声で言われたが、内容に関しては認めざるを得なかった。

　確かに『秩ちつ序じよ維い持じできないから、強権発動してイベントを中止にしました』では誰だれも納なつ得とくしないだろう。それに、今回はそれで乗り切れたとしても今後はどうする？　結と決着がつくまで人の集まりそうな催しはずっと禁止していくのか？

　そして、この選択は結にダメージを与えられるわけでもない。戦力をさらに増強する時間を与えただけ、という結果にもなりうる。

　そうなれば、俺たちはじりじりと追い込まれていく以外にない。

「もちろん、最悪の場合は中止や避ひ難なんということも考えないといけないけどねえ。じゃあ、ＭＭフェスの会場は私が担当するよー」

「それがいいでしょうね。てとらさんの存在にはまだそれなりの抑よく止し力りよくがある」

　リョウタさんが賛成し、そして付け加えた。

「ただ、極きわめてまっとうな対処法なだけに、向こうも予想はしているでしょうが。てとらさんがさっき言ったように、まさに『シンプルなだけに、対応が難しい』ですね、結君の策略は」

「あーもう！　うざいうざいうざいうざいうざいうざいうざいうざいうざーいっ！」

　万那さんが爆ばく発はつした。

「あのアホ神、一発殴なぐらせろ！」

「そうだね、その機会があれば、仕留めて見せるんだけどねえ」

　真ま面じ目めくさった顔で千那さんが肯き、そして亜夜花に視線を向けた。

「ああ、ごめんなさい。亜夜花ちゃんには嫌な話かもしれませんけど――」

「いえ、同じ気持ちですので」

　亜夜花は表情を変えずにそう言った。もう迷いは見られない。

　ただ、問題は、奴自身が俺たちに言ったように『結一人を排はい除じよしても問題の解決にはならない』ということだ。

　俺は息を吐はいた。まったく、ため息しか出てこない。

　狙いは見えているのに打つ手無し。ずるずると底なし沼ぬまに呑のまれていくような感覚だけが残る。

「さて、打ち合わせるべきは、こんなところかなー？」

　てとらさんが皆を見み渡わたした。

　この人が泰たい然ぜんとしているのは、ある種の救いだ。単に俺たちを不安がらせないためか、あるいは何か奥おくの手てがあるゆえの態度なのかはわからないが、おかげでみっともなく浮き足あし立だつことだけは避さけられている。

　と、そのとき、寮りようの電話が鳴った。ウルリカがパタパタと駆かけて行き、そして程ほどなく戻ってきた。

「えーと、けいさつの駒こま井いさまからお電話なのですー。助けが欲しいとのことで」

　面白いことに、人外同士であっても連絡は電話やメールで行われることが多い。力を無む駄だ遣づかいしないうえ、情報経路がはっきりしているため、超ちよう常じよう的な能力を用いた盗とう聴ちよう等にも対応しやすいのだそうだ。

「はいはい、りょうかーい。あたしとお姉で行ってくるー」

　万那さんたちが立ち上がった。

「あ、俺らもまだ動けますけど……」

「いーよいーよ。休んどきなさい」

　万那さんは腰こしを浮かせかけた俺と亜夜花に手をひらひらと振ふった。

「今日は多分、忙しくなりますからね」

　そう言う千那さんと連れ立って出て行った。

　何となく、焦あせりのような、じっとしていられないような気分を覚える。

　新参で、この事態を招いた一因でもある、この俺は――本来、一番役に立たないといけない立場じゃないか？　ゆっくり休憩していていいのか？

「天人君たちは昼までお休みねー。何かあれば起こすけど」

　てとらさんにも言われて、俺と亜夜花は自室に引き上げることになった。

　廊ろう下かで、亜夜花は俺の顔をじっと見つめていた。

「……何だ？」

「いえ――休むのも仕事のうちですよ？」

「わかってるよ」

　――そう、わかってはいるのだ。




　俺と亜夜花の部屋は寮の一階の奥にある。

　もともとは亜夜花の部屋だったところを、なりゆきで同室することになったのだ。広めの一室をカーテンで仕切り、共同で使っている。一時的な処置のつもりだったのだが、いつの間にか慣れてしまった。

「……まだニュースにはなっていませんね」

　亜夜花は眠ねむそうな目をこすりながら、ネットのニュースサイトを見ていた。

　市内で起きている数々の事件のことだ。今のところ、被害者が出ても軽傷がほとんどだからそれほど大きな騒ぎにはなっていない。

「実尋市で引っかかるのは、今日のＭＭフェスのことくらいです。チケットは完売。一部でプラチナ化しているそうです」

「化け物が暴れてるとか、そういう噂うわさ話ばなしは？」

「それもないみたいです、今のところ」

　結界が不安定だとはいえ、人外を目もく撃げきし、それを記憶に留めている人間は、まだそれほどいないはず。これもニュースになるにはしばらく猶ゆう予よがあるだろう。

「とはいえ、時間の問題だろうなあ、色々と」

　俺はそう言いながらベッドに寝ね転ころがった。

　戦力は有限。次々揉もめ事ごとの種を投下されると、どこかで限界は来る。

「何か手立てが――ふぁあ」

　言いかけて亜夜花は欠伸をする。

「――手立てがあると思いますか？」

「少し寝たらどうだ？」

　基本的にこいつの活動時間は夜中から朝にかけて。そろそろ就しゆう寝しんの頃ころ合あいだろう。そのうえ、ここ数日は寝ね不ぶ足そくだったはずだし。

「いえ……ふぁ……大丈夫です」

　亜夜花はやせ我が慢まんの表情で言った。

「――手立て、なあ。俺には浮かばない。てとらさんを信じるしかないさ。あとは目の前の事件に集中かな」

　何度も自分に言い聞かせているように、できることをするしかないのだ。

（――できること、か）

　大おお幅はばに増えたんだろうな、と思う。実際体力だけに限っても、桁けた違ちがいの向上が感じられる。なのに――俺は未いまだ役立たずのままであるような、そんな気がしている。歯は痒がゆさが、どうしても消えてくれない。

「……なあ、俺、神様になったんだよな」

　皆に信じられ、亜夜花を従え、てとらさんの力を借りることで、この世界のシステムに認められた。

「そうですね」

「実感は無いけど、人やモノが神になった例はこの国にもあるから、まあ、そういうことも起こりうると理解はできるんだ。で、俺は――なんかこう、すごい奇き跡せきが使えるようになったりはしないのか？」

「人々、そして世界から、どういう役割を与えられるかによります」

　例えば、亜夜花は生死を司つかさどる冥めい界かいの神だから、生命に干かん渉しようする能力を持つ。

　てとらさんは唯ゆい一いつ神しん、全能者、万ばん物ぶつの主と異い称しようされるように、オールマイティだ。

「天人さんがどういう神になっていくかは、まだ未知数です」

「俺は……結を超こえるほど強くなれるか？」

「いずれは必ず。でも――」

「すぐには無理か」

「…………」

　少し困ったように眉まゆを寄せ、そして亜夜花は小さくこくりと肯うなずいた。

「あの《終わらせるもの》と同じくらいの強さを手に入れる、ということなら――今は無理だと、そう思います。神が力を得るには、物語が必要ですから」

「物語？」

「神話ですよ。父には謀たばかる神としての能力と性質が、太たい陽よう兄さんには神を食い殺すほどの圧あつ倒とう的てきな力が、それぞれ人の紡つむいだ物語によって与あたえられています。それも、長い時を積み重ねた、よく知られたものが」

「神話、か……」

「神がなした業績は人によって語られる。そして、その語られた物語が神を規定するものとなる。――このようにして、神が形作られていくのです」

　神が、脆ぜい弱じやくな人間の認識により、定義される。

　妙みような話だとは思うが、神が人からの信しん仰こうを得て『在る』ようになる以上、当然だという気もする。考えてみれば人間だって存在を維い持じするには食事、つまり脆弱な生物を摂取することが必要で、そうして取り込んだものから体に大きな影響を受けるのだ。

　俺が結に匹ひつ敵てきするほど強くなるには――あの《終わらせるもの》の物語と同等に広く知られ、深く信じられなければならない。

「強くなるにも時間が必要ってことか」

　天てん井じようを見ながらため息。

　わかっていたことだ。お気楽お手軽なパワーアップ方法があれば苦労しない。今のこの状態だって、亜夜花やてとらさんの協力で、かなりのショートカットをして手に入れたようなものなのだから。

「でも、天人さんにはみんながいます。――わ、私だって、すぐ傍に、いつも」

「そうだな」

　――うん、わかってる。できるだけ、焦らないようにしたいとは思うさ。

　そこでふと、思い出す。

「みんなといえば、梨り玖く……どうしてるかな」

　まぶたを閉じ、寮から居なくなった幼おさな馴な染じみの顔を思おもい浮かべる。

　結局、俺のところには連絡をまったくよこさない。あいつは今、どこで何をしているんだろう。

　出て行った経けい緯いについては、てとらさんも亜夜花も『本人から聞くべき』と言って正確なところを教えてくれない。

　多分、俺は梨玖のことを十分に理解しては居なかった。だから、もう一度話してあいつのことを知りたいと思う。もちろん、まずはこの事態が落ち着かないと、どうにもならないが。

　――と、重みを感じて目を開ける。

　眼前数センチというところに亜夜花の顔があった。俺の上に乗っかって、じとっとした目で見下ろしている。

「なぜそこで彼かの女じよの名前が出るのか、はなはだ疑問だというか、いえ、天人さんの性格を考えると疑問でもなく、むしろよくわかるという気もするのですが、同時に許容しがたくもあり、ええ、どうしましょうか」

「……テンションが変だぞ、お前。何か、怒おこってる？」

「怒っていません」

　亜夜花は怒ったように言った。

　普段はずっとパジャマなのだが、このところは外向けの服を着ていることが多い。俺についていつでも外に飛び出せるように、だ。

　日に焼けていない白い手足が、妙にまぶしく目に映った。

「彼女には彼女の役目があります。私と同様」

　上になったまま亜夜花は続ける。

「私の役目はあなたのものになることです。――意味がわかりますか？　あなたが命じれば、どんなことだってするんです。あなたは私の心も体も自由にできる。存在そのものを作り変えるのも可能なんですよ？　私はそうなることを、受けいれたんです。望まれれば、梨玖さんにできない方法で、た、天人さんを、その、癒いやすことだって――」

　と、膝ひざ立ちになろうとした亜夜花は、バランスを崩くずした。反射的に俺の服をつかみ、小さな声を上げてこてんと前に倒れる。

「ほら、体力ないくせに無理するから」

　おかげでシャツのボタンが取れて、でろんと腹が剥むき出だしになってしまった。

「で、何か言いかけてたけど、俺をどうするって？」

「…………………………いえ、な、なんでも、ない、です」

　亜夜花は俺の肩かた口ぐちに顔を埋うめたままの体勢で、そう答えた。心なしか、普段より声が硬かたい気がする。

「やっぱり寝たほうがいいんじゃないの？」

「でも……いえ、そうします。えっと、あと、少しだけ、このままでもいいですか？」

「あ？　ああ」

　顔を伏ふせたまま、亜夜花はじっとしている。

「……汗あせの臭においがします」

「いや……まだシャワー浴びてないから」

　なんかこう、いたたまれない気分になるんだが。

「今、あなたの傍に居るのは、梨玖さんではなく私です。においも、声も、感かん触しよくも、すぐ近くに感じていられるのは、私だけなんです」

「…………」

「そのこと、忘れないでいてください」

　もちろん忘れたことなどない。結ではなく俺おれを選んでくれたことに感謝している。『全すべてをささげる』と言われたあの日からずっとだ。

　ただ、それがどれほど大きなことなのか、俺は正しく実感していると言えるだろうか。どうすればその気持ちに報むくいることができるのか、未だに答えを出せずにいる。

　少し迷った末、俺は口を開いた。

「なあ、結の件が一段落したら……」

　そこで言葉を切る。

　いつのまにか亜夜花の呼吸が寝ね息いきに変わっていた。

「だから寝ろって言ったのに」

　俺は苦く笑しよう交じりにそう呟く。

　高位の〝人ならざるもの〟とはいえ、もともと体力的には虚弱な奴なのだ。あの父神と対決したり、連日俺に付き合って人外と捕とり物もの劇げきを繰くり広ひろげたりしていれば、消耗もするだろう。

　俺の上に乗っかっている肩かたは小さく薄うすい。両手で抱だきかかえると、肘ひじから先が余るくらいだ。この小こ柄がらな体で、精せい一いつ杯ぱいの力と勇気を振り絞しぼって頑がん張ばってくれている。

「……ありがとな」

　当然返事はない。それでもなぜか、俺は安らいだ気分になった。




「――人、天人」

　小さく声が聞こえた。一いつ緒しよに鳴っているのは――ああ、ドアのノックか。

「天人、起きてる？　亜夜花も。そろそろ昼だけど」

　起きてる。

　――とは言い難がたいかもしれない。声は聞こえているが、体はまだ夢の中だ。

　どうやらいつの間にか、俺も寝ね入いってしまったようだった。昼ということは、四、五時間程度は眠れたのかな？

「……入るよ」

　コウタが顔を覗のぞかせた。

「……あー、もう、昼か？」

　ようやく声を出せた。

　ただ、体が妙に重く、起き上がれない。疲れが取れていないせいだろうか。

「…………」

「どうした？　コウタ」

　コウタは愕がく然ぜんとした顔で立ちすくんでいる。冷静なこいつにしては珍めずらしい。

　何があったのだろう――と他ひ人と事ごとのように考え、数秒のタイムラグをおいて理解する。

　――俺と亜夜花が、衣服を乱して、ベッドで抱き合あっているということを。

「……………………そ」

　コウタの口から、ようやく言葉がもれた。

「そ？」

「そ、そ、そそ、そういう行こう為いは寮の中でやらないほうがいいんじゃないかなっ！」

　一気に言うと、身を翻ひるがえして走り去って行った。

「……意外にませてるのな、あいつ」

　刺し激げきの強い想像でもしてしまったのか、涙なみ目だめになっていたような気がする。

　後で誤解を解いておかなければ。

「ん……もう、少し……むにゃ……」

　亜夜花が俺の上で、幸せそうに寝ね言ごとを漏もらした。




　　　　　◆　◆　◆




「うっわー、混こんでるなあ」

　梨玖は声を上げた。

「この辺って、いつもこんなのだっけ？」

「田舎いなかから出てきたばかりのあたしに聞いてどうすんのよ。……まあ、確かに普段よりは賑にぎやかな気がするけど」

　果か乃のはそう答える。

　土曜の昼前の駅近く。日時と場所を考こう慮りよしても、人が多いと言っていいだろう。

「そういや、今日は何とかフェスタってコンサートがあるんでしょ？　そのせいで外からのお客さんが多いんじゃないの？」

　果乃にはまったく興味のないイベントだったが、街のいたるところでポスターを見かけるため、記き憶おくに残っていたのだ。

「にしても……付き合いいいよね、あんた」

　汗を拭ぬぐいつつ、果乃は隣となりの少女に言った。

「まあ、私のお仕事でもあるから」

　梨玖は相変わらずの笑顔である。

　ここ数日、二人は一緒に街を見回っていた。もちろん、人外たちによる事件を未然に防ぐためだ。

　彼女が夜の眷けん属ぞく――吸きゆう血けつ鬼きであることは聞いた。昼の間は力が落ちると言うが、それでも十二分に強力である。仲間であるのは心強い。実際、そのあたりの低級の存在なら、一いち瞥べつだけで圧あつ倒とうできるのだ。

　ただ――常に笑え顔がおであるため、内心が分かり辛い。これは少々苦手を感じる部分だった。

　能力を駆く使しして感情を読み取ってみようかという考えがよぎったこともあるが、やめておいた。こういうズルをするのは相手に不誠実だから、何か対人関係で悩なやむことがあってもこの力には頼らないことに決めていたし、仮に心が読み取れたとして裏があれば嫌な気分になりそうだし、裏表がなければそれはそれで怖こわいだろうし。

　おおよその事情は梨玖から聞いた。

　天人が悪神に目をつけられていること。その悪神はこの街における人との共生という試みを破綻させようとしていること。

「たか兄は勝つよ、もちろん」

　梨玖は請うけ合った。

　そんなに楽観的でいいのかとも思うが、一方で、彼かれならどうにかしてしまうだろうなあ、という気もする。助けられた身としては、特に。

「でも、街の人が傷つくようなことを許しちゃおけないからね。敵がこういうふうにトラブルを多発させる戦法に出たら、私が動いて人手を集めて、できる限り阻そ止しするよう指示されてたの。今は果乃ちゃんを手伝うよう、てとらさんに言われてる」

　天人や亜夜花たちのことをよく知っていた彼女を疑う理由はない。

　梨玖の語ったその目的は、人々が害されるのを見過ごせないという果乃の心情にも合がつ致ちする。

　あとまあ――天人の役に立てたら嬉うれしいな、という気持ちも、少々。

　そんなわけでバイトを休み、果乃は梨玖とコンビを組んで行動しているのだった。

　ちなみに梨玖の要望により、天人とは連れん絡らくを取っていない。

　まあその、天人も一連の事件の対応に忙ぼう殺さつされているだろうし、邪じや魔ましたら悪いし、迷めい惑わくがられたり邪じや険けんにされたら立ち直れなさそうだし……

　――なんでこんなに臆おく病びようなんだあたし、と思わなくもないが。

　悪さをしていた下級の霊れいや妖よう精せいたちをいくつか追い散らし、休憩をとる。ちょうど、昼を少し回った頃ころ合あいだ。

　木こ陰かげで休みつつ、ミネラルウォーターを一口飲み、果乃は口を開いた。

「……あのさ」

「なあに？」

「あんた、天人とは仲いいの？」

「悪くはないと思うよ？　幼馴染なの」

「そう、なんだ……」

　何となく胸がちくりとした。と、そこでふと気付く。

「……あれ、でもあんた吸血鬼なんだよね？　で、天人が半神なんでしょ？　どこで知り合ったの？」

「たか兄は人間として暮らしてたし、私も元々は人間だよ？　えーと、事故で家族が全員死んじゃって、成り行きでこの街に引ひっ越こしてきたの、私」

　梨玖はあっけらかんと、重い話をした。

「そのあと、偶ぐう然ぜんたか兄と再会してね、で、まあ色々あって吸血鬼になったの。これは割と最近の話」

　口調からは痛みの片へん鱗りんも窺うかがえない。何かの冗じよう談だんかと思うようなにこやかな顔だったが、どうも嘘うそはなさそうだった。

「そ、そう」

　どう答えたものか戸と惑まどい、果乃はただ肯く。そして言葉に詰つまったのを誤ご魔ま化かすように、また水を一口飲んだ。

「あ、でも、果乃ちゃんがたか兄を好きで、狙ねらってるんだったら、私に遠えん慮りよしないでね？　どんどんアタックすればいいと思うよ」

　思わず水を吹ふき出した。げほげほとむせ返る。

「な――な、な、なな、なんで、そんな……」

「果乃ちゃん、割とわかりやすいよ？」

　梨玖は可愛かわいらしく微ほほ笑えむ。

「うん、好きになるの、わかるよ。かっこいいもんねー、たか兄」

「あ、あの、あたしは、別に」

　果乃は自分でも信じられないほど、みっともなく動どう揺ようした。

「その、助けられたけど、感謝はしてるけど、好きとか、えっと、そんな感情は、ない、わけでもないといえなくもない、けど……」

　言葉を切って、深呼吸を一つ。

「あんたは……どうなの？　天人が好きじゃないの？」

「好きだよ。大好き。――多分」

「多分？」

「実はよくわからないんだ。――好きって、何なんだろう？　どんな気持ちなんだろうねえ？」

　果乃は少し眉を寄せる。声は明るいのに――何だろう、この違い和わ感かん。

「ねえ、梨玖さ……それ、尋たずねなきゃわからないようなことなの？」

「ってことは、果乃ちゃんにはわかるの？」

「ん……そりゃ、なんかこう、衝しよう撃げきが走るというか……」

「ふんふん」

「体が熱をもつ感じがして、胸の奥がちくちく甘あまく疼うずくというか、その人を考えるだけで色々と変化が、うーん、言葉で表現するのは難しいけど――」

　果乃はそこで口をつぐんだ。自白しているも同然であることに気付いたからだ。

　さては誘ゆう導どう尋じん問もんか、と隣の少女に視線を向ける。が――その顔に得意げな色はなかった。

　むしろ、笑顔がひどく空くう虚きよなものに見えた。

「……そう言えるあなたが、うらやましいな」

　どういう意味か問い返そうとした果乃だったが、それより先に梨玖は立ち上がっていた。

「ちょっと駅に寄ってもいいかな？　お客さんを迎えないといけないんだ」

「あ、うん、いいけど」

　果乃は何となくもやもやとした気分を抱かかえたまま、彼女に従った。

　十分弱ほど歩くと、実尋駅だ。二人は駅舎の中に入る。

　ここも普段より混みあっているようだ。

　と、人ごみの中、改札を出てきょろきょろとしている、小さな人ひと影かげがあった。

「奏かなでちゃーん、こっちこっち」

「あ、梨玖さん！」

　ててっと駆け寄よってくる。八つか九つかという年とし頃ごろの女の子だ。果乃も見覚えがあった。

「あれ？　確か、天人の……妹だっけ？」

「――怪け我がしてたお姉さん」

　向こうも気づいたらしい。目を丸くした。

「おにいちゃんから聞いてましたけど、無事、実尋市に着けたんですね」

　よかったーと笑う。

「お互たがい、面識あるよね？　果乃ちゃんと奏ちゃん」

　二人とも、梨玖に肯いてみせる。

　かつて果乃は鬼おにの隠かくれ里ざとから逃にげ出すとき、追手に捕つかまって深手を負った。そのとき偶然にも天人に拾われ、亜夜花や奏に介かい抱ほうされたのだ。

「ありがとう。あのときはすごく助かった。――あと、感じ悪かったよね、あたし。追われて気が立ってたもんだから……ごめんね」

「いえ、いいんです。怪我もちゃんと治ったんですね。ほっとしました」

　微笑む奏。よくできた子だなあ、と果乃は思う。

「てとらさんから連絡は行ってるんだよね？　送られてきたものも持ってきた？」

「あ、はい。ここに」

　奏は、胸むな元もとの細い銀ぎん鎖さをつまんで見せた。ペンダントか何かだろうか。

「それで、あの、おにいちゃんには内ない緒しよでって、てとらさんから聞いてますけど……」

「うん、ちょっとややこしいことになってるから、たか兄を煩わずらわせたくなくてね。お茶飲みながら話そうか。あ、もちろん、果乃ちゃんも一緒にねー」




　三人で移動したハンバーガーショップも混んでいた。

　街中のショッピングセンターにあるフードコートである。この種の施し設せつとしてはさほど大きなものではないが、駅が近いこともあり人口密度は相当なものだった。

　梨玖の奢おごりだということだったが、ハンバーガーもポテトも普段アルバイト先で散々扱あつかっているので、果乃はジュースだけにしておく。

　天人が狙われたこと、街が騒さわぎに陥おちいっていること――梨玖は、果乃にしたのと同じような説明を奏にした。

「……おにいちゃん、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　奏はポテトを齧かじる手を止め、心配そうにそう言った。

「たか兄は心配ないよ。絶対負けないから。ただ、ちょっと手伝って欲ほしいことがあるから、奏ちゃん、しばらく私たちと一緒に行動してくれるかな？」

「ちょっと、梨玖」

　果乃は口を挟はさんだ。

「あたしだけなら別にいいんだけど、この子も付き合わせるの？」

「結構強いよ？　たか兄の妹さんだし」

「強い弱いじゃない。巻き込むべきじゃないって言ってんの」

　見た感じ、この子の実じつ年ねん齢れいも精神年齢も、外見相応だ。人間を襲おそう人外や、それを叩たたき潰つぶしたりする光景を見せるべきではないと果乃は思う。

　しかし、梨玖は譲ゆずらなかった。

「でも、奏ちゃんの力も必要なんだよ。危ないことはさせない。できるだけ護まもるし」

「そうは言っても万一のことがあったら――」

「あの！」

　奏は強い声で割り込んだ。が、果乃と梨玖の視線が集まると、少し気まずそうに身を縮める。

「あの……わたし、やります。おにいちゃんの、役に立てるんですよね？」

「断ってもいいんだよ？」

　奏は果乃の言葉に、首を横に振る。

「てとらさんからの手紙にもできれば手伝って欲しいって書いてありましたし……それに、わたしもおにいちゃんの力になりたいんです。今までいっぱい、助けてもらったから」

　その言葉には、果乃がこれ以上の反対をためらうだけの真しん剣けんさがあった。

「それで、わたし、どうすればいいんですか？」

「ん、基本的には、私たちと一緒にこの街に居るだけ。何かして欲しいときはその都度指示するね。とりあえず、目安は明日の日曜までかな。寮じゃないけど、泊とまるホテルは用意してあるよ」

　梨玖の言葉を聞きながら、果乃は微び妙みように納得のできないものを覚えていた。

　具体的なものが見えてこないのだ。何か奏ならではの特とく殊しゆな役割があるのだろうか。純じゆん粋すいに実働部隊として奏が必要とは思えないし――それを言うならそもそも果乃だって微妙なところだろう。あるいはそれほどまでに人手が足りていないということなのかもしれないが。

　問とい質ただそうかと果乃が口を開きかけたとき――横合いから声がかかった。

「あれ、梨っちゃん？」

「よ、奇き遇ぐうだねえ、梨玖ちゃん」

　眼鏡をかけたおとなしそうな少女と、どこか軽そうな印象の少年。

　あ、こんにちはー、と梨玖も返す。知り合いらしい。

「あの、外に出て大丈夫なの？」

　眼鏡の少女が梨玖に尋ねた。

「ん、ちょっと大事な用があったからね。――あ、紹しよう介かいするね。国こ府う田だ珠たま子こちゃんと、細ほそ屋や先せん輩ぱい。こちらは奏ちゃんと、果乃ちゃん」

「ど、どうも」

　珠子が頭を下げる。

「ああ、そっちのチビちゃんは名な塚つかの妹か。一回、ちらっと会ったことあるよな？」

「は、はい。えっと、兄のおともだちの方ですね？」

「おう、名塚と同じクラスの細屋暁あきらな。――で、こっちの美人さんが果乃ちゃんね。梨玖ちゃんの友達か。よろしくなー」

　細屋は明るく言うと果乃の手を取り、ぶんぶんと振った。

「……よろしく」

　果乃は短く答えた。

　人当たりがいいのは結構だが、デリカシーのないのはちょっと苦手だな、と思う。ほら、連れの女の子の機き嫌げんが微妙に悪くなったのにも気付いていないみたいだし。

　そのとき――果乃の首筋にぞわりとした感覚が奔はしった。

　思わず手を引く。

「……あー、ごーめんごめん、馴なれ馴れしかったかな」

　細屋は頭をかいた。

（――この男）

　かなり力の強い〝人ならざるもの〟だ。多分、自分では対たい抗こうできないほどの。

　と、梨玖が小さく囁ささやいた。

「大丈夫、細屋先輩、協力者だから」

　――ああ、そういうこと。

　わざと気配を出しておくことで、下級の人外を遠ざけているのか。連れの珠子はおそらく、普ふ通つうの人間。彼女を護ろうとしているのだろう。握あく手しゆは果乃に対する自己紹介だったわけだ。

「あ、俺たちも何か食おうと思ってたんだけどさ、ご一緒していいかな？」

「どうぞー」

　五人に増えた一同はテーブルを囲んだ。

「そういえば、珠ちゃん、メールで言ってたけど、今日はコンサート行くんじゃなかったの？　開場時間、まだ？」

「あ、ＭＭフェス？　うん、その予定だったんだけど……」

「チケット取り損そこねてねー」

　細屋が続けた。

「抽ちゆう選せん外れてもどっかから手に入れられると思ってたんだけど、譲じよう渡とサイトやオークションでも競争率跳はね上あがってるんだよなあ。今回は大幅に客が増えてるみたい」

「ああ、だからこっちでデートですか」

「デ、デートって、その……わたしはただ、一緒に遊びに来てるだけで……」

　珠子は、真っ赤になった。

　そういえばこのショッピングセンターにもコンサートのポスターが貼はってあったな、と果乃は思い出した。今日と明日の二日間。有名ＩＴ企き業ぎようの協賛で定期的に行われており、人気アーティストが多数登場するという。

（――今回に限って、値段が高こう騰とうかあ）

　何か意味があるのだろうか。良からぬことを企たくらんでいる者が居るなら、利用するのにうってつけのイベントだとは思うが。

「あの、そういえば、梨っちゃんは、何の用事で？　外を出歩けるってことは、もう、学校にも戻もどって来れそうなの？」

「あ、うん、病気はだいぶよくなってきたんだけどね。復学はまだかなあ」

　梨玖が転化したのは比ひ較かく的てき最近のことなので、陽光に順応するまでは、原因不明の紫し外がい線せんアレルギーということで休学しているそうだ。これは二人で街を回っているときに聞いた。

「用事というのは『天てん秤びんの会』のお手伝い、というか、お使い。もう少しで終わりそうだから、今、ちょっと休きゆう憩けい中」

「ふーん、そうなんだ。頑張ってね」

　一いつ般ぱん的てきには、『天秤の会』は学校の生徒たちの互ご助じよ組織として知られているそうだ。『んー、生徒会の校外バージョンみたいなものかなあ』と以前梨玖が説明してくれたが、就学経験のない果乃にはそもそも『生徒会』というのがよくわからなかった。

「でも、無理しないでね。わたし、また、教室で会えるのを、楽しみにしてるんだから」

「ありがと、珠ちゃん」

　梨玖は笑った。

　おや、と果乃は意外な思いを覚えた。

　常に笑顔である梨玖だったが、今の表情はどこか違ちがうように思われたのだ。

　普ふ段だんの完かん璧ぺきに整えられたものではなく、人間味のある何かが揺ゆれていたような。

　今、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、彼女の顔によぎったものは、何だったのだろう。

　情愛？　哀あい惜せき？　覚かく悟ご？　――それとも、それら全て？




　　　　　＊　＊　＊




「……左に一〇メートル」

　亜夜花の指示に従い、人ひと気けのない公園の中、視線を動かす。

　――いた。

　木陰に大きなトカゲ。といっても、普通のトカゲではない。鶏にわとりのようなトサカが付いている。触ふれるだけで死に至る、あるいは睨にらまれるだけで石になるという、神話上の怪かい物ぶつだ。

　俺はそっと忍しのび寄り、手を伸のばす――が、気付かれた。トカゲ（モドキ）はこちらに向かって頭をめぐらせ、カッと口を開き威い嚇かくする。

　その瞬しゆん間かん、俺は後ろから首根っこを押おさえていた。

　別に妙な術を使ったわけではない。トカゲ（モドキ）の反応を超こえた速度で、後ろに回り込んだだけだ。これも向上した身体能力のおかげである。

「オッケー、押さえた」

「了りよう解かいです」

　亜夜花の言葉と共に、くたりとトカゲ（モドキ）は動かなくなる。生命力を一時的に奪うばわれ、気絶したのだ。

「処置も済みました。あとは好きに処分してもらって大丈夫」

　言いながらも亜夜花が俺の方に近寄ってこないのは、たぶん爬は虫ちゆう類るいの姿形が苦手なのだろう。からかったら面おも白しろいかなと思ったが、やめておくことにする。

　死にいたる猛もう毒どくを持っていると言い伝えられているのは、このトカゲ（モドキ）が生命力に干渉する力を持っているからだ。要するにこいつは命を食くらうのである。限定的かつはるかに弱いものではあるが、亜夜花の能力にきわめて近い。

　人化もできないような格の低い怪物だとはいえ、放っておくと被ひ害がい者しやの出る可能性があり、かつ取とり押さえるのも危険を伴ともなうため『天秤の会』が出ざるを得ないというわけだ。

　で、今回は俺と亜夜花のコンビに要よう請せいが来たのだった。高い神格により死に抵てい抗こう力りよくを持つ俺が取り押さえ、トカゲ（モドキ）同質の力を持ち、かつ遥はるかに凌りよう駕がする存在である亜夜花が能力を封ふうじる。そういう寸法である。

「……あれ？」

「どうかしましたか？」

「今、そこに誰だれか居なかったか？」

　人影が見えたような気がした。若い女性だっただろうか。

　一帯は警察に頼たのんで立ち入り禁止にしてもらってるはずだけど、誰かが紛まぎれ込んだ？

　まあ、今は結界がある程度安定しているはずだから、見られても問題無いといえばないのだが。

「や、どうもどうも、おつかれさまー」

　と、そのとき、陽気な声とともに警官の制服を着た大おお柄がらな青年が姿を現した。

　駒井さんという、警察に勤務する〝人ならざるもの〟だ。『天秤の会』の協力者であり、警察との連れん絡らく役やくを務めている。ニュートラルハウスに街の様子を知らせてくれるのも、主に彼の役目だった。

「いやー、こう事件の数が多いと大変だね、ほんとに」

　トカゲ（モドキ）を麻あさ袋ぶくろの中に放ほうり込んで、駒井さんは言った。

「まったくですよ。今日、コンサートもありますけど、大丈夫ですかね？」

「一応、警察にも交通整理や誘ゆう導どうで動員かかってるよ。まあ、人間相手なら十分なんだけどねえ。――当てにしてるよ、『天秤の会』」

　彼は陽気な笑顔を浮うかべた。




　俺たちは傾かたむき始めた日差しの中を寮りようへ向けて歩いている。

　気分は決して明るくはない。

「危ないのを全員捕まえてたら、留置所が一いつ杯ぱいになるんじゃないかな……」

「人外に関しては、封ふう印いんや追放という処置になるかと思いますが。いずれにしても、捕まえる手間は変わりませんね」

　一連の事件が結の画策であるのが明らかになっていないことと、『天秤の会』への信用が篤あついため、駒井さんのような〝人ならざるもの〟の中にはさほど動揺は広がっていないようだ。結の演説は知っているかもしれないが、最終的には俺たちが何とかしてみせることを疑っていないのだろう。

　――その期待に応こたえられればいいんだけど。

　神と認められて一週間ほどになるが、自分の力についてはある程度把は握あくできたと思う。

　一番大きな変化は、おそらく、以前の自分にはあった限界が今は取り払はらわれているということ。つまり『どこまでも強くなりうる』という可能性を手に入れたのだ。

　ただし、あくまで『可能性』に留とどまる。

　現時点でも基き礎そ体力は大きく底上げされているが、戦せん闘とうが専門の神に匹ひつ敵てきするほどではないし、かといって特殊な魔ま術じゆつや奇き跡せきの力が使えるわけでもない。

　亜夜花が言っていたように、神としての特性は神話を経へて具現化する。つまり、時間を掛かけ、業績と信しん仰こうを積み上げなければならないのだ。今の俺にはそれがない。

　結局、俺はいまだに神未満だということである。

　足手まといというほどではないが、決定的な戦力というには足りない。中ちゆう途と半はん端ぱだ。

「……コウタ、機嫌直ってるかな」

　俺はあえて話題を変えた。

　部屋まで起こしに来た彼女に、どうも妙みような誤解を与あたえてしまったらしい。一応説明はしたが、ちゃんと通じただろうか。

「別に妙なことをしてたわけじゃないとか、そもそも俺たちがそーんなことするわけないとか、言う前に理解してくれてもよさそうなもん――」

「…………」

　亜夜花の顔が強きよう烈れつな不ふ機き嫌げんの兆候を示したため、俺はたじろいだ。

「あの、亜夜花さん――どうかした？」

「事実関係はさておき、『妙なこと』とか、『するわけない』とか言われると、やはり腹立ちを覚えるわけですが」

「な、なんでだよ」

　亜夜花はふう、と息を吐はき、少しだけ表情を和やわらげた。

「まあ、それは一時棚たな上あげにしておきます。――不安なんですか？」

　俺は思わず亜夜花を見直した。

「……なんで、そう思う？」

「そういうとき、天人さん、不自然に明るく振ふる舞まったり饒じよう舌ぜつになったりしますから」

「…………」

　俺は沈ちん黙もくし、しばらく間を置いて口を開く。

「まあ、そうだな。色々先が見えない。お前のおかげで力を得たけど、それでも結には届かない。効果的な作戦もない。どうやったらお前に報いてやれるかもわからない。わからないこと尽づくしだ。――幻げん滅めつするか？」

「……私が幻滅したかどうか、知りたいですか？」

　亜夜花は静かな目で俺を見つめ返した。

「偽いつわりなく心情を語れと命じてみます？　あなたにはその権利がありますから」

「命令や強制は趣しゆ味みじゃない」

「なら、私はあなたに対して真実を語ると勝手に誓ちかいます。――全てをゆだねるということは、どんな選せん択たくでも受け入れるということです。天人さんが逃げ出したとしても。あるいはあの男に降こう伏ふくしたとしても」

「……俺は逃げてもいいってことか？」

「私は主の行動の是ぜ非ひを決めるほど、思い上がってはいませんよ」

「…………」

「でも――どんな選択をしても、私は天人さんを肯こう定ていします。負けたのなら慰なぐさめましょう。逃げ出したいのなら一緒に行きましょう。もし降伏するというなら、共にあの男の下へ降りましょうか」

「あの男の下へって――」

　氷ひ室むろ結。黒幕にして、亜夜花をずっと縛しばり続けていた、父神。

　俺は大きくため息をついた。

「んなことできるわけないだろ、――あー、くそ。お前、優やさしくねえなあ」

　単純に『絶対に勝て』と言われるより、ずっと重い。俺自身でどうするべきか決断し、その結果に二人分の責任を負えと要求されているのだから。

　――でも。

「そんなこと言われたら、弱音なんて吐くわけに行かなくなるじゃねえかよ。――ありがとな」

　なぜか気分は楽になった。

「……どういたしまして。ちゃんと不安を話してくれて、私も嬉しかったです」

　ついっと視線を外したその横顔は、相変わらず表情に乏とぼしい。しかし、照れているのがわかる。本当に一いつ生しよう懸けん命めいになって俺のことを考えてくれているのを、無条件に信じることができた。

「――なあ、この件に区切り付いたら、何がしたい？」

「え？」

　唐とう突とつな問いに驚おどろいたのか、亜夜花は目を瞬またたかせた。

「亜夜花にはいっぱい助けられたからさ、どう礼をしたらいいかずっと考えてたんだけど、何にも思おもい浮かばなかったんだよな。だから教えてくれ。普段やりたいと思ってること、欲しいもの、そういうの全部。できるだけ叶かなえるからさ」

「え、あの……」

　なぜか慌あわてたように、視線をさまよわせる亜夜花。

「今、ですか？」

「ああ」

「あの……一緒に、遊園地に行ってみたいです」

　ふむ、意外にオーソドックスだ。

「水族館とか。ショッピングも」

　うんうん。

「一緒に部屋でＤＶＤ見たりゲームもしたり、昼ひる寝ねしたりもしたいです。おいしい料理を作って欲しい。それを食べさせて欲しい」

「気付いたけど、それ、全部、俺おれと一緒にやるようなことばっかじゃないか？　自分がやりたいこととか欲しいものとか、そういうのはないのか？」

「わ、私は、普段、天人さんのことばかり考えて、天人さんのことで、頭がいっぱいなので、必然的にそうなるのです」

「そ、そう……」

　なんだろう、すごく熱ねつ烈れつな告白をされてる気がする。

「天人さんが、みんなを大切にする人だというのは、わかってます。だけど、できれば、私は特別になりたい。誰よりも私を見ていてほしい。誰よりも、あ、愛して欲しい」

「…………」

　俺は言葉を挟めず、その赤面しそうなまでに情熱的な台詞せりふを聞いていた。

　こいつ、普段はどちらかというと、自分の感情を隠そうとする傾けい向こうが強いんだけど――というか、いくらなんでも様子がおかしいだろ、これ。

「褒ほめられたい。抱だきしめてほしい。頭を撫なでてほしい。それに何より、このあいだ、うやむやにされた、キ、キスをもう一度――」

　そこで突とつ然ぜん、亜夜花は口元を押さえて走り出だした。

　そして――すぐに転んだ。

「お、おい……」

「こ、こないで下さい！　わ、私、全部しゃべって……」

「――いや、わかった、もう話さなくていい」

　俺はそう言って近づいた。やっと何が起こっているのか理解できた。

　犬も食わないような痴ち話わ喧げん嘩かにでも見えているのだろうか、通り過ぎる人がちらちらと視線を向けてくる。気まずい。

「あー、つまり、『真実を語る』と誓ってる状態で、俺が全部話せと言ったから――なんだよな、今の」

　だからそれに従わざるを得なかった。

　亜夜花は顔を真っ赤にしてうつむいている。肯定ということだろう。

　俺に従属するというのは、つまり俺に逆らえなくなるわけだ。

　今は俺の命令に亜夜花の言葉が縛られる形になったが、行動や、思考思想であっても同様なのだろう、多分。

　言葉も行いも意志さえも、全すべてが俺に依い存そんし、俺のものになる――それは文字通り、亜夜花という存在そのものを俺に委ゆだねるに等しい。

「……あー、そっか、そういうことなのか」

　ようやく――ようやく俺は理解し、実感することができた。
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　こいつが、いったいどれだけのことをしてくれたのか。

　どれだけのものを、俺のために捧ささげてくれたのか。

　大きく息を吐き、頭を掻かく。そして俺はしゃがんで背中を差し出した。

「とりあえず、帰るか」

「えっと……」

　亜夜花は戸惑ったように、まだ赤みの残る顔を上げた。

「乗っかってけよ。体力限界だろ。それとも、自分で歩くか？」

「いえ……」

　どこか遠慮がちな声と共に、あるかなしかの体重が背中にかかった。

　俺は立ち上がって歩き出す。こいつを背せ負おうのは、もう慣れたものだ。

「ああ、それと、さっきの全部覚えたからな」

「え――あ、あの、それは……」

「――忘れてなんてやらない。区切りついたら一つ一つ達成していこうぜ」

「…………」

　亜夜花は何も言わなかった。

　ただ、肩かたに回した手の力を少しだけ強め、体を寄せてきた。




　まだ結との決着はまったくついていない。

　依い然ぜんとして状じよう況きようは不利で、明るい見通しもない。

　でも、今後、俺が不安に悩なやまされたり、諦あきらめたりくじけたりすることはないだろう。

　絶対にだ。




　　　　　◆　◆　◆




『……状況、予定通り』

「じゃあ、方針にも変へん更こうはなし。フェイズ３へ移行」

　結は携けい帯たい電話に向かって、そう言った。

「一五時になったら、目標Ａから。後は一〇分おきに。抵てい抗こうがあった場合、殺していい。ただし焦あせらず、じわじわと物量で圧殺すること。『天秤の会』は可能な限り足止めして余よ裕ゆうを与えないこと。以上に注意。――始めてくれ、美み風かぜ」

『了解』

　返事を確かく認にんし電話を切る。そして結は口角を吊つり上げた。

「さーてさて、せいぜい頑がん張ばってくれよ。名塚天人と愉ゆ快かいな仲間たち。――こっからは、お前らにとってとんでもなく絶望的な戦いになるぜ？」







三章　嵐に抗うもの







「……渋じゆう滞たいしてますね」

　助手席の蛍ほたるが言った。

「あー、なんだっけか、今日はコンサートがあるんだろ。そのせいじゃねーか？」

　翔しよう馬まはハンドルをとんとんと指で叩きながら、そう答えた。

　国道を走っていたのだが、実み尋ひろ市しに入ったとたん、車列がまったく動かなくなったのだ。

「退たい屈くつだな」

「私はそうでもないですけど」

「何か暇ひまつぶしのコツでもあるのか？」

「兄さんと一いつ緒しよにいるから、何をしていても楽しいんです」

「……なんでそんな反応に困ることを真顔で言うかな、お前は」

　翔馬は妹に視線を向けた。

　一五歳さいという年齢にしては、やや大人びた容姿をしている。名門私立中学でトップクラスの成績を誇ほこり、教師たちや両親の信しん頼らいも篤い。

　さっさとまっとうな人生からドロップアウトした自分とは正反対だな、と僻ひがみ抜ぬきの事実として翔馬は思う。まあ、血は繋つながっていないから、別に不思議なことでもないのだが。

「後こう悔かいしないように、言いたいことは言うことにしてるんです。兄さんは私といると楽しくないですか？」

　蛍は小首を傾かしげた。意志の強そうな相そう貌ぼうが、翔馬の顔を覗のぞき込んでくる。

「別に、んなことねーよ。――ただ、ちょっと前まで、またこうして二人でいられるようになるとは、まったく思ってなかったからな」

　一歩間ま違ちがえれば、すれ違ったまま二度と会うことさえなかったかもしれない。

　翔馬の実家は、ここから少し離はなれた街で大きな総合病院を経営している。蛍は、父親の再さい婚こん相手の連れ子だった。

　家族との間に亀き裂れつを生じさせた翔馬は、一五のときに家を飛び出した。そして三年後、実尋市に流れ着き不良グループを率いていたところ、〝人ならざるもの〟の絡からんだトラブルに巻き込まれたのである。たまたま翔馬を探して街に来ていた蛍と共に。

　そのときに『天秤の会』に命を救われ、蛍とも和解することができた。

　実家に戻るつもりはなかったので生活は苦しいが、まあ、何とかなっている。時々、蛍もアパートを訪おとずれて食料や日用品を差し入れてくれるし。

　――仮にも兄としてどうなんだそれは、と思わないでもない。犯罪すれすれのことをして食いつないでいたころよりは、遥かにマシなのだろうが。

「もう少しかかりそうですね。名な塚つかさんあたりに、連れん絡らく入れたほうがいいのかな」

「時間指定まではされてないから、大丈夫じゃね？　……しかしほんと、全然進まねーな、これ」

　二人で週末のドライブ――というわけではない。

　少し前に『天秤の会』の使いである羽は村むら梨り玖くという少女が彼かれらの元に現れ、そして、少し手を貸してもらえないか、と依い頼らいしてきたのだ。承しよう諾だくしてくれるなら、この日に実尋市まで来てほしい、と。

『天秤の会』には大きな恩がある。その要請とあれば、応えるにやぶさかではなく、レンタカーを借りてやってきたのだが……残念ながら交通事情は、意志の力ではどうにもならない。

（コンビニでもあれば、気分転てん換かんできるんだがな）

　そんなことを翔馬が思ったとき――蛍があれ、と小さく声を上げた。

「どうした？」

「いえ、前のほうで騒ぎが起きているような……。事故、でしょうか？」

　翔馬の耳にもクラクションや、人の叫さけび声ごえが聞こえてきた。

　何があったのだろうか？




　　　　　＊　＊　＊




「ごちそうさまでしたー」

　てとらさんは料理を食べ終えると、そう言ってまた応接室のソファーに横になった。

「消化に悪いですよ」

「んー、大丈夫だよ、この程度の量だし」

「……かなり食った気がしますけどね」

　俺と亜夜花は寮に戻ってきて、パスタとサラダという遅めの昼食を取った。てとらさんも寝ていて食べてないというので、ついでに作って持って行ったのである。

　野外コンサート――ＭＭフェスは、一五時からの開演だ。

　開場時間から誰かが交代で会場周辺の見張りにつき、てとらさんは何かあればすぐに駆かけつけられるよう寮で待機ということになっている。

　能力低下中のため可能な限り休んで力を温存してもらっているわけだが――普段からこんなのだから、本当に不調なのかどうかわからんな、この人。

　現在はコウタとリョウタさんがコンサート会場、千せん那なさんと万ま那なさんが市内の巡じゆん回かいとトラブル対応、残りが寮という配置である。

　亜あ夜や花かと二人で食器を片付けていると、電話が鳴るのが聞こえた。

　すぐに電話番のウルリカが顔を出し、コンサート会場のコウタからだと告げた。緊きん急きゆう事態につき、来て欲しいとのこと。

　俺は身が引ひき締しまるのを感じた。

　――とうとう、始まったか。

　呼びに行くまでもなく、てとらさんが姿を見せた。所作はのんびりしているくせに、こういうときはなぜかちゃんと早い。いや、助かるのだけれど。

「ウルリカちゃんは、このまま寮でお留守番ね。――天たか人と君と亜夜花ちゃんは、私と一緒。靴くつ、履はいて玄げん関かんに出てきてくれるかなー？」

「……てとらさん一人じゃ、苦しいってことですか？」

　俺は眉まゆを寄せた。そこまで力の低下が進んでいるのか。

「うーん、一人でも何とかなるとは思うけど……まあ、言うなれば保険かなあ。結ゆい君だから、多分、次の手もその次の手も用意してると思うんだよね。多分、動いてもらえる子が近くに居たほうが助かるから」

　今、会場の二人はこっちに戻ってもらい、リョウタさんには結界の維い持じに専念してもらう。そういうことになった。

「……大だい丈じよう夫ぶだよな？」

　俺は隣となりに視線を向ける。父神との後あと戻もどりのできない戦いに、踏ふみ込むことになるのだ。

「愚ぐ問もんですよ」

　亜夜花は決意の表情で肯うなずいた。

　準備を整え、二人で玄関に出る。

「じゃ、跳とぶよー」

　てとらさんの声の一瞬後には、もう着いていた。目の前にぎょっとした表情のコウタが立っている。

「状況は？」

　俺が尋たずねると、コウタはすぐに顔を引き締めた。

「あ、ああ、観客が乱らん闘とうを始めた」

　遠目にステージが見える。その正面あたりで騒さわぎが起きていた。

　どこかのロックバンドが演奏していたようだが、今は中断中。会場のスピーカーからは落ちつくよう促うながすアナウンスが繰くり返かえし流れていた。

「あそこだけじゃない。これが会場のあちこちで、いくつも同時に起こっている。観客に紛れて入り込んでる奴やつ等らが、人間に襲おそい掛かってるんだ。やばそうなのから兄貴が押さえ込んでるけど、なんせ数が多くて……」

「ん、了解。じゃ交代しようかー。コウタちゃんはリョウタ君と一回寮に戻ってね」

　そしててとらさんは俺たちに向き直り、にっこりと笑った。

「さあて、せっかくだから天人君と亜夜花ちゃんにも、一働き頼もうかなあ」




「……苦手です、こういうところは」

　亜夜花がぼそりと言った。

　テンションを上げて大おお騒さわぎしまくるための場だ。亜夜花の性格では馴な染じめないのだろう。まあ、俺も得意なわけじゃないけど。細ほそ屋やあたりならノリノリで楽しんだりできるのかな、などと俺はお調子者の友人の顔を思い出す。

「ま、仕事だから、頑張ろうぜ」

　そう言いながら、俺は殴なぐりかかってくる男を蹴け飛とばした。もちろん十分に加減して。

　間かん髪はついれずに別の男が獣じゆう毛もうのびっしり生えた腕うでで掴つかみかかってくるが、俺に触れる前に突然意識を失い、くたりと崩くずれ落おちた。これは亜夜花の力である。

　俺たちがてとらさんに受けた指示は二つ。

　まず、二分の間、騒ぎの拡大を抑おさえること。

　もともと熱ねつ狂きよう的てきに盛り上がっているところに、乱闘が起こるのだ。興奮は人外、人間を問わず伝でん染せんするだろう。被害者をできるだけ少なくするためにも、暴れてる奴等はその正体に関係なく行動力を奪う必要がある。

（獣じゆう人じん、邪じや妖よう精せいの類たぐいが多い、か？）

　倒たおしながら、俺は人外たちの正体に見当を付けていた。人を殺して被かぶり物ものを血で染めると言われる妖よう精せい《赤あか帽ぼう子し》、人じん虎こ、人じん狼ろうなど獣人の姿も確認できる。雑多な混成軍、ただし数は多い――そんな印象だ。

「二分です」

　亜夜花の声がした。

　同時に空気が圧縮されるような異様な感覚。キーンという耳鳴り。

　そして――ズシンと大地が大きく振しん動どう。

　会場のあちこちで悲鳴が上がり、ばたばたと人ひと影かげが倒れるのが見えた。

　言うまでもなく、てとらさんの力だ。

　最速での事態の収しゆう拾しゆうを優先。のんきに結の手下だけを選別している余裕は無いため、とりあえずこの場にいる人外は全員まとめて気絶させることにしたのである。

　ただし、街の住人や無害な存在まで巻き込むことになるので、衝しよう撃げき波はの強さは調節する必要がある。耐たえ切るものも、おそらくは居るだろう。（本調子のてとらさんなら一瞬で敵を選別し、殲せん滅めつさせることもできたのだろうが、それは言っても仕方ない）

　そこで俺たちの出番だ。

「……天人さん、あそこ」

　亜夜花がいち早く気付く。

　大柄な男がうめき声を上げながらも、気絶せず踏みとどまっていた。

　駆け寄よると、男は憎ぞう悪おの目を向けた。

「貴様ら――『天秤の会』か！」

　そしてその姿が変へん貌ぼうしていく。複数の頭を持った、巨きよ大だいな獣けものに。

「こっちは俺がやる。周りの人の避ひ難なんを――」

　と亜夜花に指示を出そうとして、その必要がないということに気付く。観客たちは悲鳴を上げながら、それぞれ勝手に逃にげ散っていった。

　俺たちの受けた、二つ目の指示。

　てとらさんの一いち撃げきを耐えたものの中に、高確率でこの場のリーダーを任された奴がいるはず。そいつを発見し、倒すこと。

「おらああああぁっ！」

　俺は叫び、強く地面を蹴けった。




　勝負はあっさりと終わった。

　俺の足元には、三つ首の――これは犬だろうか。ウルリカと違って可愛かわいげはまったく無いが――獣が伸びている。

　やったことは単純。跳ちよう躍やくして上から胴どうに一撃して動きを止め、あとは三つの頭をそれぞれ殴り倒していっただけだ。ただし、スピードと威い力りよくは以前の俺とは桁けた違ちがい。当分起き上がってこられないだろう。

「俺たちの街で、好き勝手してんじゃねえよ。そこで寝ねてろ、化け物」

　俺はそう言って、大きく息を吐いた。

　観客たちはほとんど避難したようだ。物見高い一部が遠巻きに眺ながめているが、このくらいなら問題ないだろう。今はリョウタさんが結界の維持に回ってくれているため、パニックや噂うわさが拡大することはないはず。

　コンサートの再開は難しいだろうが、このぶんなら『突然の落らく雷らいにより中止』とか、そういう線で何とか収められるだろうか。

　あとは生いけ捕どりにしたこいつから、色々聞きだすことができれば――と思ったそのとき、亜夜花が俺の袖そでを引いた。

　ほぼ同時に、俺も気付く。

　向こうから、ゆっくりとこちらに歩み寄ってくる人影があった。

「――気をつけて。人ではないです」

「わかってる」

　二は十た歳ちくらいの女性だ。細身で背は高い。髪かみは短く、中性的に整った顔をしている。

　おそらくは、神かそれに近い位階。

（……どこかで見たか？）

　考えてすぐに思い出した。あの妙なトカゲモドキを捕つかまえたときに近くに居た奴だ。

　今のところ殺気や敵意は感じない。

　彼かの女じよは俺の横を無造作な足取りで通り過ぎ、倒れている三つ首に触れた。

「――確かにこの子は化け物。殴り倒されて仕方ないこともやってる」

　淡たん々たんとした、感情を感じさせない声だった。視線が俺の方を向く。

「ただ――あなたは、街を護まもるためにこの子を殴った？　それとも街にいる資格のない化け物だったから？　醜みにくい姿を見て『化け物』と呼び、勝かち誇ったあなたの気持ちは、どっちに傾いていたの？」

「…………」

　俺は無言のまま眉をひそめた。正体も、意図も不明。どう対応していいのかわからなかったからだ。

「私は辻つじ堂どう美み風かぜ。今回、氷ひ室むろ結に協力している」

「――――っ！」

　反射的に腰こしを落として身構える。多分、今の俺なら一歩で詰つめられる間合い。

　ただ――相変わらず、相手に殺気はない。

「ここはただの開始地点。まだ始まったばかり。心しなさい。――また会いましょう」

　そう言い残し、三つ首犬と共に女性の姿は消えた。

「………………何だったんだ、ありゃ」

　拍ひよ子うし抜ぬけしたような、肩かた透すかしを食わされたような気分で、俺は戦闘態勢を解く。

　単に捕ほ虜りよの回収が目的だったのか？

「辻堂、辻堂美風――」

　記き憶おくを探さぐるように亜夜花は呟つぶやいた。

「名前だけ、聞いたことがあります。実尋市の住人ではないはずですけど……」

「結に協力ってことは敵なんだろ。何を考えてるのか読めない感じの奴だったけど、次会ったとき、倒せばいいさ」

「そうですね」

　言いつつも、亜夜花の表情は晴れない。

「ただ、少し気になります。あの人、ここがただの開始地点と言ってました。どういう意味でしょうか？」

　そういえば、そんな言葉を口にしていたか。

「気にはなるけど、持ち帰って報告して、皆みなで考えればいいんじゃないか？　とりあえず、ここは片付いたから、てとらさんの様子を見て事後処理を――」

　と、そのとき、俺の携帯が鳴った。寮からだ。

『あのあの、駅のほうで事件が起きたらしくて、リョウタさまとコウタさまが向かわれましたー』

　ウルリカの声が聞こえてきた。俺は眉をひそめる。

　つまりここが囮おとりだったのか？　二年半前のイメージを利用して、俺たち――おそらくはてとらさんをコンサートに引き付け、本命は駅の方？

『えっと、結界の安定化は一時停止で、さわぎを収めるのゆうせんする。手が空いたらお手伝いに来てほしい――とのことなのですー』

「了りよう解かい」

　俺は電話を切る。

　てとらさんと相談して、そっちに回るか――そんなことを考えながら歩き出そうとしたとき、また電話が鳴る。今度は万那さんだった。

『あ、天人、今、手空いてる？　寮に連絡入れたら、ウルリカしか居なくてさ』

「何かありました？」

『繁はん華か街がいで暴れてるのがいるから取とり押おさえてたんだけど、今度は国道のほうで騒ぎが起こったらしくて。あんたたちそっちに回れる？　こっちはとにかく数が多くてなかなか片付かない――』

　そこで、言葉が途と切ぎれた。

「万那さん？」

『あー……繁華街と駅の中間あたりに、ショッピングセンター、あるよね？』

「ありますね」

　ときどき俺も買い物に行く。

『今、そっから、ものすごーく嫌いやな気配がした』

「…………」

　ここ、駅、繁華街、国道、ショッピングセンター。いずれも人の多い場所だ。

　もし仮に俺たちの対応が遅おくれ、結の手のものに好き勝手やられた場合――最悪、どのくらいの犠ぎ牲せい者しやが出る？

　腹の底がすうっと冷えるような感覚。

　ちょっとまて、いったい、何なん箇か所しよ同時に仕し掛かけてきてるんだよ？

　冗じよう談だんではない。人手が――絶望的に足りない。

「天人さん……」

　亜夜花の声に現実へと引き戻もどされる。いや、今するべきはネガティブな未来予想より、最善手の選択だ。

「亜夜花、ウルリカ呼べるか？　とりあえず、万那さんたちのフォローに向かわせてくれ。俺たちはここを完全に片付けてから、ショッピングセンターに移動する」

　間に合わないかもしれない。だが、力を尽くさなければいけない。

　俺たちにはその義務がある。




　　　　　◆　◆　◆




　四人が、一いつ斉せいに椅い子すから腰を浮うかせた。

「……え？」

　一人純じゆん粋すいな人間である珠たま子こは、きょとんとしている。

「ど、どうかしたの？」

「ん、何でもないよ。――そろそろ出ようか」

　梨玖が珠子の手を取って立ち上がらせた。

　果か乃のは帽子のつばを深く下ろし、能力を解放する。感応力を最大にし敵の位置を正確に探る。そして舌打ち。

「……何よ、この数」

「逃げられそう？」

「無理。囲まれてる」

　四方から悲鳴や怒ど鳴なり声が断続的に聞こえてくる。――と、すぐに敵が姿を現した。

　ひ、と声をあげて隣の奏かなでが果乃の服をつかんだ。

「うえ、何これ」

　果乃自身も小さく呟きを漏もらす。

　フードコートを取り囲んでいるのは――無数の大きな蛇へびだった。

　そのなかを男が歩いてくる。ひょろりと痩やせたのと、ずんぐりとした固太りの二人組だ。

「どうもぉ。ちょっとここの一角、占せん拠きよさせてもらいますよぉ」

　痩せた方がどこか間延びした口調で言った。

「お前らは人ひと質じちだ。ま、人じゃないのも混ざってるかもしれんが、どっちにしても妙みようなマネするんじゃねえぞ」

　ずんぐりの方が続ける。こちらは粗そ暴ぼうな印象。

「人じゃない、って……何？」

　珠子が戸と惑まどったように小声で言った。

　果乃たちには無論、意味がわかっている。暗あん黙もくのうちに全員席に座すわり直なおし、成り行きを窺うかがうことになった。

　人質となるのは――果乃たち五人を含ふくめて、大体三〇人というところか。

「まぁ、細かいこと考える必要はないです。おとなしくしてればぁ、生き延びられる確率は上がります。ただしぃ、おとなしくしてないと、こうなりますぅ」

　痩せ男が右手に引きずっていた何かをどさりと投げ出す。

　無数の噛かみ跡あとのついた、警備員の体だった。ぴくりとも動かない。皮ひ膚ふが紫むらさき色いろに変色しているのは……毒だろうか。

　人質たちが息をのんだ瞬しゆん間かん、痩せ男の肩の部分がぐにゃりと変形し、そこから巨大な蛇の頭が生えた。あっという間に死体を丸まる呑のみにし、またしゅるんと肩に戻る。

　一呼吸分ほどの空白を置いて、人間たちの間に悲鳴が連れん鎖さした。

「うるせえっ！」

　ずんぐり男が怒鳴り、拳こぶしを壁かべに叩たたきつける。轟ごう音おん。ぴたりと喧けん騒そうが止やむ。

「騒いだ奴はミンチにする。こんだけ居りゃ、何人か死んだところで人質不足にゃならねえしな」

　コンクリートの壁へき面めんがすりばち状に陥かん没ぼつしていた。この力で殴られれば、人体など原形を留とどめていられないだろう。

「な、何、あれ――」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、落ち着いて」

　細屋が恐きよう慌こうに陥おちいりかけた珠子を抱き寄せて、なだめている。

「……どうすんのよ？」

　果乃は梨玖に尋ねた。

「んー、ちょっと想定外。ここまでピンポイントに巻き込まれるとはねえ。――人質全員でこっそり脱だつ出しゆつできるルートとかない？」

「あるわけないでしょ」

　包囲している蛇からは確かな殺意が感じられる。逃げるものがあれば容よう赦しやなく噛み殺ころすことは間違いない。

　珠子の反応を見る限り、今は認にん識しき修正の結界は働いていない。何かあれば人間たちは容易にパニックを起こすだろう。全員を統制して動くのは不可能だ。

「あたしたちだけなら逃げられるかもしれないけどね」

「まあ、それは多分ね。でも、こうして巻き込まれた以上、人質は救わないと。――たか兄も、間違いなくその方が喜んでくれるだろうし」

　判断基準に何となく疑問を覚えないでもないが、基本的には果乃も賛成だ。自分たちだけ助かって、それでよしというわけにはいかない。

「……あの、おにいちゃんたち、助けに来てくれるでしょうか？」

　奏が不安そうに言った。

「うん、確実に」

　梨玖は即そく答とうする。

「だから、今は、落ち着いて待とう」

　確かに、天人の性格ならこんな自体が起こっているのに放置ということはありえない。

　――ただ、それは、いつになるだろう。

　果乃の見立てでは、この犯人の二人組は一定以上の格を備えた人外だ。『天てん秤びんの会』について無知ということは考えにくい。しかし、ことを急ぐ様子がないのが気になる。

『天秤の会』が駆けつけることはないと思っているのか、あるいは駆けつけても問題がないということなのか。そもそも、こいつらの目的は何なのだろう。

　と、そんなことを考えていると――

「ひぃっ！」

　不意に隣のテーブルから悲鳴が上がる。友人と来ていたらしい、小学生くらいの女の子が椅子を鳴らして立ち上がった。

　囲んでいる蛇の一匹ぴきが這はいよってきて、その足に纏まとわり付ついたのだ。まるでわざと恐きよう怖ふを煽あおって、なぶるかのように。

　まずい、と果乃は思う。この状況で自制心を失えば命が危ない。

「も、もう、いやああああああああああああああぁぁぁぁぁっ！」

　悪い予感は的中する。限界ギリギリだった彼女の精神に、最後の一石が投じられたのだ。泣なき叫びながら出口の方に駆け出だそうとし――

　しかし、すぐに抱だきとめられた。

「落ち着いてねー」

　梨玖が優やさしく両りよう腕うでで女の子を包つつみ込んでいた。

「えっと、たしか、コウタちゃんや透とう夏かちゃんのクラスの子だよね。――ほら、私たち、覚えてない？　遠足のときに、中等部からお手伝いにいって、あなたのクラスのお世話したんだけど」

「え、あ……」

　女の子の涙なみだに濡ぬれた目に、ようやく落ち着きが戻ってくる。

「珠ちゃんたちも覚えてる？　夏休み前の山登り」

「あ、う、うん」

　珠子が肯いた。

「おお、あのときの初等部のクラスの子かー。俺おれ、珠子ちゃん、梨玖ちゃん、あと、名な塚つかも居たよな」

　細屋も同意する。その脳天気な声には、一定の鎮ちん静せい効果があったようだ。

　お、覚えてます、と女の子は小さく言った。

「あの遠足のとき、何回か不思議なことが起こったでしょ？　でも、みんな無事にちゃんと戻ってこれたよね。不思議なトラブルが起こるときは、不思議な力で助けてくれる誰だれかもいるもんなんだよ。こんなことを企たくらむ悪い奴はあっさりとやっつけてね。――そう信じてみない？」

　梨玖は微ほほ笑えみかける。

　女の子はぱちぱちと目を瞬またたかせ……やがて、こくんと首を縦に振ふった。

「おい！　何ごちゃごちゃやってやがる！」

　ずんぐり男の怒鳴り声が飛んでくる。

　梨玖は小さく首をすくめて、自分の席に戻った。

「……やっぱり、梨っちゃんはすごいな」

　珠子が呟いた。

「付き合い長いの？」

「え、はい、いえ、その、そうでもないですけど」

　果乃に話しかけられるとは思わなかったのか、珠子は盛大にキョドった。

「ちゅ、中等部に入ってからなので、二年と少し。あの、わたし、喋しやべるのが苦手で孤こ立りつしかかってたところを、優しく話しかけてくれて、それで」

「ふーん……」

「憧あこがれなんです。わたしも梨っちゃんみたいになれたらいいなって、ずっと思ってる」

　珠子は偽いつわりの感じられない声で、そう言った。

　果乃の梨玖に対する第一印象は、『ひどく薄うす気き味み悪わるい』というものだった。

　常に笑え顔がおで人当たりもいい。しかし、内心がわからない。どこか歪ゆがんでいて、何かがずれているというような――そんな感じ。

　かといって、そのすべてが紛まがい物というわけでもなさそうだ。珠子や、さっきの少女に向ける優しさも、この少女の一面なのかもしれない。

　果乃は自分の中の忌き避ひ感が幾いく分ぶん薄うすらいでいるのを覚えた。

（――複雑な奴ね）

　内心で小さく呟く。

　ふと気付くと、奏も何かを思ったのだろうか、不思議な顔で梨玖に視線を向けていた。

　その後、一〇分ほどは何事もなく過ぎた。

　二人組は、携帯電話でどこかへ連絡を取っている。痩せ男の唇くちびるが、やられたようだ、という風に動いたのが見えた。

「ね」

　梨玖がそっと声を掛かけてきた。

「果乃ちゃんの力、どの程度の範はん囲いまで気配を探れる？」

「有効距きよ離りのこと？　精度を下げればかなりいけるけど……」

　果乃の能力は、他者の感情、心の動きを感じ取るというものである。魔ま術じゆつや奇き跡せきに属するものではなく、どちらかと言えば人間の持つ五感を発展させ更さらに鋭えい敏びんにした、生理的な機能に近い。

　目の前の一人に集中すれば、喜き怒ど哀あい楽らく、意志や意図がかなり細かく読み取れるが、範囲を広げれば次し第だいにあいまいになり、個体の識別も難しくなる。

「できるだけ広く。そして、攻こう撃げきの意志や、襲われる恐怖といった感情が読み取れる地域があるかどうか見てくれないかな？」

「やってもいいけど……」

　何か引っかかる場所があるとして、その第一の候補は、今まさに占拠されているここではないのだろうか。

　角を隠かくすように帽子を引き下げ、集中する。すると――

「……なに、これ」

　思わずそんな言葉が漏れた。

　一、二、三、四――ここを含めて、少なくとも五箇か所しよで信じられないほど大きな混乱が起こっている。恐怖、苦痛、敵意、愉ゆ悦えつ、そうしたものが五つの大きな染しみとなって、実尋市の中に広がっていた。

「街中がひどいことになってる、けど……」

「やっぱり、そっかあ」

　一見、平然としているようだが、眉がかすかに曇っている。さすがに梨玖もこの事態に深刻さを覚えているようだ。ぶつぶつと、一人で呟き始める。

「動きが遅れた。ダメだなあ、私。どこかで何か大きなトラブルがあるかも、っていうのはこういうことだったわけだ。『どこか』が一、二箇所程度だと思い込んだのは浅はかだったかあ。となると、うん、目的はやっぱりこれ自体ってことに――」

「わかるように説明してよ」

「あ、えっとね――敵はたか兄たち『天秤の会』に勝ちたい、街の住人たちの支持を失わせたい、『天秤の会』が役立たずだってことを見せ付けたい、そういうのが目的なんだ。そのために多分、正々堂々と勝負するより確実で、かつすごく単純な戦法をとったんだよ。つまり――」

　梨玖はやや苦いものを含んだ笑顔で、言った。

「手に負えないほどの数で、無差別に、広範囲に、実尋市へ被害を与える」

「…………」

　それがどんなにまずいことかは、果乃にも理解できた。

　治安を預かる『天秤の会』に不利益をもたらすのが目的だとするならば――ここを占せん領りようしているこいつらも、犠牲者を出さずにすますはずがない。

「どうする？」

「とりあえず作戦会議だね。私たちで、なんとかたか兄の望まない事態になるのを防がないと――」

　しかし、その猶ゆう予よは与えられなかった。二人組の男の会話が聞こえてきたのだ。

「うーん、警察や、できればマスコミが来るまで待ちたかったんですがぁ、仕方ないですねぇ。我々もそろそろ始めますかぁ」

「そうこなくちゃな。んじゃ、兄貴、誰に口火を切ってもらう？」

「任せますよぉ」

　痩せ男に一任されたずんぐり男が、舌なめずりでもしそうな顔で人質たちを見回す。

「ああ、五分に一人ずつ殺やっていきましょうかぁ。奴らにしろ、警察にしろ、駆けつけてきたときに、どの程度遅れたのかわかりやすく突つきつけられますしねぇ」

「いいねぇ。じゃあ一人目ぇ」

　ずんぐり男が賛同し――そして一番近くにいた男の子の襟えり首くびをつかみ、無造作に蛇の群れへ放ほうり投なげた。

（まず――）

　果乃の背筋が冷える。遠い。ここから飛びついて間に合うか？

　いや、仮に間に合っても、その後、もろともに毒どく蛇へびの中に――

「――だめぇっ！」

　そのとき、鋭するどい声がした。

　珠子が、男の子を庇かばうように身を投げ出し、そして――その背中に、無数の毒どく牙がが襲い掛かるのが目に映った。




　　　　　◆　◆　◆




「……洒しや落れになってねえぞ、おい」

　翔馬はうめいた。

　非現実的な光景が目の前に広がっていた。

　トラックが、あっさりとひっくり返されている。乗用車が殴おう打だされみるみる鉄てつ屑くずに変えられる。逃げ惑まどう人々が、斬きられている。

　――地中から、次々と剣けんを持った骸がい骨こつが湧わき出でて、車を襲い始めたのだ。

　最初は、唖あ然ぜんとした。

　しかし、ありえない、とは思わなった。翔馬も蛍も、人間の常識では測れない出来事を経験していたからだ。だから、他の不幸な犠牲者たちよりも立ち直るのは早かった。

「どけ！」

　翔馬はアクセルを踏んだ。骸骨の一体を跳はね飛とばし、路ろ肩かたに車を出す。

　だが、車列が大きく乱れており、そこにも通行するだけの余よ裕ゆうは見み出いだせなかった。

　骸骨の剣が、動きの止まった車のフロントガラスに叩きつけられる。真っ白な亀き裂れつが視界を覆おおう。

「……天秤の会に連れん絡らくは？」

「だめです。寮りようも、名塚さんや万那さんにも、繋つながらない」

　蛍が携けい帯たいを握にぎり締めて言った。

「仕方ねーか、走って逃げるぞ！」

「はい！」

　二人は同時に外へ飛び出した。車内に立たて籠こもっても、割れたガラスから侵しん入にゆうされれば逃げ場ばはない。逆に、車を捨てて山に入れば身を隠すこともできる。

　骸骨の怪かい物ぶつは追いすがってきた。動きの速さは人と同じくらい。だが、こいつらはおそらく疲ひ労ろうしないだろう。いずれは追いつかれる。

（そうそう、簡単にはいかねえか）

　翔馬はため息をついた。

「蛍」

「何です？」

「あいつら、目に付いたものに襲い掛かってるだけで、そんなに頭良くなさそうだ。視界から消えれば、多分、追って来れないだろ。――オレが食い止めるから、お前だけでも逃げろ」

「そういうのはいいですから、黙だまって走ってください」

　蛍はあっさりと答えた。

「……もうちょっと、何かあるだろ、おい」

　感情的になって動どう揺ようを見せるとか、涙を堪こらえつつ先へ進むとか。

　こっちは、命を賭として見せ場を作ろうとしてるってのに。

「私が護られることに甘あまんじる性格だと思ってるんですか？」

「……護らせろよ、最後くらい。ずっと後こう悔かいしてるんだからよ」

　自分は逃げ回まわるばかりで、兄らしいことなど何一つしてやれなかった。こんな気持ちを抱かかえたまま死ぬのはごめんだ。

　翔馬は肩越しに振り返る。骸骨たちはまだ引き離せていない。自分はともかく、多分、蛍の体力は遠からず限界を迎えるだろう。

「だったら、これから時間をかけて、借りを返して下さい」

　苦しそうな息の下から、怒鳴るように言う。

「二人で生き延びるんです！　絶対！」

　だが――その瞬間、蛍は木の根に足を取られ、バランスを崩した。

「……っのバカが！」

　翔馬は駆かけもどり、その勢いを利用して、向かってくる骸骨の胸部に蹴りを入れる。あおむけに倒れた骸骨は突き出ていた岩に激げき突とつし、砕くだけた。

　しかし、強運もそこまでだった。

　新たに追いついてきた骸骨は三体。もう逃げようがない。

　翔馬は蛍を庇うように覆いかぶさりながら、自分たちを切り刻むために落ちかかってくる白はく刃じんを、絶望的な気分で見ていた。




　　　　　◆　◆　◆




　轟音とともに、コンクリートの破は片へんが飛び散った。

　が、それらは群集に直ちよく撃げきする前に、見えない壁に弾はじかれて軌き道どうを変える。

「こっちだ！　急いで！」

　コウタは声を張り上げた。

　週末の駅前。一地方都市とはいえ、それなりに人は多い。

　全力で彼かれらを保護しながら、安全な場所まで誘ゆう導どうするのがコウタの役目だ。

「まだ手こずってるのか」

　彼女は呟いて、駅の中へと視線を向けた。

　下級の妖よう魔まや魔ま獣じゆうが居たが、それらはすでに兄によって掃そう討とうされている。彼が今対たい峙じしているのは――

「……いやいや、さすがにちょっと手間だね」

　リョウタは言った。

　彼の前には、一回の突とつ進しんでプラットホームを半はん壊かいさせた巨大なイノシシの姿があった。




　　　　　◆　◆　◆




「あーもうっ、きりがないっ！」

　万那は叫んだ。

　繁華街からの通報を受け、千那と二人で出向いたのだ。

　そこに居たのは――百の首を持つ巨大な爬は虫ちゆう類るいだった。

　人命を守りつつ、頭を一つ一つ潰つぶしていくのだが――これが非常に面めん倒どうで、手間をかけさせられている。不死性の高い怪物には毒や魔術が有効だとされるが、千那も万那も、あまりそういう方面には縁えんがない。

　負ける気はまったくしないものの、相あい性しようの悪さでかなり時間を稼かせがれている。

「天人君は？」

「区切りついたらショッピングセンターに回るって。こっちにはウルリカ寄よ越こすって言ってたけど」

　万那は姉にそう答えた。

「ウルリカ来たら、あたし国道の方に向かうからね」

　向こうに数本の黒こく煙えんが見えている。交通量の多い幹線道路のある辺りだ。

　おそらくトラブルが起きているが、まだ『天秤の会』の手が回っていない。

　すでに犠牲者が出ているかもしれない。そして、一秒でも早くたどり着かないと、さらにその数が増え続けるだろう。

「邪魔っ！」

　万那は歯は噛がみしながら、何十個目かの龍りゆうの頭を蹴り潰した。




　　　　　＊　＊　＊




「今ので最後です」

　亜夜花の声を聞いて、俺は息を吐はく。

　コンサートの中止が決定した、コンサート会場。

　討うち漏らしたのや、意識を取り戻して逃げようとしている人外たちを叩きのめし、警察に引ひき渡わたしていたのだ。

　観客の退場もほぼ終わり、どうやらこの場の悲劇は未然に防ぐことができた。

　――ただ、結の狙ねらいを阻そ止しできたわけではない。多面攻撃を仕掛けてきたことが、明らかになっていたからだ。

『天秤の会』を総動員して事に当たっているが――おそらく、対応は追いついていない。

「……てとらさんは？」

「しばらく動けないってさ。だから、俺たちがもう少し頑がん張ばらないとな」

　前向きに言ってはみたが、焦あせりがあるのは否いなめない。頑張ってどうなる？　道が開けるか？

　――いや、考えるな。今は悩なやむより行動が必要なときだ。

「んじゃ、つかまれ。これからショッピングセンターに向かう」

　俺は間に合ってくれと願いつつ、亜夜花にそう言った。




　　　　　◆　◆　◆




「小細工は必要ねえんだよなあ。数に圧あつ倒とう的てきな差がある場合」

　ビルの上から街を見下ろし、結は呟く。

　攻せめ続けて押しつぶす。それが正道で、抵てい抗こうの余地を与えない戦い方だ。

　もっとも、多少の条件差など簡単に覆くつがえしてしまえる唯ゆい一いつ神しん、御み子こ神がみてとらが弱体化したからこそ有効な戦術ではあるのだが。

「……そのへん、名塚天人には感謝しないとなあ」

　彼は実によく自分を楽しませてくれた。

　結が特に気を遣つかったのは、演出的な側面である。作戦が完かん了りようするのはいいとして、それがあまりにも早ければ、この街で起こっていることを住人に広く知らせるという目的が達成できない。

　単に『天秤の会』を負かすだけでなく、その無力、その無意味さをじっくりと住人たちに見せつける必要があるのだ。なので、ゆっくりゆっくり、その限界を明らかにしていくという手法を取った。

　まず最初にいくつか小さな事件を起こす。そして徐々にその頻度を上げていき、認識修正の結界が不安定になっていることをさらけ出させた。この事実は多くの人外の知るところとなったはずだ。

　今日はその仕上げ。同時多発の大騒ぎだ。

　標的はコンサート会場、駅、繁華街、国道、ショッピングセンター。

　結の計算では、『天秤の会』の現有戦力でことを収めることができるのは、このうちせいぜい三箇所。一人一人は強力かもしれないが、同時に処理できる件数には限界がある。

　だから結はひたすらに手て駒ごまの数を集め、途切れることなく攻こう勢せいをかけた。これが必勝の策となることを見み越こしていたからだ。

　あとは被害がどの程度出るか。

　まあここまで状じよう況きようが整えば、『天秤の会』は処理能力の底を露ろ呈ていすることになるだろうし、そうなれば、非を問うには十分な材料が揃そろう。

「このまま、終わるかねえ」

　呟く。

　少なくとも結の想定においては、ここから逆転の手はない。

　興味が薄うすれつつあるのを覚える。

　あと残された楽しみは、こちらの予想を超こえた起死回生の一手を彼らが用意しているかどうか、その一点だが――まあ、望のぞみ薄だろう。

　――とそのとき。

「…………？」

　結はかすかに眉まゆをひそめた。




　　　　　◆　◆　◆




「……………………」

　いつまでたっても痛みや衝しよう撃げきは襲おそってこなかった。

　翔馬が顔を上げると――骸骨たちが砂のように崩くずれさるところだった。

「はいはーい、お兄さんたち、生っきてますかー？」

　場ば違ちがいなほど陽気な声が聞こえてきた。

　翔馬は立ち上がる。栗くり色いろの髪かみをした十代前半くらいの少女と、金きん髪ぱつの二は十た歳ちくらいの女性だった。どちらも外国人だろうか。

「……助かった、のか？　オレたち」

「お、生きてますねー。怪け我がもなさそう。おっけーおっけー。もう大だい丈じよう夫ぶだから、ここでじっとしててねー」

　少女は傍かたわらの女性に目を向けた。

「で、どうする？　先生。寮に顔出す前に片付けていく？」

「まあ、放置というわけにもいかないでしょうね」

　女性は眼下に蠢うごめく無数の骸骨を見やり、穏おだやかに言った。

「私たちが呼ばれた事情にも関連しているでしょうし。レーナ、送そう還かんの術式は大丈夫ですね？」

「リョウタ様のお手伝いにもなるんだよね。まっかせて！　ただ、これだけの数だとさすがにちょっと面倒――ん？」

　そこで少女は唐とう突とつに翔馬を見た。そして、ずいと距離を詰つめ、ふんふんと鼻を鳴らして首筋の臭においをかぐ。

「ち、ちょっ、あなた、兄さんに何を――」

「ね、お兄さん、ここ数か月以内に何か妙なもの召しよう喚かんした？」

「――――っ！」

　翔馬は息を呑のむ。

　あの忌いまわしい《魂たましい喰くらい》。自分が死に掛け、蛍をも巻き込みかけたあの事件。

「かすかに人外の残のこり香ががあるんだよねー。魔ま術じゆつ師しって雰ふん囲い気きでもないけど。――どう思う？　先生。手伝ってもらう？」

「まあ、ポイントがもう一つ増えると助かりますけどね。――あの、すみません、少し協力していただけませんか？」

「……オレが、か？」

「ええ。私は神想学協会の魔術師で、アンジェと言います。この子は弟で子しのレーナ。――今暴れてるあの白骨、あれは《播まかれしもの》という下級の召しよう喚かん存在なんです。被害がこれ以上広がる前に、送り返してしまいたいんですけど」

「協力といわれても――どうやって？」

　レーナはどこからか紙とペンを取り出し、何やらさらさらと書き付けた。

「はーい、これ。読める？」

　複雑な記号が書かれている。背後から覗のぞき込んだ蛍が何これ、と呟つぶやいた。

　しかし――

「……ああ」

　肯うなずく。そう、翔馬には読むことができた。

　かつて《魂喰らい》を呼び出した、あの書物を初めて読んだときと似ている。習ったこと、それどころか見たことすらないはずの文字なのに、なぜか読み方、発音の仕方が頭に浮かんだ。

「ん、やっぱ適性持ちなんだ。合格だねー。経験あるならわかると思うけど、今回は召喚の逆で、送還。よろしくっ！」

「基点が二つだと直線ですが、三つになると面をカバーできるので、効果範囲が広がるんですよ。術式はこの子が操あやつりますから、あなたはタイミングを合わせてこれを読み上げ、同調していただくだけでかまいません」

「きっちり二〇秒後から詠えい唱しよう開始！　任せたよー！」

　そう言い残して、二人の姿は掻かき消えた。

「兄さん……」

「やってみる以外に選せん択たく肢しはなさそうだな。――二〇秒、だっけか」

　頃ころ合あいを見計らって、翔馬は呪じゆ文もんを読み上げ始める。

　とたんに、ものすごい力が渦うず巻まき、自分の体の中を通とおり抜ぬけていくのが感じられた。

　魔ま力りよくは一本のラインとなり、周囲一帯をぐるりと取り囲む。

（――大したもんだ）

　あの二人、正しよう真しん正しよう銘めいの本物だったらしい。

　と、一体の骸がい骨こつが斜しや面めんを駆け上あがってくるのが見えた。こちらに気付いたようだ。

　翔馬は内心で舌打ちした。くそ、うっとうしい。

　下がってろ、と身み振ぶりで蛍に伝え、詠唱を急ぐ。あと少しだ。

　しかし、突とつ然ぜん骸骨が大きく跳ちよう躍やくした。岩場に足をかけ、木の幹を蹴けり、翔馬に襲い掛かってくる。

　不意を突かれて反応が遅おくれた。

　まずい。そう思った瞬間――

「兄さんっ！」

　声と共に、横合いから蛍が飛び出した。白骨の太ももの辺りに組み付く。

　空中にあった骸骨はバランスを崩し、一人と一体はもつれるように地面に転がった。

　立ち直ったのは骸骨の方が早かった。体勢を整え、剣を振り上げる。蛍はまだ起き上がることができていない。

　そのとき――翔馬は最後の一音節を詠よみ終えた。

　同時に、周囲数キロの範囲に凄すさまじいエネルギーと光の嵐あらしが吹ふき荒あれた。

　時間にしてほんの数秒だっただろう。しかし、静せい寂じやくを取とり戻もどしたとき、蛍の前の骸骨は跡あと形かたもなく消え去っていた。もちろん、下の道路に湧き出していたのも同様に。

「……また、無む茶ちやを。大丈夫か」

　翔馬は、蛍の手を取って起き上がらせる。まだなかば呆ぼう然ぜんとしているようだった。

「すごい……ですね、兄さん」

「別にオレがすごいわけじゃねーけどな」

　小さく肩かたをすくめる。

　かつて犯おかした過ちがこんな形で役立つとは、皮肉な話だ。が――やはり魔術だの召喚だのというのは、常人が中ちゆう途と半はん端ぱな覚かく悟ごで足を踏ふみ入いれていい領域ではなかったのだろう。改めて思う。

「はいはーい、おっつかれー！」

　いつのまにか二人が戻ってきていた。

「で……一体なんなんだ、これは。ここで何が起こっている？　お前らは何か知ってんのか？」

　アンジェが穏やかに笑う。

「ご協力には感謝しますけど、あまり深入りしないほうがいいかと思いますよ」

「そうもいかねーみたいなんでな」

「あの、あなたたちも、ニュートラルハウスの関係者なんですか？　さっき、寮とかいってたし……」

　蛍が言うと、アンジェとレーナは顔を見合わせた。

「私たちも、呼ばれたんです。だから、何がどうなっているのか、知る権利があると思います」




　　　　　◆　◆　◆




　確かに一番近い位置に居たのは珠子だった。彼かの女じよが手を伸のばせば、毒蛇の群れの中へ放り投げられた男の子を助けることはできた。ただし――それには自分の身の安全を度外視することが条件となる。

　果乃も含ふくめた皆みなが決断を一いつ瞬しゆんためらうなか、珠子はまっさきにそれを実行した。

　――そして、代だい償しようとして、毒蛇の容赦ない攻撃を受けた。

「……まあ無謀、なんだけどさ」

　細屋は言う。

「そういうところ、すげーいいと思うんだよな。――ほら、遠足行って川に流されかけたときも、チビどもを最後まで庇ったじゃん。そりゃ人間にも色々なのがいるだろうけど、珠子ちゃんみたいなのを生み出したってだけで、賞賛に値あたいする種族だと思うんだよねー、俺は」

　そして、彼は陽気な笑えみを浮うかべた。

　男の子を庇った珠子を抱き止とめ、彼女の身代わりとして背中に無数の毒牙を突き立てられながら。

「……え……細屋、先せん輩ぱい？」

「ほい」

　軽々と二人の体を投げてよこす。それを梨玖と奏が受け止めた。

「……人間なら即そく死しの毒なんですがねぇ」

　痩やせ男が感心したように言った。

「〝人ならざるもの〟、それもなかなかの神格のようだ。これは面おも白しろい」

「こっちは全然面白くねえよ。痛いじゃねえかよ」

　細屋が体を一揺ゆすりすると、食いついていた蛇へびたちが血を撒まき散ちらして破は裂れつした。

「……ああ、ときに、梨玖ちゃん」

「何か？」

「理由はよくわからんけど、今、結界は働いてないんだよな？　本気でやったら、俺、正体ばれる？」

「……そうですね」

「んー……ま、仕方ないか」
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　軽い調子でそう言うと、細屋は梨玖の腕うでの中でぽかんとしている珠子に視線を移した。

「珠子ちゃんだってさ、梨玖ちゃんに負まけず劣おとらず立派だと思うぜ、俺は。劣れつ等とう感かんなんて持つ必要ないよ」

「え、……え？」

「私よりずっと強い子ですよ、珠ちゃんは」

「かもな。――じゃ、梨玖ちゃん、こいつら頼たのむわ」

　皆に背を向ける――と見た瞬しゆん間かん、その体が膨ふくれ上がった。

　そこに現れたのは、八つの頭を待つ巨きよ大だいな蛇。

　特に神話に興味を持たない果乃ですら名前を知っている、この国の水神にして怪物。

　彼は、敵の二人組目め掛がけて突進した。

「手を出すなよぉ」

　相棒に言い置き、痩せ男の方も本ほん性しようを現す。

「……蛇、いや、龍りゆう？」

　果乃は思わず呟く。

　その姿は細屋のものとよく似ていた。こちらも多頭の爬虫類だ。

　二匹ひきの怪物が激突する。お互たがいがお互いの首に牙きばを突き立てようと、熾し烈れつな攻撃を交かわし合う。

　果乃は人ひと質じちたちをできるだけ下がらせながら、ちらりと背後を窺うかがった。

　人間たちはただ茫ぼう然ぜんとその様子を見ている。そして、珠子も同様。

　目の前で知人が人外へと姿を変えるのを目もく撃げきした彼女が何を思い、何を感じているのかは、同じく〝人ならざるもの〟である自分にとっても気になるが――

（今は、こっちを見てないと）

　果乃は眼前の戦いに注意を戻した。

　敵の方は九本首。大きさはほぼ同じ。動きの速さや力強さも遜そん色しよくない。容易に優ゆう劣れつはつかないだろう。そう思った。

　しかし――果乃は眉をひそめる。少しずつではあるが、細屋の動きが鈍にぶくなっているように感じられたのだ。

　様子がおかしい？　と、そこで気付く。

「……何観客のつもりになってんのよ、あたしは」

　戦うのだ、自分も。

　感知能力を使う。もちろん標的は目の前の多頭の蛇。攻撃パターンを先読みして、細屋に知らせることができれば――

「――――っ！」

　瞬間、果乃は強きよう烈れつな頭痛と吐き気けを覚えた。

　複数ある頭がそれぞれ独立して思考を組み立てている。脳構造が極きわめて人間に近い果乃では、情報を処理しきれない。

（あー、もう！）

　自分の不甲斐なさに舌打ち。

　しかし、読み取れたことも皆かい無むではない。

　敵の攻撃意志のラインは二つある。細屋に対してのもの、そして、その背後の自分たちに対してのもの。細屋はこちらを庇わなければならない分、動きが制限される。

　そして――

「毒……かな」

「毒って？」

　驚おどろいて振ふり返かえる。いつのまにか、すぐ後ろに梨玖が居た。

「た、多分、敵の方は呼気に毒が含まれてる。だから、ああして戦ってるだけで、どんどん状況が悪化していくわけ」

　相手の攻撃意志は、何が何でも倒たおしてやるというほど強くない。時間の経過によって有利になるのがわかっているため、無理をする必要がないのだ。

　あの巨きよ躯くと、そしておそらくは毒への耐たい性せいがある細屋だから何とか戦えているのだろうが――

「……毒持ちの九本首、か」

　梨玖は少し考え、口を開く。

「もしかして、あの首の中で何か特別な感じのするの、ない？」

「なんでわかるの？」

　思考の方向性を感知した結果、一つだけ司し令れい塔とう的な役割を果たしているものが確かにあった。

「どれ？」

「真ん中のやつ、だけど――」

「真ん中ね」

　軽く言って、梨玖はその場を離はなれる。何か手立てがあるのだろうか。

　毒が放出されているなら、近づくことはできない。となれば遠えん距きよ離りから狙いをつけて攻撃する？　どうだろう、なんとかして即そく席せきの弓矢とか、投石器のようなものが作れれば、あるいは――

　そこまで考え、そして果乃はぎょっと目を剥むいた。

　梨玖がフードコートのテーブル――スチール製の重いやつだ――を持って、争あらそっている二匹の巨きよ獣じゆうの背後に回り込もうとしていたからだ。

　毒にやられる前に殴なぐり倒すつもり？　無茶すぎる。しかし、やめさせようにも、今声を掛けたら相手に狙いを教えるようなものだ。

　梨玖は軽かろやかな足取りで接近し、九本首の背中に飛び乗った。

「え――」

「り、梨っちゃん？」

　そのときには奏や珠子も梨玖の動きに気付いている。

　梨玖はテーブルを担かついだまま、身軽にもつれ合い絡からみ合あう蛇の頭を渡っていく。

　毒気がいつ体に回るかはらはらしながら見守る果乃の目の前で、梨玖はあっさりと目的の頭にたどり着いた。

　ようやく九本首の一つが狙いに気付き、小さな人ひと影かげに襲い掛かかるが、それは細屋が喉のど元もとに喰くらい付いて止めた。

　テーブルが振り上げられる。

「そーれ」

　気の抜けるような掛け声ごえと共に、その細ほそ腕うでからは想像もできないような勢いで殴打武器と化した鉄の塊かたまりが振り下おろされた。

　ドォンという大きな音。

　一瞬――九本首のすべてが動きを止める。

　細屋はその隙すきを逃のがさなかった。襲い掛かり、押おさえつけ、蹂じゆう躙りんする。

「あ、先輩、真ん中の首が弱点ですから、念入りに」

　平静な声で梨玖が言った。無論、とっくに床ゆかへ飛び降り安あん全ぜん圏けんに退たい避ひしている。

　よかった、と気が緩ゆるみかけたそのときだった。

「危ない！」

　声を上げ、奏が珠子の前に飛び出した。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて巨大な腕がその小さな体を直撃し、吹き飛ばす。

「ちょっと、あんた――」

　思わず怒ど鳴なった果乃の喉のどが、何かに捉とらえられた。

　恐おそろしい力だった。思い切り暴れ、叩たたき、蹴りつけてみたが、まったく振りほどけない。

「よくも兄貴をやってくれたな、おい！」

　ずんぐり男の右みぎ腕うでが、甲こう殻かく類るいの巨大な鋏はさみに変形していた。果乃の首をがっちりと挟はさみこんで、吊つり上げている。

「そこの女！　そして蛇へび野や郎ろう！」

　男は怒いかりで顔を真っ赤にして怒鳴った。

「無む抵てい抗こうのまま、こっちへ来い。さもないと、こいつの首を落とす」

（やば――）

　息が詰まる。声が出せない。

　能力を使うまでもなくわかる。男は明らかに本気だ。

　何か、何か手はないか？

　自分の命だけの問題ではない。ここでこの逆上した男を止めないと、人質たちが――

「聞こえねえのか！　三秒後に殺すぞ！　い――」

　一、と数える前に――男は叩き伏ふせられていた。

　果乃は解放され、床に転がる。激しくむせ返りつつ、空気を必死に肺へと送り込んだ。

「……まったく、何をやらかしてくれるかな、この蟹かには」

　腹立たしげな声。

　涙なみだで滲にじんだ視界に、ずんぐり男の背を踏みつけている小こ柄がらな少女の姿が映った。梨玖ではない。せいぜい小学生――くらいだろうか。

　男はその四し肢しをばたつかせ、死力を尽つくして起き上がろうとしているようだが、どういうわけか一ミリも体を動かせないでいる。

「こういう暴れ方されるとね、すんごい迷めい惑わくなの。わかる？　ねえ、何とか言ったら？」

「それ、声も出せんと思うぞ、透夏」

　呑のん気きそうな声。同時に白熱した雷かみなりがフードコートの周囲で爆はぜる。

　そして――毒蛇が一匹残らず蒸発していた。

「しっかし、悪あく趣しゆ味みな趣しゆ向こうだなあ、これ」

　頭をかきながら姿を現したのは、どことなくくたびれた印象の三十男だった。

　二人とも果乃の知らない顔だった。しかし、息を呑むほど圧倒的な気配を発している。間ま違ちがいなく神と呼ばれる位階、そのなかでも相当に強力な存在だ。

「き、貴様、ら……」

「貴様？　誰だれに言ってんの、それ」

　少女は男の背中にかけた足に、軽く力を込めた。それだけで、苦痛に満ちた悲鳴が響ひびきわたる。

「あー、足どけてやろうよ」

　ため息混じりに三十男が言った。

「――で、何だって？」

「あ、あ、あなた方、鷲わし住ずみのお二人は、ち、中立である、と――」

「中立だよぉ。俺おれらレベルになると、うかつに力使えねぇからな」

　男の方がやる気のなさそうな口調で言った。

「だから、別に『天てん秤びんの会』の味方ってわけじゃない。教育機関の秩ちつ序じよ維い持じ限定で力を貸してるだけ」

「な、なら……」

「ところがだ。今お前らが人質に取ってた奴やつらの中に、うちの学校の生徒たちが何人かいてなあ。そいつらが怪我したり死んだりすると、授業に支障が出る。わかるか？　困るんだよな、それは」

「…………」

　ずんぐり男はがくりと首を落とし――そして、凄まじい勢いで跳はね起おきた。

　逃にげようとしたのか、あるいは反はん撃げきに出ようとしたのかは定かではない。

「ほいよっと」

　一瞬後には、三十男に殴り倒されて、床に転がっていたからだ。

　それで、すべてが終わった。

「よかった、鷲住先生たち、来てくれたんだ。――果乃ちゃんも奏ちゃんも大変だったね。大丈夫？」

　奏を介かい抱ほうしていると、笑え顔がおを浮かべて梨玖が歩み寄ってきた。

「だ、大丈夫です」

「――というか、あんた、毒は？」

　九本首の周りを飛び回っていたということは、相当量を吸い込んでいるはず。

「平気だよ。ああ、果乃ちゃん、忘れたのかな？　私が何だったか」

「何って、あ――」

　果乃は気付いた。梨玖は微ほほ笑えむ。

「そ。私は呼吸いらないから。皮ひ膚ふ呼吸も、肺呼吸もね」

　不死族。夜の住人。

　羽村梨玖の肉体は、生命活動を必要としない。

「だから毒を体内に取り込まなくてすんだんだよ。皮膚や細さい胞ぼうなんかを直接破は壊かいするタイプだと困ったかもしれないけど、細屋先輩の様子見る限りそれはなさそうだったしね。さて――」

　梨玖はぺたんと床に座すわっている珠子の方を向く。唖あ然ぜんとして言葉を発する余よ裕ゆうもないようだ。

　人質になっていた人間たちは、ほぼ全員彼女と同様の状態である。起こったことに理解がついていかないのだろう。無理もないことだと思う。

　しゃがみこんで視線を合わせ、梨玖は語りだした。

「珠ちゃん――これがこの街の現実なのでした」

「…………」

「見ての通り私も、あと細屋先輩も、人間じゃないんだ。――でも、別人になったわけじゃないよ。これまであなたの接してきた私たちと、何も変わらない。まあ、気が向いたらそれを思い出してもらえると嬉うれしいかなー。すぐには無理だろうけどね」

　梨玖の声も表情も普ふ段だんと変わりない。

　感情のどこかが欠落しているせいか、あるいはこういう事態に対する覚悟を決めていたせいか。

　――少なくとも、能力を使っていない今の果乃には判断できなかった。

　いずれにしても、普ふ通つうの人間にとっては容易に受けいれられる事態ではないだろう。自分に口出しできるようなことはない。

　ついと背を向けた梨玖に、果乃も続こうとする。

　と、そのとき――珠子は梨玖の手を掴つかんだ。そして言った。

「『梨っちゃんのこと、友だちだなんて、一度も思ったことない』」

　拒きよ絶ぜつ――ではない。その瞳ひとみにあるのは、むしろそれとは正反対の何か。

　彼女は続ける。

「『けど、わたしは、いつか、本当の友だちになりたかったんだ』」

　梨玖は――珍めずらしいことに、笑顔を浮かべるのも忘れ、言葉を失っていた。

「わたし……梨っちゃんにそんなこと、言ってないよね？　言ってたはずない、んだけど、どうしてだろ、こうして手を握にぎりながら、学校で、叫さけんで……梨っちゃんが、人間じゃないって、知ってたような記き憶おくが……あれ？」

「…………」

　梨玖は彼女の前に戻り、そして笑った。

「ちょっと、混乱してるんだよ。――ね、私が怖こわい？」

　珠子は首を横に振る。

「じゃ、細屋先輩にも、お礼言えるね。助けてもらったんだから」

「そ、そうだ、先輩――」

　珠子は慌あわてたように立ち上がり、そして、こちらを見た。

「ありがとう、梨っちゃんも、果乃さんも、奏ちゃんも」

　向こうの方で細屋は人間の姿に戻り、倒れている。が、あの鷲住とかいう男と会話を交かわしている様子からして、どうやら大事には至らなさそうだ。

　珠子が駆かけ寄よってその傍そばにひざまずき、何か言っていた。

「――果乃ちゃん、市内の他の場所はどうなってる？」

　そちらを眺ながめながら、梨玖は言った。

「あ、そうだった。ちょっと待って」

　果乃は気配を探さぐる。実尋市の何なん箇か所しよかで大きな騒さわぎが起こっていたはずだ。

「……大丈夫、どこも収まってるみたい」

「たか兄たちも上う手まくやってくれたんだね。――さて、じゃあ私、ちょっとニュートラルハウスに連れん絡らくしてくる」

　梨玖が携けい帯たいを片手に離れていくと、入れ替かわるように少女がやってきた。あの蟹男を踏みつけていた子だ。

「あなた、『天秤の会』の協力者？　あたし、鷲住透夏」

　果乃も名乗って礼を言う。すると、透夏は申し訳なさそうに息を吐いた。

「遅れてごめんね。一応、羽村さんから、こうなる可能性は聞いてたんだ。街中で騒ぎが起こって、『天秤の会』の手に負えなくなるかもしれないから、そのときは助けてほしいって。――未然に潰つぶせればよかったんだけどね」

「ああ、うん、こっちもそれで協力要よう請せいされたくち」

　梨玖があちこち回っていたという話は聞いている。

　しかし、すごい神様にコネがあるもんだな、と果乃は思う。自分が協力する必要など、果たしてあったのかどうか。

「認にん識しき修正の結界も働いてないのよねー。そこまで追おい詰められてるのか」

　んー、と首をかしげ、透夏は果乃に視線を戻す。

「あの御子神てとらが、ここまで一方的にやられるかなあ？　何か裏がある気がするんだけど――果乃さんだっけ、あなた、何か知らない？」

「……何も。あたしも、手を貸してほしいと言われただけだしね」

　これは本当だ。天人とも連絡を取っていないし、梨玖の話以上の情報は知りようがない。

　ただ、引っかかることなら自分にだってある。

　騒ぎを静めるための戦力確保が梨玖の役目だったとして――だとすれば、奏の役割は何だったのだろう。危ない真ま似ねはさせないと言っていたけど。

　梨玖は『てとらさんの指示で動いている』と言っていた。なら、この透夏という少女が言うとおり、まだ何か裏があるのだろうか。

「で――その羽村さんだけど、どこに行ったの？」

「え？」

　言われて果乃は周囲を見回した。

　いつのまにか梨玖の姿は見えなくなっていた。
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　ショッピングセンターに到とう着ちやくしたときには、すでにすべてが終わっていた。

　俺と亜夜花は、その場にいた鷲住や透夏ちゃんに話を聞いて、状況を把は握あくした。

　怪け我が人にんや人質にされた人間たちは、すでに病院に搬はん送そうされたようだ。今は警察が事後処理に当たっている。表面的には過激派のテロとかそういうラインで扱あつかうようだが、結界が不安定になっているところに人外たちが本性全開で暴れたらしく、目もく撃げき者しやが居るとのことだった。精神的ケアをどうするかという宿題が残る。

　犠ぎ牲せいは皆無ではない。が、最悪の予想よりはマシだったと言えるだろう。

　まあ、個人的には自分の不ふ甲が斐いなさに対する苛いら立だちと、安あん堵どが半分半分というところだ。

　細屋は珠子ちゃんに付つき添そわれて入院コースだそうな。また見み舞まいにでも行くとしよう。

「はい――ええ、こっちも。了りよう解かいです」

　俺はそう答えて通話を切った。

　万那さんから連絡があったのだ。まだ詳くわしい経けい緯いは聞いていないが、とりあえず国道の方も片付いたから寮りように戻って来いとのこと。

　これで五箇か所しよの混乱はすべて収まったことになる。

「……どう思う？」

「もちろん、結は私たちを追つい及きゆうしてくるでしょうね」

　亜夜花は言った。

「街の被ひ害がい、そして、結界の不安定化による住人たちの記憶。それらに対して何かの回答が求められるでしょう」

「一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったからいいじゃん、で済む話でもないしなあ。……てとらさん、どうすんだろ」

　俺ごときが心配するなど、あるいは不ふ遜そんきわまりないことなのかもしれないけど……それでも考えてしまう。うちのリーダーは、あの氷室結と舌ぜつ戦せんを繰くり広ひろげるつもりなのだろうか？　果たして渡わたり合えるのか？

　そのとき――

「あ、天人！　――と、亜夜花も」

　聞き覚えのある声がした。ポニーテールの少女がこちらに向かって駆けてきた。

「よお、果乃。鷲住先生たちから話は聞いてる。迷惑かけたな」

「う、うん、それはいいんだ。そもそもあたしなんて、大した役には立ってないし」

　梨玖が救きゆ援うえんを求めてあちこち走り回っていたということも、透夏ちゃんから聞いた。果乃もそれを頼まれた一人。

　なるほどこれが梨玖の役目だったのか、と俺は納なつ得とくしたが、俺との連絡を断っている理由がよくわからない。あいつが寮を出る決断をしたことに、何か関係があるのか――

「……で、梨玖は？　一いつ緒しよにいたんだろ？」

　そう尋たずねると、果乃の顔が曇くもった。

「わからない」

「わからない？」

「さっきまで一緒だった。でも居なくなったんだ」

　俺は眉まゆをひそめた。

　何を考えているんだ、あいつは。これもてとらさんの指示なのか？　だとしたら、てとらさんに尋ねれば何かわかるのだろうか。

「あと――いつのまにか、奏ちゃんの姿も見えない」

「――え？」

　こちらについては、俺は心底驚いた。

「ちょっと待て、奏がこっちに来てるのか？　聞いてないぞ？」

「うん、天人には言わないって――これも、てとらさんにそう言いつけられてたみたいだった。その、ごめん」

「……いや、果乃のせいじゃない」

　全部、てとらさんの画策、か？

　今この状じよう況きように奏が来ていると知ったら俺は間違いなく送り返そうとする。だから内ない緒しよにされていたのだろうが――そもそも、あいつが何のために呼ばれたんだ？

　寮に戻れば詳しい話が聞けるだろう。もし二人から連絡があったらとりあえず教えてくれるよう果乃に頼み、俺たちは帰ることにした。

「――どういうことなんだろうな。亜夜花、何か知らないか？」

「…………」

　知らないと即そく答とうするかと思ったが、一瞬、亜夜花は逡しゆん巡じゆんを見せた。

　俺は不ふ審しんのまなざしを隣となりに向けた。

「お前さ、もしかして、何か――」

　俺はそこで言葉を切った。不意に背筋にぞくりとした感覚が走ったのだ。

　亜夜花も俺と同時に足を止めている。

　いつの間にか目の前に、あの――コンサート会場の女が立っていた。

「……辻堂美風、だったか」

「…………」

「お前らの起こした暴動は、完全に鎮ちん圧あつされたみたいだぞ。いまさら何の用だ？　負けを認めにでも来たのか？」

「心の準備をしておくといい。プランは次の段階へと進む」

「はあ？」

　こちらの言葉など、まるで聞いていないようだ。

　俺は顔をしかめ、更さらに問とい質ただそうとした。瞬間――




　突とつ然ぜん、周囲の景色が暗転した。




　　　　　◆　◆　◆




「戻ってたのか。――そっちはどうだった？」

　コウタが自室のベッドで寝ね転ころんでいると、天人がそう言いながら部屋に入ってきた。

「ああ、何とかなったよ」

　コウタはリョウタとともに、実尋駅で起きた大おお騒さわぎの収しゆう拾しゆうに当たっていた。兄の活かつ躍やくが大きかったとはいえ、どうにか死者を出さずにすんだのである。

「でっかいイノシシの怪かい物ぶつが出てきて、大変だったけどね」

「ほー、そりゃすごいな」

　天人は感心したように眉を上げる。

「お前は……怪け我がしなかったか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。思いっきり魔ま術じゆつを行使したから、すっごく疲つかれただけ」

　最近では、あの大おお神がみ太たい陽ようとやりあったときに次ぐくらい、必死になった。とりあえず結果が伴ともなってほっとしたが、代償として精神力はきっちり消しよう耗もうしている。

　天人は小さく息を吐はくと、ベッドに歩み寄ってきた。

　そして上体を屈かがめ、マットに手をついてこちらを見下ろす。

「――よかった」

「え、ええ？」

　コウタは目を瞬またたかせる。胸の鼓こ動どうが速くなった。

「お前に万一のことがあったら、俺は……」

「で、でも天人には、亜夜花が……」

「戦っているうち、やっと自分の本当の気持ちに気付いたんだ。俺、お前のことが……」

「天人……」

　その顔がゆっくりと近づいてくる。コウタはごく自然に目を閉じていた。

　そして――




「あ、起きた！」

　再び目を開けると、そこには少女の顔があった。

「コウタちゃん、久しぶりっ！」

「………………レーナ？」

　数か月前、この寮を客人として訪おとずれたことのある少女。もっとも、その記憶はコウタにとって心ここ地ちよいものではない。散々に引ひっ掻かき回まわされたのだ。
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「な、何しに――ってか、なんでボクの部屋に居るんだよ！」

　コウタが勢いよく体を起こすと、レーナはぴょんと跳ねてベッドから降りた。

「あれ？　ご機き嫌げん斜ななめかなっ？　いい夢が見れたと思ったんだけど」

「な……ボクに何をした！」

「いや、妙みような起こし方をするのも悪いと思ったから、簡単な覚かく醒せい魔ま術じゆつを。ゆっくりとレム睡すい眠みんに移行させ、脳内麻ま薬やくの分ぶん泌ぴつを促うながし多幸感とともに目覚めさせるの。ま、要するにいい夢見てすっきり起きられる術なんだけど。――ね、どんな夢を見たのっ？」

「……………………」

　自分の顔がみるみる赤くなっていくのを感じる。

「レーナ、失礼ですよ。――突然の訪問、申し訳ありません。コウタ」

　女性の声。アンジェが立っていた。

　――というか、いつの間にかコウタの部屋に、大勢の姿があった。

　アンジェとレーナに加え、万那、そしてなぜか、十と川がわ翔馬と蛍まで。

「……なんで転移の出口を、コウタの部屋に開くのよ」

「ん？　寮で一番馴な染じみのある場所だったから」

　万那にレーナがそう答えている。

「……何事かと思えば」

　扉とびらが開いて、リョウタが姿を見せた。

　リョウタ様だー！　と声を上げて飛びつくレーナを空中でキャッチ、猫ねこの子の様にぶら下げながら一同を見み渡わたす。

「で、何なんなのかな？　このお客様たちは。――個人的に僕ぼくは、特に君たちにはあんまり会いたくないんだけどね。アンジェにレーナ」

「お手伝いだよっ！」

　と、レーナは元気よく答えた。リョウタの冷たい視線を気にした様子もない。

　アンジェが小さく苦く笑しようし、続ける。

「羽村梨玖様を通じ、御子神てとら様から依い頼らいがあったのですよ。――前回のことは、性急に過ぎたかと後こう悔かいしています。リョウタもコウタも申し訳ありませんでした」

「ごめんなさいでした！　本心だよ？」

　どうしたものか、という顔をしているリョウタに、万那が言葉をかける。

「とりあえず、今は置いといていいと思うよ。彼かの女じよたちが居なければ、もっとひどいことになっていたし」

「私たちも死んでました」

　蛍がそう言いい添えた。

　リョウタは一つため息をついて、レーナを解放する。

「……ひとまずお疲れ様さまと言っておこうか」

「にゃははっ！　リョウタ様に褒ほめられた！」

「とりあえず、状況を報告しあって現状の確かく認にん。そして今後の方針を決めなおさないと。――お姉とウルリカは、もう戻もどってるわね？　天人たちにも連絡を取ったから、すぐ帰ってくると思う。てとらは？」

「寮にはいないね。まだ外なんじゃないかな？」

「どこで道草食ってんだろ」

　眉をひそめる万那。

「……どうでもいいけどさ、このまま、ボクの寝しん室しつで会議始めるの？」

　コウタは控ひかえめに抗こう議ぎした。

「ごもっとも。じゃあ、とりあえず、食堂にでも移動して――」

　万那がそう言い掛けたとき――

　不意に部屋の景色が消えた。




　　　　　＊　＊　＊




　俺は虚こ空くうに立っていた。

　そっと手を握られる感かん触しよく。隣には亜夜花が居る。

「大丈夫です。ここは高位の存在が集つどう場所。『神々の間』と呼ばれています」

「……ああ、ぶっ倒れてるときに一度見た」

　そう、結が神々を前に演説していた場所だ。

　姿を視し認にんできるわけではないが、今も数多くの強力な気配を感じる。

「認識の主体を、現実――私たちが普段生活している空間から切きり離して、相そう互ごに意思疎そ通つうできるようにしてるんです。私はほとんど参加したことはありませんが」

「神様たちの会議室って感じかな」

　俺が言うと、亜夜花は小さく笑った。

　ほどなく正面に結の姿が現れた。

「ようこそ、力ある者たち。――ああ、今回は意図的に『天秤の会』とその縁ゆかりのものたちも招待させていただいた。少し、お付き合いいただけると嬉しいね」

　そして続ける。

「過日、オレは言った。事態が動けば、またあらためて皆みなに問い直すと。今がそのときだ。――皆も知ってのとおり、先ほど、実尋市、この我々が住みかと定めた地は何者かの襲しゆう撃げきを受けた。大きな混乱が起こり、我らの、また人間たちの安あん寧ねいも脅おどかされたのだ」

　何を白々しい、と亜夜花が呟つぶやいた。

「治安を護まもるべき『天秤の会』は何をしていたのか？　――何も為なしえなかった。騒ぎを防げなかったというだけではない。有事の際のセーフティネットである認識修正の結界すら、機能させられない状態だ。この結界は我らと人との差を埋うめ、人間界に溶とけ込むことを容易にする働きを担になっていたはず。それを維い持じできていない現状、『天秤の会』に人との共生を主張する資格があるか？」

　結は聴ちよう衆しゆうを見渡す。

「オレはここに断定しよう。――御子神てとら、そして『天秤の会』は、もはやこの街の指針となるべき導き手としての資格を持たない」

　かすかなざわつきの声。

「さあ、皆にも問おう。御子神てとらは導き手に値あたいするか？　その理念は支持するに値するか？　彼女の提案に忠実に従った結果がこの惨さん状じようだ。もし人間との共生というそれが真に価値ある理想なら、そして彼女にそれを実現させる力が伴っていたのなら、こんな結末にはなっていないのではないか？　この現状そのものが、御子神てとらの善性も、その甘あまったるい理想も、まがい物でしかないことを証明しているのではないか？」

「……意図的に結論を誘ゆう導どうしてますね」

　亜夜花の言葉に、俺は肯うなずいた。

　とはいえ、一定の説得力があるのも事実だ。

　もともと、人間に肩かた入いれする神はそう多くない。人間との調和、融ゆう和わという話に実現性があり、自分たちにとってメリットとなる側面もあるから、表立った反対が少ないというだけである。その前提がなくなれば、たやすくバランスは崩ほう壊かいする。

　結が段階を踏ふんで騒ぎを拡大していった狙ねらいは、つまりこれだ。

　――『天秤の会』の力の低下を、自分に都合の良い形で、わかりやすく提示すること。

　破壊そのものが目的なのではない。この主張を通すための材料になれば、それでよかったということなのだろう。

　俺たちの必死の努力が無む駄だだったとは思わない。きっと多くの人間を救ったはずだ。

　しかし、それは結にとって、文字通り『どうでもいいこと』なのだ。

　――ふざけるな。

　歯は噛がみした。全部お前が仕組んだんじゃねえか。

　俺たちは結のたくらみを覆くつがえすには至らなかった。今いま更さら、奴を非難しても失点の回復にはならない。しかし、承知の上で叫びたくなる。

　結が煽あおり立たてるように拳こぶしを振り上あげた。

「この場で決を取りたい。我々は、完全に御子神てとらへの支持を放ほう棄きし、共生という夢物語を放棄し、そして――」

「――の野や郎ろう！」

　我が慢まんできずに、俺は飛び出そうとする。しかし、その手を亜夜花は掴んだ。

「何で止めるんだよ！」

「落ち着いて。――来ますよ」

　瞬しゆん間かん――場が静まり返った。

「言い訳の機会くらいは、くれてもいいんじゃないかなあ？」

　穏おだやかに笑うてとらさんが立っていた。結のすぐ隣に。




「…………」

　さすがに結が一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「えっと、喋しやべってもいい？」

　小首を傾かしげるてとらさん。

　結は小さく肩かたをすくめ、一歩下がる。

「はい、ありがとう。――えーと、皆さんこんにちは、御子神てとらですー。今回の大騒ぎ、および結君の言ったことについてコメントしようかと思います」

　普段と変わりないのほほんとした口調で話を始める。

　俺は拳を握り締しめていた。結を言い負かしてくれ。人との共生が無駄なんてことはないと、ここに居る皆に証明してくれ。

　てとらさんになら――できるはずだ。

「街への被害を防げなかったことは事実。これはもう、ごめんなさいと言うしかないねえ。うん」

　画策したのは結だ。

　しかし証しよう拠こを挙げられるわけもないし、挙げられたところで現状は何も変わらない。結が糾きゆう弾だんされたとしても、おそらくは別の誰かが結と同じ主張を始めるだろう。『天秤の会』の力不足は解決されていないからだ。

「次に私について。えーと、ある事情で力を無くしました。結界の維持が難しくなっているのは見ての通り。これも、ごめんなさい」

　俺は胸に痛みを覚える。

　俺の責任だ。俺に力を貸すことなんてなかったのに――とは言えない。それはてとらさんも、俺に従ってくれた亜夜花も侮ぶ辱じよくする行こう為いだ。

　でも――やりきれなかった。何か手はないのか。何か俺にできることは……

　俺の内心をよそに、てとらさんはあっさりと続けた。

「そして、人間との共生について。もはや私にそれを主導する力がないのは明らかだね。だから、手を引きますー」

　この空間全体が大きくどよめいた。

「なんで、そんな……」

　俺は全身の力が抜ぬけていくような感覚に襲おそわれていた。

　てとらさんは全てを放棄してしまうのか？

　人と人ならざるものが、共に暮らし、共に歩む――その試みは、ここで終わってしまうのか？

「なーるほど、なるほど」

　結がクスクスと笑いながら口を開く。

「自分の無力を認めて、諦あきらめるか。妥だ当とうな結末だろうな」

「まあ、その通りなんだけど――」

　てとらさんは微笑む。

「誤解しないでねー。『私が、共生計画のリーダー的立場から退く』のであって、共生計画や『天秤の会』自体が無くなるとは、一言も言っていないよ？」

「――何？」

　結がわずかに眉を寄せた。

「だって、この街には、私以上に指導者にふさわしい子が居るからね」

　そしててとらさんは、静かな、しかし、はっきりとした声で続ける。

「私は宣言する。《在りて在るもの》御子神てとらの名において、宣言する。人との共生の場としての実尋市は残り続ける。新しき指導者の元で。――私はここに、そのものを任命する」

　そして――てとらさんの視線がこちらを向いた。

「そのものの名は――名塚天人」

　結や亜夜花も含ふくめ、幾いくつもの目が、ざっと俺に集中した気配。

　で、俺はというと――何が起こったのかまったく理解していなかった。

「……え…………は……はあ？」

「じゃ、あとはよろしくねー、天人君」

　てとらさんは笑った。




　　　　　◆　◆　◆




「ふーん、そうくるか……」

　拠きよ点てんとしているマンションの一室で結は呟く。

　先ほどの、てとらの宣言のことだ。

「……予想していたのではないの？　彼かれが後こう継けい者しやとされる可能性は、あなたも指し摘てきしていたはずだけど」

　美風が問いかけた。

「御子神てとらが名塚天人を気に入っているのは確かだったからな。ちゃんと道筋をつけたうえで、頭の立場を譲ゆずる可能性は考えてた。ただ、それがこのタイミングだというのは予想してなかったな」

　難局を前に、街を見捨てて保身に走ったという見方も成り立つが――おそらくは違ちがうだろう。
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『天秤の会』にとっての戦術的なメリットは幾つかある。

　御子神てとらは、おそらく世界でもっとも有名な神だ。かつては強大すぎる力とその立場ゆえに動きが制限されていたが、今は違う。指導者という役割から解放され、一兵士として前線に出てこられると、結にとっては十分に脅きよう威いとなる。力を落とした今の状態であっても。

　そして彼女個人が責任を取るということで指導者を辞し、新しい指導者を立てることで『天秤の会』という組織への傷を最小限にとどめることができる。

　もっともデメリットもかなり大きい。

　最大のものは、当の天人がまだ未熟な神であるということだ。熱意と将来性だけでは、ボロが出るまでの時間稼かせぎにしかならない。

　そして彼が組織のリーダー、つまり『彼の敗北は『天秤の会』の敗北である』という重要な地位に就つくのであれば、名塚天人を狙い撃うちする意味と理由ができる。危なくなればリーダー交代という手も、もう使えないだろう。

「面おも白しろい奴ではあるんだが、な。ま、想定外というほどではない。手としての良よし悪あしを言うなら、緩かん手しゆでしかないだろ。――意表を突つかれたのは、どっちかってーと羽村梨玖の利用法だな」

　天人との三本勝負の一本目。梨玖が寮を出て行ったことで結の勝利となった。

　しかし、てとらはその状況を利用して、梨玖に救援を集めさせていたのだ。しかも、足を使って直接頼たのみに行くという、きわめて原始的な方法で。

　鷲住蓮れん太た郎ろうや透夏、アンジェリカやレーナの横よこ槍やりにより、結の陣じん営えいとしては戦果を予想以下に抑おさえられた形である。

　上手く自分の性格を利用されたな、と思う。

　結は想定外のハプニングこそを尊び、楽しむ。逆に言えば、思った通りにことが進みことが終わったと判断すれば、それで興味を失う傾けい向こうがあるということだ。

　結にとって梨玖という存在は、理想通りに動いて自分の役目を果たし、そして退場していった駒こま――ただそれだけのものだった。

　廃はい棄きされたものに新たな役目を与あたえる。確かにそれは自分にない発想だ。

（――とはいえ、焼け石に水だがな）

　梨玖の動きを見落としたとはいえ、援えん軍ぐんの可能性を検討していなかったわけではない。少々の加勢では意味の薄うすいことがわかっていたから、優先順位を上げなかったというだけである。

　今回の目的は『天てん秤びんの会』の信用を失しつ墜ついさせ、共生計画という希望をぶち壊こわすこと。結果によらず、侵しん攻こうがあったという時点でそれは達せられるのだ。

「趨すう勢せいは決したとみていいの？」

　美風はさほどの興味もなさそうに問う。

「そうだな。勝負はまだ終わってねえが、これから奴やつらが行うのは敗戦処理の撤てつ退たい戦せんでしかない。どれだけ負け分を減らせるかという戦いだ」

　天人が頭になったのなら、その頭を潰すまで。こちらの残存兵力にはまだ余裕がある。

　詰つみの見えた将しよう棋ぎのようなものだ。しかも、決して難易度は高くない。

「三本勝負が一本残ってるから、それを消費させて終わらせるかね。さあて、釣つりだす餌えさは何がいいか――ああ、そうだな。美風、空からあの新米吸きゆう血けつ鬼きを捜さがしてくれ」

　美風は一つ肯いて窓を開ける。ハゲタカが二羽やってくると、彼女の命を受けてすぐに飛び立った。

　寮のメンバーには手を出ださない約束であるが――

「すでに寮を出ていった奴なら、問題ねえよな」

　結は楽しげな笑えみを浮うかべた。







四章　価値なき虚無の見る夢は







　私の名前は、羽は村むら梨り玖く。

　一五歳さい。女。

　曙しよ光こう山ざん高校の中等部三年に在ざい籍せき。ただし、現在休学中。

　正体は吸血鬼。ただし、まだ経験半年に満たない新米。

　大事な人は、幼おさな馴な染じみのたか兄こと名な塚つか天たか人と。

　家族はお父さん、お母さん、弟――だったんだけど、事故でみんな死んでしまった。

　ああ、でも悲しくはないよ。今が幸せだからね。

　現在の住すみ処かは曙光山学園紅こう南なん寮りよう、通つう称しようニュートラルハウス。ただし、二週間ほど前から寮を出ている。

　その切っ掛かけとなったのは――私が、自分のたか兄に対する感情に気付いたことだった。

　いや、気付いたというのは正確じゃないだろう。あの子、亜あ夜や花かちゃんによって、気付かされたのだ。

　それが、愛でも恋こいでもなかったということに。




　私は――たか兄を利用した。

　多分、それは碇いかりのようなものだったのかな、と今は思う。

　私は空っぽのボロ舟ぶねだ。

　自分で言うと不幸自じ慢まんっぽくなってしまうけど、これまで散々人生の荒あら波なみに翻ほん弄ろうされてきた。突然家族が死に、引き取られた家ではうまく行かず、追い出されるように一人暮らしを始めた。

　何か、耐たえるための――そう、基点となるものが欲ほしかった。それにしがみつくことで、自分を安定させるというような。

　私が求めていたのは心の平静であり、たか兄はその手段でしかなかった。

　私が愛していたのではない。私を救って欲しかった。おそらくは、この街で再会したときから、ずっと。

　そういうことなのだろう。

　――こうしてどこか他ひ人と事ごとのように分ぶん析せきしているのは、未いまだに現実感が伴わないからである。私の、私自身を感じ取る能力は、もうずいぶんと正常に機能していない気がする。

　ただ一つ確信できるのは、他者からもたらされた真実。

　利益享きよう受じゆを愛情だと言い換かえて、私が自分もたか兄も欺あざむいていたということ。

　自分が許されざる存在だと断じるのには、それで十分だった。




「んー、それが梨玖ちゃんの意志なら、止めるつもりはないけど」

　私が寮を出るつもりだと告げたとき、てとらさんはそう言った。

「でもいいのー？　天人君、今、大変なのに」

　ちょうどたか兄が氷ひ室むろ結ゆいさんに指名され、彼の気まぐれの相手を務め始めた時期だった。そのタチの悪さについては共有認にん識しきだったものの、このころはまだ個人的悪ふざけに留とどまっており、状況は現在ほど切せつ迫ぱくしていなかったと思う。まあ、彼の最終的な狙いがどこにあったのかはともかく。

「たか兄なら大丈夫ですよ。もともと私なんかの助けが必要な人じゃないですし。逆に、今までたくさん助けてもらったから、むしろ申し訳ないというか」

　私は小さく笑う。これは本心だった。

　そもそも恋れん慕ぼが成立するような、対等な関係――否いな、対等な存在ではなかったのだ。

　たか兄に対して、私のなんと無価値なことか。

　もっと早く気付くべきだった。これ以上ここにいても、むしろ足を引っ張ってしまうだろう。

　てとらさんは少し考えてから、口を開く。

「えーと、さっきも言ったように出て行くのは別に止めないけど……天人君の傍そばに居なくても彼の力になる方法はあるよ。手伝ってくれない？」

「でも、私なんかにできることなんて――」

「天人君は今、私たちの手伝いをしてくれてるわけ。だから、梨玖ちゃんも私たちの手伝いをしてくれると、天人君の手間が減って、時間が空くよ？」

　私は少し考え、承しよう諾だくすることにした。

　顔を合わせられるわけもないが、恩返しの意志すら見せないのも不義理に過ぎるかな。そう思ったのだ。まあ、寮にもお世話になったし。

「わかりました。そのくらいなら」

「よかった」

　てとらさんはほわんとした笑みを浮かべた。

「やってもらいたいのは、連れん絡らく係がかりね。えっと、リスト渡すから、その人たちのところを回って、協力をお願いしてきて欲しいんだー。将来的に、まずいことになったときのためにね」

　私は首を傾げる。

「それ、私が直接、ですか？　寮りようから電話とかでは？」

「駄だ目め。梨玖ちゃん自身が会って伝えること」

　笑え顔がおのまま、てとらさんは言った。

「――天人君が相手してるあの結君ってさ、かなり容よう赦しやなく他者を分類するんだよね。役に立つもの、立たないもの、利用価値があるもの、ないもの。今回、多分、梨玖ちゃんは道具側だね。そして寮を離はなれることで、彼の目的は果たされる。となると、その後は彼の認識から外れる可能性が高い」

　はあ、と答える。よくわからないけど、まあいいや。

「できるだけこっそりね。探知魔術や神気の感知を遮しや断だんする加護をかけておくから。ときどきは連れん絡らくするねー」

　そんなわけで、私は寮を出てから『天秤の会』に縁のある人たちのところを巡めぐり、状況を伝え、救援の依頼をしていたのだった。




　　　　　★　★　★




「――はー、たか兄、てとらさんの後継者かあ」

　先ほど見せられた光景を思い出す。

　すごいと思うと同時に、たか兄なら当然であるような気もする。

　そして――今になってみれば、あのときわからなかったてとらさんの言葉の意味、そして自分に求められている役割がはっきりとわかる。

　単に援えん助じよを要よう請せいして回るメッセンジャーというだけではなく、私の存在は他にも意味を持つ。そして仕事もまだ残っている。早く済まさなければならない。

（でも、その前に――）

　私は後ろを振ふり返かえった。

　女の子が慌あわてて電柱の陰かげに隠かくれた。尾び行こうしていたつもりらしい。

「スカートが見えてるよ。出てきたら？」

「…………」

　奏かなでちゃんが気まずそうに身を縮めながら、姿を現した。別に責めるようなニュアンスを込めたつもりはなかったんだけど。

「で、どうしてついてきたりしたのかな？」

　笑いかけたら、なぜかさらに怯おびえるような表情になった。ちょっと傷つくなあ。

「あ、あの……どこに行くのかな、と、思って……」

　私は小さくため息をつく。

　果か乃のちゃんに言付けて預けておけばよかったかな。こっそり姿を消したつもりだったけど、気付かれてるとは思わなかった。

「この辺り、まだ危ないから、ふらふらしちゃダメだよ」

　そう言って、少し考える。そろそろ果乃ちゃんあたりから、奏ちゃんのことはばれてるかな？　たか兄には。だとすると、隠しておく意味もないか。

「携けい帯たい電話持ってるよね？　もう連絡しても大丈夫だから、たか兄に迎むかえに来てもらおうか」

「あの、梨玖さんは、これからどうするんですか？」

「私はあと一つ、お仕事残ってるから。――いい、すぐにたか兄に連絡するんだよ？」

　そう言って、私は歩き出そうとする。

　――と、服の裾すそがくいっと引かれた。

「……どうしたの？」

　私は何とも言いようのない、複雑な表情をしている奏ちゃんに言った。

「あ、あの、えっと――」

　彼女は迷ったように口ごもり……そして言った。

「梨玖さん、いなくなるつもりですね」

　疑問ですらない、それは断定だった。私は思わず言葉を失う。

「えっと……思ったんです。この人、大好きなものを断たち切って、きもちに区切りをつけて、いなくなろうとしてるって。みんなで喋ってるときとか、すごくさみしそうな顔してることがあって。――あの、わたしも、同じようなこと思ったことがあったから、そういうときに、どうするか、わかっちゃって。だから、ぜったい、一人にしちゃいけないって思って……」

「…………」

　果乃ちゃんに読まれることは警けい戒かいしていたんだけど、意外なところに伏ふく兵へいが居た。

　勘かんが鋭するどいというか、思いこみが激しいというか……いずれにしても、兄ゆずりのお節せつ介かいなのは確かなようだ。

　私はずいぶん久しぶりに、本気で困るという思いを味わっていた。

　――どうしようかなあ、この子。

　と、そのとき、上空を旋せん回かいする大きな鳥が視界に入った。このあたりではあんまり見ない種類だな――というか、禍まが々まがしい何かを感じる。

「あの、奏ちゃん、悪いけどここからすぐに――」

　しかし、私は最後まで言い終えることはできなかった。その奏ちゃんのすぐ背後に、二人組の姿が出現したからだ。

　白銀の髪かみの少年と、無表情な女の人。

「よお」

　結さんはにこやかに言った。女性の方は無言。

「どうも」

　私も挨拶を返す。

　彼が来るのは予想してたけど、奏ちゃんが一いつ緒しよのときだってのは計算外だなあ。さて、どう対応したものか。

　状じよう況きようが把は握あくできていない奏ちゃんは、え、え？と、私たちの顔へ交互に視線を走らせた。

「あ、あの……この人たちは？」

「たか兄の敵だよ」

「こっちは名塚奏だな？　――直接会うのは初めてだよなあ。よろしく、奏チャン」

　にやにやと笑いながら、結さんは彼女の肩にぽんと手を置いた。

　瞬間、奏ちゃんははっと顔を強張らせた。

「あの、わたし、その声――知ってます」

「電話ではよく話してたからなあ。氷室結だ。よろしくな」

　かつて彼は奏ちゃんを利用し、そして殺しかけた。そのことは私も聞いている。

　記き憶おくが甦ったのか、奏ちゃんは逃にげることもできず体を硬直させた。

　――というか、人ひと質じちに取られてるようなもんか、これ。

　うーん、ちょっとまずい状況。

「何か御ご用ようですか？」

「ん、まあ、用は幾つかあるけど――」

　結さんは唇くちびるを吊つり上げた。

「とりあえずは、目の届かなかった部分の答えあわせかな。――お前の果たした幾つかの役割について」
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「つまり、まとめると――その地位を天人に譲った後、行方知れず、ということね」

　そう言うと、万ま那なさんは感情を堪えかねた様子でテーブルに拳を落とした。ドン、と皆のグラスが跳ねる。

「何考えてんの、てとらはっ！」

「いない人に怒おこっても仕方ないと思うけどね」

　冷静にリョウタさん。

「わかってるわよ！」

「リョウタさんに怒っても仕方ないよ、万那ちゃん……」

　千せん那なさんにも宥なだめられ、はあ、と息を吐はいて、万那さんは椅い子すに腰こしを下ろした。

　寮の食堂である。

　てとらさんと梨玖を除いた寮生全員、アンジェさんとレーナ、翔しよう馬まと蛍ほたるちゃんがテーブルを囲んでいる。普ふ段だんより若干人数が多いので、給仕係の俺おれとウルリカは立ったままだ。

　一応、お茶とお茶菓子を出したものの、和やかティータイムという雰ふん囲い気きには程遠かった。まあ、当たり前だが。

「ってかさ、なんで天人がお茶汲みやってんのよ、あんた、主役でしょ？」

「と、言われても……」

『神々の間』にて、てとらさんは俺を後継者に指名した。

　結が言っていたように『天秤の会』縁ゆかりの人間――蛍ちゃんたちやコウタもその光景を見たようだ。

　とにもかくにも状況が変化したわけで、こっちの世界に戻った後、全員集合してミーティングとあいなったのだが……そこにてとらさんの姿はなかった。

　で、リーダー不在の状況に全員、途方に暮れているというわけである。

　――あ、いや、もしかして今のリーダーは俺ということになるのか？　だとしても、途方に暮れているという現実は何も変化しないわけだけど。

「君はてとらさんから何も聞かされていないのかい？」

「ええ、まったく」

　俺はテーブルに手を突き、リョウタさんにそう答えた。事実だ。

　受諾の返事をした覚えはないが、あまりにも突とつ然ぜんすぎて異論を唱える余よ裕ゆうもなかった。

　なので――俺が『天秤の会』のトップであり、人と人外の共生計画を進めていく立場に就いたというのは、どうやら実み尋ひろ市しの人外たちの間で既成事実化されそうな雲行きであるらしい。

　……なんでこんなことになるかなあ。

　いや、てとらさんが他の神々の前でそう宣言したからなのはわかってるんだけど。

「てとらさんの意図が問題だと思うんですけどねえ。どうして、なんでしょうか」

「まったくですね」

　俺は千那さんの言葉に深く肯いた。

「なんで俺なんだか。もっとふさわしい人、ってか神がいっぱい居るだろうに」

「あ、誤解のないように言っておきますけど、誰だれなら指導者にふさわしくて、誰ならふさわしくないかという話ではありませんよ？　少なくとも私は、天人君に資格がないとは思いませんし」

「は？」

「あんただって『天秤の会』としての経験と実績を積んでんのよ。別にリーダーだから全部一人でやらなきゃとかいうわけでもないんだし、あたしたちだって居るし。集団の導き手の資質ってのは、力だけじゃなく、適正な方向性を提示しうるかどうかで決まるの」

　と、万那さん。

「そういうこと。――私が言ったのは、なぜ、このときに、こういうやり方を取る必要があったのか、という意味ですね」

「言われてみれば……」

　確かにやり方が無む茶ちやだ。立場を譲るにしても、もっと穏便な方法はいくらでもあるはず。

　――とはいえ、その意図といわれても、思いつかない。

「角度を変えてみようか。他にてとらさんがやっていたことと言えば、梨玖ちゃんを通じて助っ人を頼むことだったけど……」

　リョウタさんが視線を客人たちに向ける。

「日本に滞在しているときに、羽村梨玖さんの訪問を受けました。天人様が、悪神に目を付けられている。実尋市が襲われる可能性がある。手を貸してほしい――そんな感じだったでしょうか」

　アンジェさんが言った。

「だから、やってきたよーっ！」

　と、レーナが続ける。

「私たちも大体同じです。ただ、指示はこの日に実尋市まで来てくれ、と」

「寮で何か説明があるんじゃねーかと思ったんだがな」

　これは蛍ちゃんと翔馬。

（――ん？）

　俺は一つ気付く。アンジェさんとレーナはわかる。貴重な戦力になる。

　しかし、蛍ちゃんと翔馬は普ふ通つうの人間だ。翔馬の方には若干の魔ま術じゆつ的素質があるようだが、訓練を積んでいるわけでもなく当てにできるものではない。

　では、彼らの役目は何だったのだろうか？

　ふと見ると、リョウタさんも何か考え込むような表情を見せていた。

「こうなると、梨玖ちゃんの話も聞けるといいんだけどね。天人君、彼かの女じよと連絡は？」

　俺は首を横に振った。奏の行方も未だわからない。あの二人、一緒に行動しているのだろうか。

「行方不明？　ねーねー、コウタちゃん、魔術で捜さがさなかったの？」

「捜したけれど見つからなかったんだよ」

　コウタは苦い顔でレーナに答える。

「多分、てとらが隠匿の加護を与えてるんだ。探知魔術が効かないし、神気も感じ取れない。おそらく、結に発見されないための配慮だったんだろうけど……こうなると裏目だね」

「奏ちゃんもいなくなってるんだよね？　そっちは魔術で捜せないの？」

　万那さんが尋たずねた。

「もし、梨玖と一緒に居たら、探知魔術が打ち消されると思う。とは言っても、試してみる価値はあると思うし、何か身につけてたようなものがあればボクがやってみてもいいんだけど……」

　コウタの視線が俺を向く。

「……今回、あいつと顔合わせてないんだよ」

　俺は言った。

　魔術で誰かを見つけるためには、何かその人物と縁の深い物品が必要なのだそうだ。あいつの持ち物を手に入れるなら、実家に戻もどる必要がある。少なくとも、今すぐには無理だ。

　部屋に沈ちん黙もくが降りる。

　俺をリーダーに選んだということは、てとらさんは、俺に何かを期待していたんだろうか。だとしても、それを裏切ってしまうのは確実な気がした。

　こういう場合、てとらさんならどうするだろう。リーダーならどう振舞うべきなのだろう。俺は――何一つ有効な方策を思いつくことができない。

　今、結が何らかの攻こう撃げきを仕し掛かけてきたら――

「天人さん」

　亜夜花が、いつの間にか俺の手の上に手を重ねていた。なぜか心が落ち着く気がした。

「てとらさんが、あなたを指名して、しかし何も指示を残さなかったというのは――その必要がないと思ったからじゃないですか？」

「必要がない、って……」

「今までだってそうでした。天人さんは、誰かの言いなりではなく自分の思うとおりに動いて、色んな人を助けたでしょう？　だから、そのままでいいんです」

「…………」

「教えてください。天人さんは――今、何をしたいですか？」

　俺のしたいこと……

「梨玖と、奏を見つけたい。結に対して備える必要はあると思うけど……今は、それが一番だ」

「いいんじゃないかな？　彼女たちの情報も僕たちには必要だ」

「こうなってくると、ますます放っておけないしね」

　リョウタさんと万那さんがあっさりと同意。

　亜夜花はかすかに笑った。

「ほら。ちゃんと指針が示せたじゃないですか」

「……そう、みたいだな」

　俺は重ねられた手を見る。最近、亜夜花は、よくこうして触れてくる。

　無ぶ愛あい想そうな態度も、口数の少なさも、表情の乏しさも、以前とさほど変わらない。しかし、俺との距きよ離りが縮まって、一番変化した部分はここだろう。

「だって――」

　俺の視線を受け、亜夜花は手をきゅっと握にぎった。

「もし、私の姿を見失っても、私の声が聞こえなくなっても――こうすれば、私が天人さんの隣となりに居ることが、わかると思いますから」

「こんなことしなくたって、忘れるかよ。――でも、感謝する」

　亜夜花が居てくれる。だから、俺はまだ戦える。

　そして、ふと顔を上げると――その場にいる全員の視線が、俺たちに集中していた。

　程度の差こそあれ、皆みな、微笑ましそうな、そしてどこかむずがゆさを堪えるような表情をしていた。

「……………………あの、何か言ってくださいよ」

「お二人とも、すごく、お幸せそうなのでしたー！」

　笑顔のウルリカが、全員の感想をその無む邪じや気きな台詞せりふに要約した。

　――それはさておき、することが決まれば、色々と動き出す。

「加護があるといっても、視覚的に見るのは問題ないんだよな？　別に存在しなくなったり、透明になったりするわけじゃないだろうし」

「そうだね」

　俺はコウタ（なぜだかさっきから機き嫌げんが悪い）の答えを聞いて少し考え、続けた。

「だったら、手間でも数で攻せめたほうが、結果的には早いと思う。――コウタ、それにアンジェさんとレーナ、視覚を持った使つかい魔ま的な物は魔術で作れます？」

「できるよーっ！」

「じゃ、頼む。できるだけ多く。――蛍ちゃんたちは、悪いけど足使って捜して欲しい。俺たちとウルリカもこっち組だな。梨玖はわかるとして、奏の顔は……」

「ああ、あたし、夏休みにとった写メがある」

「あ、助かります、万那さん。じゃあそれを蛍ちゃんに。結が何かやってくるとまずいんで、万那さん千那さんは、寮で待機していてください。リョウタさんは引き続き結界の安定化を」

「引き受けた。――やっぱりリーダー適正ありそうじゃない？　天人君」

「その件はいずれてとらさん捕つかまえて、文句の一つも言ってやったあとに考えますよ」

　全員が行動を開始した。

「じゃあ、俺たちも出るか」

　そう亜夜花に言い――そこでふと思い出す。

「……隠匿の加護って、神気や探知魔術のみ、消去するんだよな？」

「おそらくは」

「なら――果乃の力は？」

　あ、と亜夜花が口を開けた。

　あいつの感知能力は、心の動きを感じ取る。条件的に、梨玖を捜すのにも有効なはずだ。

　携帯から電話をかけると、すぐに本人が出た。

『――あんた、ホントに『天秤の会』の頭になったの？』

　ということは、果乃もあの光景を見ていたわけか。

「その話は後。悪いけど手――というか、お前の力を貸してくれ。どうしても、梨玖と奏を捜したいんだ」

『……は？　バカにしてる？』

　不ふ機き嫌げんそうな声が返ってきた。

「ずうずうしいとは思うけど、後で礼ならいくらでもするから――」

『そうじゃない。あたしが、突然目の前から姿消されて、気にしてないとでも思ってたの？　とっくに全開で捜してるに決まってるじゃない！』

　俺は一いつ瞬しゆん、絶句した。

「――悪かった。よろしく頼む」

　そう言って携帯を切る。色々なところで、色々なつながりが生まれている。

　生きるというのは、望もうが望むまいがこうしてどんどんつながりが増えて広がっていくことなのだ。

　居なくなった梨玖は、果たしてそれに気付いていただろうか。

　――そしてつながり、と言えば。

「で、亜夜花。お前は梨玖についてどこまで知っているんだ？　何か言いかけてたよな。『神々の間』に行く前」

　歩きながら、俺はそう尋ねた。

「あんまり上手く言えないけどさ、梨玖が出て行った理由は何となくわかる気がするんだ。俺と梨玖は、どこかでズレてた。俺は自分で思ってるほど梨玖のことをわかってなかったし、梨玖は自分が信じてた形で俺に好意を持ってたわけじゃなかった。自覚したとき、俺はショックだったよ。多分、梨玖もそうだったんだろう」

「…………」

「結はさ、俺と梨玖の間にあるのは『錯覚』だって言ってた。結局のところ、梨玖は俺を利用してただけなんだって。すごく腹立つけど……多分、事実の一面ではある。ズレを埋めたいなら、そこを否定しちゃ駄目なんだ。どうして、どこからズレ始めたのか、知らなくちゃいけない。あいつについて知れることは、何でも知りたい。だから――頼む、亜夜花。言えることがあったら、言ってくれ」

「今の天人さんになら……もう、喋しやべってもいいんでしょうね」

　亜夜花は小さく息をついた。

「梨玖さんについては私も責任を感じていたので、彼女の役割について、てとらさんに尋ねたことがあるんです。天人さんが太たい陽よう兄さんと戦った後、まだ眠っていたころに。――いくつか狙ねらいがある、と、てとらさんは言いました」

「一つはわかる。さっき話してたように、各所へ応援を頼むことだよな？」

　俺は言った。
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「応援を依い頼らいした対象は鷲わし住ずみの二人、また神想学協会の魔ま術じゆつ師したちなどだ。奴らの活かつ躍やくにより、街の被ひ害がいはかなり軽減された。一応神の奇き跡せき、魔術、文明の利器などによるネットワークあたりは想定していたが、古式ゆかしい伝令とは確かに意表を突かれたよ。まあ全体を見れば些細な問題でしかねえけどな」

　背後から奏ちゃんの肩かたに手を置いたまま、結さんは言う。

　内容に関しては、特に捕捉の必要もないなと私は思った。

「そしてお前の役割の二つ目。――名塚天人を強くするということ」

「…………」

「お前がこの実尋市に呼び寄せた中には、戦せん闘とう能力を持たないものも含ふくまれる。十と川がわ翔馬や蛍、そこの奏なんかは、戦闘要員の頭数に数えるには少々心もとないよなあ。では、こいつらの役目は何なのか？」

　私の答えを待たず、結さんは続けた。

「いずれも名塚天人と縁えんの在る奴であることを考えれば、簡単だ。名塚天人を『信じる』奴を集めることにより、可能な限りその力を強化しようとしたんだろ。信じられれば信じられるほど力を増すのが、オレたちの特性だ。――つまり、御み子こ神がみてとらは自分が退いて天人を代わりに据えるこの状況を予期し、準備していたということになる」

「まあ、そうなんでしょうね」

「となると、御子神てとらのプランがほぼ全部明らかになるな。――名塚天人のアドバンテージは、中断されている三本勝負の再開を宣言し、オレを直接対決の土俵に引きずり出す権利を持っていることだ」

　そのあたりのことは、私もてとらさんから聞いている。

「あいつがこれまでの下っ端のままなら、勝とうが負けようが大して影えい響きようはない。が、『天秤の会』の首しゆ魁かいということになると話は変わってくるんだよなあ。頭の勝ち負けは、その組織の勝ち負けになる」

「ああ、つまり今のたか兄があなたに勝てば、『天秤の会』が勝ったことになると」

「オレの所業を暴くだけでは足りない。しかし、奴やつが新たな指導者としてオレに勝利すれば、『天秤の会』の傷ついた名声を取とり戻し、力を示すことができるだろうな。ついでに、当初の約束どおり、オレに一つ命令する権利を手に入れる。これでオレに退去を命じれば、完かん璧ぺきだ」

「素晴らしいことですね」

　さすが、たか兄だ。

「そう思うか？」

　結さんはどこか哀れむような表情を見せた。

「今言ったのは『三本勝負の最後の一本で、名塚天人が氷室結に勝ったとしたら』――という前提なんだぜ？　にわか神がいまさら多少の信しん仰こうを積み上げたところで、その力はどんな意味でもオレに決して届かない。この騒動の中でも、奴の戦いを観察してそれは確かく認にんした。名塚天人は今なお、オレより遥はるかに弱い」

「…………」

「御子神てとらは現状でのベストを選せん択たくしたつもりなんだろうさ。だが、それでもその策略はただの悪あがきにしかなってねえんだよ」

「たか兄は勝ちますよ」

　そもそもあなたの見解にはあんまり興味がないし、私に言われても困るんだけどね。

「大した信仰、いや狂信と言うべきかね」

　苦く笑しようを浮うかべて結さんは言った。

「狂信……？」

　――ああ。

　すとんと何かがはまったような感覚があった。

　私がずっとたか兄に抱いだいていたのはそれだったのか。

　愛でも欲でもない。報われたいとは望まない。何も求めず、ただ肯こう定ていする。

　価値のないこの私にも、唯ゆい一いつ許される心のあり方。

「……いいですね、それ。ちょっとすっきりしました」

「あん？」

「いえ。――それで、これからどうするつもりですか？」

「オレは《終わらせるもの》なんでね。きっちり名塚天人を潰つぶすまでさ。手の内が読めてれば簡単だ」

　結さんは奏ちゃんの首筋に当てた手に、わずかに力を込めた。奏ちゃんは、ひ、と小さく声を上げる。

「三本勝負の最後の一本を、さっさと消費させてしまえばいい。――例えば、オレがこうして奴の妹を手の内に入れる。取り戻すには、オレを交こう渉しようの場に引っ張り出すしかなく、その手段も一つだけ。そういう状況を作ったらどうだ？」

『三本勝負の最後の一本』に勝ち、奏ちゃんの解放を要求する――それしかない。たか兄にとって『見捨てる』という選せん択たく肢しは絶対にないからね。

「名塚天人が勝てば、妹は取り戻せる。しかしそのために勝負の権利を消費してしまえば、『天てん秤びんの会』の名誉を回復し、この街を建て直す手段はもう存在しない。名塚天人が負ければ、もちろんその瞬しゆん間かんに終わり。どう転んでも結果は同じなわけだ」

「…………」

「さて、そこで一つ、お前にささやかな取引の機会をくれてやろう、羽村梨玖」

「取引？」

「お前はこの場で、オレが名塚奏を連れ去るのを手を出ださずに見送る。そうすれば勝負の結果がどう転んでも、名塚天人、名塚奏の二人を、無事に返してやると約束する」

「――なぜ、私にそんなことを？」

　軽く眉まゆを寄せる。彼かれのメリットが見えない。

「大雑把に言えば、オレは名塚天人や御子神てとら、『天秤の会』やこの実尋市で楽しく遊べればそれでいいんだよ。傷つけたり殺したりすること自体が目的じゃない。『天秤の会』が再起不能になれば、オレの遊び心は満足する。底の見えてきた名塚天人やその妹の生死はどうでもいいってわけだ」

　本当か？と尋ねるのは無意味そうだったのでやめた。代わりに頭を働かせる。

　この申し出の目的は――

「ああ、なるほど。つまり、私に『たか兄の勝利を疑え』と要求してるんですね？」

「察しがいいな」

　結さんはにやりと笑う。

『奏ちゃんとたか兄を無事に返す』――これは、たか兄が負けた場合にのみ意味を持つ約束だ。私がそれを呑のむということは、つまり『たか兄が勝てないかもしれない』と考えているということになる。

「狂信者が信仰を捨てる瞬間ってのを見てみたくてな。そもそも、名塚天人が常に必ず勝てるってわけでもなかろうよ。現に三本勝負の一本目ではオレに負けてるんだから」

「…………」

「どのみち、この場でお前にできることはない。名塚奏の身の安全を勝ち取るんだ。天人もお前を責めたりしねえだろうさ」

　私は考える。

　人質に取られた奏ちゃん。

　結さんに、無言のまま控えている女の人も加えて、現状二対一の不利。

　この場で私が戦ってどうにかなる状況ではないのは確かだ。

　結さんの提示した取引その他の条件を頭の中に並べ、整理し、総合的に判断する。何がたか兄にとってのプラスなのか。

「……うん、問題ないんじゃないかな」

　私はその結論に肯うなずいた。

「梨玖さん……」

　奏ちゃんは泣きそうな顔をしていた。

「ごめんね、奏ちゃん。もうしばらく人質でいてくれる？　大だい丈じよう夫ぶ、何もされないはずだから」

　私は結さんを――というよりは、彼の価値観を信用している。

　他人を弄んで喜ぶ性格ではあるが、少なくとも無意味に人質を傷つけるような、直接的で無ぶ粋すいな嗜し虐ぎやく性せいとは無縁だろう。それは彼にとって『面白くない』ものだ。

　奏ちゃんに笑いかけ――そして、ゆっくりと足を進めた。

「私は、自分のお仕事を続けるね」

　結さんの目がすっと細められた。

　同時に地面を蹴けり、結さんの顔目め掛がけて指を突きこむ。が、横から伸のびてきた手に弾はじかれた。一言も発していなかった女の人が、結さんを守るように立ちはだかっていた。

「残念。そう簡単にはいかないか」

　呟つぶやく。

　でも問題ない。

　この無価値な私が、自分の最後の役目を果たすことには――何の問題もない。
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「あいつの二つ目の役割まではわかったよ」

　俺は息を吐いた。

　てとらさんは梨玖を使って、俺に対する〝信心〟を可能な限りこの街に集めようとした。実質的にはどうあれ、『天秤の会』のリーダーという立場になったわけだから、確かにそれは無意味なことではないのだろう。単純に言って、トップは弱いより強いほうがずっといいのだから。なんで俺なんだ、という疑問は相変わらず残るにせよ。

　――とはいえ、悩なやむのは後だ。

　俺の強さは、俺だけの力によるものではない。忘れていたわけではないが、改めて再確認する。力をくれた人たちに恥はじないように、戦っていかなければいけない。

　すでに太陽は沈みつつある。

　梨玖はどこにいるのだろう。

　日中は日ひ傘がさを使っているはずだからまだ目立つだろうが、夜になるとますます捜しにくくなる。

　俺は焦あせりを押おし殺しつつ、亜夜花に話しかけた。

「で、それで終わりってわけじゃないよな。まだ何かあるんだろう？」

　論理的判断に基づく台詞ではない。単に亜夜花が隠し事をしているような、気まずそうな表情をしていたからだ。

　案の定、亜夜花は否定しなかった。

「……聞くと、後あと戻もどりできないと思いますよ」

「いまさら後戻りするつもりもないっての」

「正直に言えば、私は、天人さんだけが重荷を背せ負おう必要はないと思っていました。『天秤の会』を背負ったりせず、あの、結のような性悪な神に関わらず、静かに、楽しく過ごす道もあるんじゃないかって。私の、願望と言ってもいいかもしれません」

　はあ、とため息。

「でも天人さんはそれをよしとしない。だったら、私も、どこまででも付き合うしかないのでしょうね。梨玖さんの役目、最後の三つ目というのは――」

　そのとき、俺の携帯が鳴った。
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「あー、美み風かぜ、そいつ滅ぼしちゃっていいよ」

　結さんが言う。もう私に対しては興味を失ったようだった。

　で、その私はというと、蹴り飛ばされてアスファルトの上に転がっていた。

　多分骨が何なん箇か所しよか折れてるだろう。ただ、痛みはさほどない。吸きゆう血けつ鬼きに転化してから、痛覚はかなり鈍にぶくなっているのだ。

　うーん、やっぱり私じゃ、結さんはもちろん、手下の人にも歯が立たないか。

　まだ日が沈みきっていないのは確かだけど、真夜中にやったとしてもこれは勝てる気がしないなあ。

　――たか兄なら、こういう相手にも勝っちゃうんだろうけどね。

　結さんとたか兄は、三本勝負をしていた。

　一本目、たか兄は結さんに負けた。理由は単純。私が足を引っ張ったからだ。

　二本目は亜夜花ちゃんが頑がん張ばってたか兄を助けてくれたと聞いた。

　三本目、たか兄はきっと勝てる。亜夜花ちゃんが居るし、私はもう居なくなるのだから。

　奏ちゃんは凍りついたように動けないでいる。それでいい。まだ動いてはいけない。

　暮れなずむ夕刻の路地裏には、他に人の気配はない。巻まき添ぞえや目もく撃げき者しやは出さずに済むだろう。ああ、結界は今は持ち直しているのかな？　だとすればなおのこと、問題ない。

　すべて順調。




　――そう、私の最後の役目は、ここで滅びること。だから、これでいい。




　神と呼ばれる位階ともなると、能力の行使にかなり厳しい制限がつく。影響が大きすぎるため、協定を結んでみだりに使わないことになっているのだそうだ。これだけの力ある存在の集っている実尋市が未いまだに吹き飛んでいないことを考えれば、妥だ当とう性のある取り決めだと言えるだろう。

『天秤の会』の面々にしても同様。

　これが今まで結さんに対して後手を踏ふんできた原因の一つともなっているのだけど、治安維い持じ以外の目的で力を使うことに関しては、厳しすぎるくらいに自らを律しているのである。

　例えば、私的な理由で発砲する警察官とか、あるいは、ことあるごとに核ミサイルのスイッチを押すような政府が決して信用されないことを鑑みればわかるように、これは『天秤の会』への信しん頼らいを保つ上でも重要なことなのだ。

　だから、基本的に『天秤の会』は、『何者かへの攻撃そのもの』を目的として動くことができない。秩ちつ序じよの維持がその存在理由である以上、『秩序の回復のため、それを乱すものを排はい除じよする』という理屈が成立しないと、仕し掛かけられないのである。

　ただし――例外がある。

　それが、『天秤の会』に攻撃が向けられた、という場合。自衛、そして抑よく止し力りよくの維持という必要性があるからだ。

　さて、私こと羽村梨玖の立場は、かなり特とく殊しゆなものである。

　寮りよう生せいではあるが、『天秤の会』の構成員ではない。

　裁く側ではなく、罪を犯おかして裁かれる側だからだ。

　過去に起こした事件により捕らわれ、保護観察処分中の身。

　そんな私が殺されれば――私はいわゆる不死族アンデツドであるから、殺されるという表現も妙みようなものだけど、まあ便宜上――どうなるか。

　――『天秤の会』の保護下にあった者が殺されるということは、『天秤の会』への明確な敵対行動である。

　そういう解釈が可能になるのだ。

　結さんはこれまで、『天秤の会』に対する直接的な実力行使をしてこなかった。表面的に実尋市における協力者という立場をとっていたため、そして、おそらくはその美意識に反するためでもあるだろう。

　洗練された陰いん険けんさを好むがゆえに、『殴なぐり返すために、わざと殴らせて泥仕合に持ち込む』というような単純な作戦は、彼の思考の外にある。

　そして、その〝甘さ〟を以もつて知られる『天秤の会』が、戦術上の必要から犠ぎ牲せいとして誰かを差し出すというのは、彼の想定する行動パターンから外れる。

　加えて私は『天秤の会』のメンバーではないので、会の人的被害は実質的にゼロ。その看板に傷がついたりもしない。スケープゴートとしてこれ以上の人材はいないといえるだろう。

　結果――『天秤の会』の皆は、後手後手に回っていたこれまでと違ちがい、結さんに直接仕掛けることができるようになるのである。

『天秤の会』に直接的な危害を加えたからという理由で。

　結さんが一連の事件の黒幕である証しよう拠こなど必要とせずに。

　これはもう、『海老で鯛を釣る』どころではない成果だといってもいいんじゃないだろうか。




　ちなみに結さんが、たか兄との三本勝負に備えて人ひと質じちを取ろうとすることは予想の範疇で、おそらくは私に目をつけるだろうとは思っていた。だから、誘い出すつもりで人気のないところを歩いていたわけだけど――奏ちゃんがついてきてしまったのは、唯一の計算違いだったな。

　とはいえ、私が人質となった場合は適当に暴れて殺される予定だったから、結果的には同じことだろう。奏ちゃんは奏ちゃんで人質としての価値がある。そうそうひどい扱あつかいは受けないはず。

　専守防衛の枷かせが外れれば、あとはたか兄を筆頭に寮のみんなが何とかしてくれる。

　たか兄はこんな私のためにであっても、悲しみ、怒ってくれるだろう。それでいい。怒いかりは力を何倍にも高めてくれるものだ。

　――そう、これこそが、価値がない私にしかできない、私だけの役目。




　美風とか呼ばれていた女の人の細い腕うでが、私の腹を貫いた。

　相変わらず痛くはないが、さすがにちょっと気持ち悪いな。耐久力的にもそろそろ限界っぽいし。

　顔を上げると、結さんにホールドされている奏ちゃんと目が合った。真っ青な顔をしている。

　ああ、幼い子どもにとってはトラウマものの光景かもしれないなあ、これ――そんなことに今いま更さら気付く。申し訳ないことをした。

　生者と違って血が噴き出したりしないだけマシだろうか。いずれにしても、刺し激げきが強いことには違いないし、もう少し穏当な死に方が選べればよかったんだけど。

「大丈夫、だよ。あとで、たか兄が来て、ちゃんと、助けてくれる、から」

　私は笑って見せた。お腹なかに力が入らないと意外に喋りにくいもんだなあ、などと思いながら。

「たか兄の、勝ちを、信じて、あげてね」

「し、信じるから……死んじゃダメだよ！」

　いい子。さすがたか兄の妹さん。

　――でも、そうもいかないんだよね。だから、その言葉は聞いてあげられない。ごめんね。

　たか兄の役に立てる。珠ちゃんとも言葉を交かわすことができた。思い残しはない。

　美風さんは腹から腕を引き抜くと、弓を引き絞るように構えた。

　そして今度は心臓目掛けて貫ぬき手てが放たれる。

　奏ちゃんの悲鳴が聞こえた。




　――だが。

　いつまでも覚かく悟ごした衝しよう撃げきはやってこなかった。

　美風さんの腕は動きを止めていた。手首のところを誰かが掴つかんでいて、そして――

「やっと見つけたぞ、おい」

　恐ろしく不機嫌な顔で、たか兄が私に視線を向けていた。




　　　　　＊　＊　＊




　果乃からの連れん絡らくを受け飛んできた俺おれたちが見たのは、奏を捕らえている結、そして美風に殺されかけている梨玖の姿。

　ギリギリ――本当にギリギリだった。

　だが……間に合った。

　俺は美風を蹴り倒たおして引き離はなすと、梨玖を少々乱暴に背後に放ほうり投なげた。

　控えていた果乃と亜夜花が、慌あわててキャッチする。

「……助けられるか？」

「問題なく」

　亜夜花が言った。
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「私が居る以上、死なせたりしません」

「じゃ、頼たのむ」

　そして俺は前に向き直る。

「おにいちゃん……」

「よお、奏、来てたんだな」

　俺は妹に笑いかける。奏もほっとしたように微ほほ笑えんだ。結に捕まってはいるが、怪け我がはなさそうだ。

　奏まで巻き込んでくれたてとらさんには、その他もろもろのことも含め、後でたっぷり文句言うとして――まずはこいつ。

「子どもを人質ってのは小物臭すぎないか？　《終わらせるもの》ともあろう神様が」

「楽しむために全力を尽くす主義なんだよ。必要なら不意打ちでも卑ひ怯きような手でも何でも使うぜ」

　こたえた様子も無く結は笑う。

「――それより、こっちばっかり気にしてていいのか？」

　視界の端に、ゆっくりと起き上がる痩そう身しんが映った。

「…………」

　無言のまま構えを取る、美風。

「一応訊くけどさ」

　俺は彼女に話しかけた。

「なんでこんな野や郎ろうに加担する？　金積まれたのか？　それとも、何か弱みでも握られてんの？」

　そんなことを尋ねたのは、これまで倒してきた人外たちと違い、目の前の女から憎ぞう悪おや暴力衝しよう動どうといったものを感じなかったからだ。

　しかし、美風は答えなかった。代わりに鋭するどい蹴りを繰り出してくる。

　俺は舌打ちして、バックステップでかわした。

「答える気がないなら、別にいいけど。俺、ちょっと今、頭来てるからさ、やり合う気なら――覚悟しろよ！」

　踏み込んで拳こぶしを叩たたきつける。ガードされたが構わず、振り切った。

　美風は吹き飛ばされ、地面で一回バウンド。しかしそのまま空中でくるりと体を回して、両足で着地した。無表情の中にかすかに苦痛の色があるところを見ると、ダメージ無しというわけでもなさそうだ。

「……信じられ、支持され、味方が増えるほど力を増す、か」

　ぼそりと美風が言った。

「恐れられることで強くなる私たちとは、正反対なのね」

「何の話だよ」

「神と怪かい物ぶつの差よ。名塚天人。――我々は、人が怪物、化け物と呼ぶもの。そして、実尋市での暮らしを希望するも、御子神てとらにより拒きよ絶ぜつされた存在でもある」

　俺は眉を寄せた。

「……その恨みで結に協力し、街を襲おそったということか？」

「そう考えてもらって別に構わない」

　美風の姿が変化していく。上半身が人、下半身が巨大な蛇へびの怪物に。

「《蝮まむし》――それが怪物たちの母である私の名。行くよ」

　落ち着いた口調とは裏腹の鋭い攻撃が、右側面から襲ってきた。

「――蛇の尾か！」

　俺は大きく跳んで避け、横手の林の中に入った。図体がでかい分、動きに制限がかかるだろうと思ったのだが――すぐに自分の浅はかさを思い知らされることになる。

　美風は長い胴体を器用に操り、木々の隙間をするすると抜けてきた。

「遅いわ」

　ぐるんと回り込み、正面に現れる。同時にまた側方から尻尾。舌打ちして回避――したと思った瞬間、目の前の胴体から強烈な体当たりを喰らった。

「――ぐ……かはっ！」

　吹っ飛ばされ、背中を木の幹にぶつける。一瞬呼吸が止まった。

　すぐに跳ね起きる。お返しに拳を叩きつけようと思ったが、美風の上半身は余裕を持って大きくかわす。追いすがろうとした俺は、死角から飛んできた尻尾に足を払われた。

「どうしたの？　その程度？」

「……くっそ、やりにくいな」

　思ったより素早く、攻撃範囲も広い。そして人間、あるいは四足の獣とも、まったく動作が違っていて読めない。おまけにくねくねと柔らかい体は、障害物の影響を受けにくいようだ。誤算だった。

　何とか、この動きについていく方法は――

「……いや、そんなに難しいこと考える必要もないか」

　また尾が襲い掛かってくる。今度は避けずに――それを殴りつけた。

　美風の巨体がバランスを崩す。

「…………」

「無理にこちらから攻める必要はないんだよな。立ってたらお前の方から来てくれる」

　本命かフェイントか不明な攻撃が、三六〇度から襲い掛かってくる。

　なら、それを叩けばいい。

「……無茶な子」

　幾分呆れたようにぼそりといい、美風は胴体を高く持ち上げた。そして、体重を利用し、俺の頭上に落ちかかってくる。

「おおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉッ！」

　俺は叫んで、体当たりごと吹き飛ばすべく拳を突き上げた。




　俺は肩で息をしていた。数え切れないほどの応酬の結果、服はズタボロ、傷も無数に負っている。

　しかし、立っているのは――俺のほうだった。

「……恨むのは自由だし、お前らにはお前らの言い分があるんだろうさ」

　俺はどうにか呼吸を整え、言葉を発した。

「でも、お前らがぶちのめされるのは、恨みや怒いかりを抱いたからじゃない。この街で暴れ回ったからだ。履き違えんな」

「……わかっている。それとこれとは別」

　倒れたまま、美風は言った。

　意外さは覚えなかった。戦っている間も、こいつの攻こう撃げきからは憎悪や怒りは感じられなかった。

「一つ訊きたい」

「何だよ」

「あなたは、今後この街をどうするの？」

　美風は人間部分の上半身を起こし、木にもたれかかる。

「共生を謳いながら、人にとって都合の悪いものを排除し、人に隠れて生きなければならない街を作り続けるの？　これまでのように」

「…………」

　結がかつて似たようなことを言ってアジテーションしていたことがある。

　しかし、これはあんなうすっぺらな演説とは違う。

　美風の言葉は、行き場のないものが語る本心からの疑問だったのだろう。淡たん々たんとした口調で、こちらを責める響ひびきもない。しかし、俺には重く、とてつもなく重く感じられた。

「結局のところ、あの唯一神は『選別する神』。羊と山羊を。善と悪を。救われると救われざるを。――あなたはどうなの？　後こう継けい者しやさん」

　つまり、俺を観察していたのか、この『怪物たちの母』は。

「……誰だれも彼も、勝手に俺に変な役目を押し付けるなよ。引き受けた覚えなんか、ねえってのに」

　俺はため息をつき、美風に視線を向けた。

「答える義務なんかないと思うぞ、正直な話。俺は街を荒らしたお前らを許せないし、『天秤の会』への非難のつもりでそれを言ってるなら、さっきも言ったとおり、履き違えてる。それとこれとは別だ。だけど――」

　少しためらい、俺は結局口に出すことにした。

「お前らが暴れたから、俺たちがそれについて考えなくてもいいってことにもならないよな。――俺は頭も良くないし、力も無いから、今は『何とかする』としか言えない。いつか、何かを変えることを約束する。必ず守る。それで、いったん退いてくれるわけにはいかないか？」

「…………」

　美風は無言で俺を見ていたが、やがて小さく肯いた。

　その姿が淡い光につつまれ、消える。去ったようだった。

　何請け合ってんだよ、と自分でも思わなくはない。もしかして俺は、いらない苦労を背負い込む体質なんだろうか。

　――と、パチパチという音が聞こえてきた。

　奏の首に腕を巻きつけつつ、結が手を叩いていた。

「まったく、実に楽しませてくれるな。気付いてるか？　お前、『街を護り導く』という役割を、神々の面前でてとらから受け継いだため、その特性が既に固定化されつつあるんだ。だから、街の敵に対してはより力を発揮できる。――しっかし、口の上手さなら、オレ以上なんじゃね？　おかげで貴重な仲間が離反しちゃったよ。あいつの一派は、オレの協力者の中でも最大勢力だったのに」

　大して惜しいとも思っていないような、軽い口調だった。実際そうなのだろう。こいつにとって仲間はただの道具だ。

「待たせたな。お前の番だよ、氷室結」

　俺は最後の敵に向き直った。

「奏を放せ」

「いやいや、危害を加えるつもりはねえよ。楽しく遊びたいだけ。かつては〝トモダチ〟だった仲だし――なあ？」

　奏は、ひ、と声を上げて身を縮めた。

「……もう一回だけ言うぞ。奏を放しやがれ、この腐れ神」

「『天秤の会』の頭ともあろうお方が、いたいけな街の住人の自由意志を阻害するんじゃねえよ、名塚天人。――だが、お前に何か要求を呑ませるような手段があれば、話は変わるけどなあ」

「…………」

　こちらの手札は三本目の勝負を挑いどんで勝利し、結に要求を呑ませること。

　これは結自身が定めたゲームのルールだ。

　トリックスターと呼ばれる神ではあるが――いや、だからこそ、こいつはそれに逆らえない。遊戯を楽しむという本質からは逃れられない。

　その手札をいつ、どう使うかが結に対処するうえでのポイントだったのだが――

「このガキがオレの手元にある以上、お前は選択を先延ばしにできないだろ？」

　それを縛るための、人質、か。

「さぁて、勝負するか？　ああ、こいつは丁重にお預かりしとくよ。盾にして勝負に負けろとは言わんから心配すんな。それじゃ面おも白しろくない」

「…………」

　今ここで勝負を挑めば、結は受けるはず。

　そして俺が勝てば『奏を返せ』と要求できる。が、そこで手詰まりだ。

　結が実尋市を荒らしていることに対しては、何の対策にもならない。

　しかし――なら、奏は、どうする？　どうやって取り戻もどす？

「梨玖さん、だめです」

「は……なし……て……」

「放せるかこのバカ！　寝ねてなっての！」

　梨玖が立ち上がろうとして亜夜花と果乃に止められていた。

「たか、兄……やっぱ……私が……なないと」

「黙だまって休んでろ。言いたいことは山ほどあるけど、お前への説教は後だ」

　梨玖にそう言うと、結がにやにやとした笑いをさらに深めた。

「ああ……なるほどなるほど、彼かの女じよは自分の死によって状じよう況きようを変えようとしたんだな。確かにオレかオレの手の者がうっかり羽村梨玖を殺せば、オレの置かれた立場が一変する。描いていた図面が台無しになる――が、それは、確かに面白い。評価を改めるぜ、羽村梨玖。もっとも――」

　結は俺に視線を戻す。

「どこかのヒーロー気取りのせいで、不発に終わったけどな。よかったのか？　名塚天人。こいつを見殺しにしてた方が、有利だったんじゃねえの？」

「……うるせえよ」

　挑ちよう発はつだとわかっていても、苛いら立だちが抑おさえられなかった。

　こいつは――どうしてこうも、俺の大切な者たちを、平気な顔で踏みにじるのか。

「望みどおり、今から三本目の勝負を挑んでやる。受けるだろうな？」

「もちろん」

　結は俺を正面から見て、嬉しそうに言った。

「『天秤の会』のリーダー様にお相手していただけるとは、光栄のきわみ。――じゃ、奏ちゃんにはちょっと、別の空間にでも行っててもうおうかね」

　手のひらを奏へと伸ばしながら、続ける。

「ああ、勝負の方法はもう決めてあるのか？　せいぜい勝ち目がありそうなものを必死に考えてくれよ。オレが楽しめるように、な」

　結が唇くちびるを三日月形に吊つり上あげた、その瞬間だった。

「――望み通りにいった、と思ったときほど、油断が生じやすいものでござるよ」

　それは俺のものでも、結のものでもない、声。

　同時に――凄すさまじい衝撃波が結を捉えた。抵てい抗こうすら許さず吹ふき飛とばす。

「やあっと隙すきを見せたでござるね。二年半前のお返し――というには、少し足りないでござるが」

　奏が二本の巨きよ大だいな木ぼつ剣けんを構えていた。

　その口から発せられるのは、彼女の声、彼女のものではない言葉。

　――そうだ、以前にも一度、こういうことがあった。奏の体を借りた彼が、奏の危機を救ってくれたことが。

「……一ひ二ふ三み、さん？」

　奏、いや奏に憑ひよう依いした一二三さんは、返事の代わりに笑ってみせた。

　柚ゆず原はら一二三。千那さんと万那さんの兄で、かつて結に嵌められ肉体を失った――神。

　奏の胸むな元もと、細い銀ぎん鎖さに繋つながって小さな人形がのぞいていた。いつもは千那さんの携けい帯たいについている、一二三さんの依より代しろだ。

「そうか……護衛してくれてたんですね」

「危険に晒さらす責任上ね。――とはいえ、それがしにできるのは取り戻すところまで。天人氏、あとは任せたでござるよ」

　木剣が消え、奏の体が崩れ落ちる。俺は慌てて抱きとめた。

「――こっちで預かるよ」

「頼む」

　奏を果乃に託し、俺は結が吹き飛ばされた方に視線を向ける。

　俺と美風が闘っていた大きな雑木林だ。地面がえぐれ、太い木々がなぎ倒されている。

「おさらいしとくぞ」

　俺はそちらに向かって語りかけた。

「今から俺、名塚天人と氷室結が戦う。今の俺の立場は『天秤の会』の代表、『天秤の会』そのものだ。俺が勝てば、それは『天秤の会』がその力を示し、騒動を終息させたってことになる」

　返事はないが、お構いなく続ける。

「そして、そのとき氷室結に一つ命令できる。それが街から出て行くことであっても、二度と『天秤の会』に関わらないということであっても、氷室結は従わなければならない。――以上、文句ないよな？」

　少し間を置き、含み笑いが聞こえてきた。声は次し第だいに大きくなり、哄こう笑しようへと変わる。

　やがて、林の奥おくからゆっくりと結が姿を現した。服はズタボロになっておりダメージも見受けられるが、少なくとも致命傷は負っていないようだ。
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「まったく、楽しませてくれるなあ、お前らは。ここまで思い通りにならないのは、実に久しぶりだ。――ああ、文句ねえよ。オレの名にかけて、誓おう」

　俺が一朝一夕に強大な力を手にする方法などない。そのことは結もよくわかっている。

　結局のところ、結は自分の圧あつ倒とう的てき優位を自覚しており、どれだけ計算違いが起こったとしても、自身で俺を叩き潰せばそれで話は終わると思っているのだ。

　――だから、こいつは余よ裕ゆうの表情を浮うかべている。

「で、名塚天人、希望する勝負の形式は？」

「殴り合い」

　それはもう、最初から決めていた。巻き添えが出ないよう、寮の皆には人払いを頼んである。

「――ぶん殴ってやらないと気が済まないし、なっ！」

　言い終えるなり、俺は地面を蹴って襲い掛かった。




　　　　　★　★　★




「……気を失っているだけです。大丈夫」

　亜夜花ちゃんの言葉に、果乃ちゃんがほっと息をついた。

　その膝ひざの上では、奏ちゃんが目を閉じている。神である一二三さんの依代を務めたことで、力を使い切ったのだろう。呼吸は穏やかだから、心配はなさそうだ。

　私はもちろん、彼女に一二三さんがついていることは知っていた。もっとも、目的は純じゆん粋すいに護衛のためであり、結さんに不意打ちをヒットさせられたのは、あくまで偶ぐう然ぜんが重なった結果であるが。

　とにかく、奏ちゃんは、結さんから解放された。――本当に、よかった。




　たか兄と結さんの最後の戦いが始まっていた。

　私たちは巻き添えにならないよう、十分な距きよ離りをとって、見守っている。

　亜夜花ちゃんの助けを得て、傷は修復させることができた。

　でも、心には穴があきっぱなしだ。

「……死に損ねちゃった」

　自分の役目を果たせなかった。ほんと、ダメだなあ、私は。

「死にたかったんですか？」

「ん、それくらいしかできることがなかったからね。結局、たか兄の役には立てなかったなあ――」

　言い終えると同時に、パン！　と乾いた音が鳴った。

　私は目を見開いた。果乃ちゃんも驚おどろいたようにこちらを見ている。

　亜夜花ちゃんに頬ほおを張り飛ばされたのだと気が付いたのは、呼吸三つ分ほどの時間が経ってからのことだった。

　痛みはない。そもそも私のそういう人間らしい感覚はほとんど死んでいる。――なのになぜか、じんじんとしびれるような感じがいつまでも残っていた。

「ふざけたことを、言わないでください」

　両手で襟えり首くびをつかまれる。怒りに燃えた目が数センチの距離にあった。

　驚きよりは、戸と惑まどいの方が強かっただろうか。

　ここまで激怒している亜夜花ちゃんを初めて見た。

「あなたは……天人さんが、どんな思いで助けに来たと思ってるんですか！」

「……なんで亜夜花ちゃんが怒るの？」

　私は首をかしげる。

「価値のないものから何らかの価値を生み出だし、それがたか兄の役に立つのなら、素敵なことだと思わない？　私が結さん、もしくはその手下さんに殺されることで、状況を有利にすることができた。それが私の役目だったんだよ」

「あなたは、てとらさんから、そう命じられたんですか？」

「直接は言われてないけどね」

　私は苦く笑しようする。

「いくら鈍感な私でも、そのくらいはわかるよー。あえて私を単独行動させる意味って、それくらいでしょ？　それに、てとらさんの立場じゃ、そんなこと具体的に指示するわけにいかないんだから、察してあげないと」

「……私は、てとらさんから直接聞きましたよ。あなたの三つの役目。応援を求めること。人を集めて天人さんを強くすること。そして最後の一つは、犠牲となって状況を変えること――」

　ほら、やっぱり、と言いかけたとき、亜夜花ちゃんは続けた。

「『――そう誤解しているかもね。あの子、自分の価値を低く見積もってるから』、だそうです」

「え……？」

　私は目を瞬またたかせる。




　　　　　＊　＊　＊




　右拳、左拳。どちらもかわされた。

「遅おせぇ遅ぇ」

　結は嘲あざ笑わらう。

「かすりもしねえよ、そんなんじゃ」

　俺は無視してさらに距離を詰めた。

　一呼吸のあいだに、右の蹴りから左の後ろ回し蹴り。着地と同時にもう一度蹴り。

　しかし、触れることもできない。

　体は軽い。以前よりずっとよく動く。俺の感覚だけの問題ではなく、実際にスピードもパワーも跳ね上がっているはずだ。

　しかし結は、一連の事件を画策した張本人。先ほどの美風戦だけでなく、俺の闘いをすべて観察し、実力を把握しているだろう。

　そのうえで、この余裕、か。

　美風のように体型や動きが変則的なわけではない。単純に基本スペックが段違いなのだ。

「ほら、どうしたよ？　オレをぶん殴るんじゃなかったのか？」

　結は構えすら取らずに、唇を歪めてみせた。

「…………」

「ああ、別に悔しがる必要はねえよ。お前はよくやった。こちらの想定の上限いっぱいまで強くなってる。自慢していいんだぜ？　なんせ、このオレが考えたありとあらゆる可能性のなかで、ベストを掴み取ってるんだからよ」

「お前は手を出さないのか？」

「は！　すぐに終わったらつまんねーだろうが」

　慢心――ではなく、期待というべきだろうか。こいつは、自分の想像を超えた何かが起こることを楽しみにしている。それがどんなに低い確率であっても。

「……多分、お前は正しいよ」

　俺は静かに言った。

「今の俺は、これ以上強くなれない」

「だったら――」

　結の言葉の途中で俺は踏み込んだ。

　綺麗な技や効率的な動きなど考えない。ただ速く、強く。

　突き込まれた拳を、結は後ろに跳んでかわした。白銀の髪が数本ちぎれて宙に舞った。

「――おおう、今のは惜しかったな。いーぜいーぜ、不意討ち上等。できることは何でもやって、オレを楽しませろ」

　その言葉を聞き、俺は肩をすくめた。

「不意討ち？　冗談だろ？」

「あ？」

「この程度のことでお前の不意が討てるわけない。正面からどう殴りかかったところで、お前は驚いたりしないよ。俺がなりふり構わなくなるのなんて、想定済みだろうしな。ただ――」

　そして俺は笑う。

「かすったよな、今の。お前は、俺ごときの見え見えで稚拙な不意討ちを、避け損ねた」

「……一度髪をかすめた程度で何を勝ち誇ってるんだ、お前は」

「勝ち誇りたくもなるよ。――俺の力なんて、たかが知れてる。でも、俺の仲間はやっぱりすげえんだって、それが確認できたからな。嬉しくて仕方ない」

「…………」

「わかんないだろうな、お前には。――さあ、続けようぜ、氷室結」
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　亜夜花ちゃんは、てとらさんに尋たずねたという。

　私――つまり、羽村梨玖に何を命じたのか、彼女はどこで何をしているのか、と。

　以下、亜夜花ちゃんのお話。




「神は人によって規定されるの」

　その言葉に亜夜花は眉まゆをひそめた。

「答えになってない気がします」

「ん、わかってるよー。梨玖ちゃんに与あたえた三番目の役割についてでしょ？　まあ、順序ってものがあるから、おとなしく聞いてよー」

「……はあ」

「人間による神の規定、その一番わかりやすい形が神話だね。人は神について語り継ぐ。神話の内容が神の性質に、神話を知り受けいれる人間の数が神の力の強さに関わってくる。まあ、大雑把な説明だけど」

　亜夜花は口を挟はさむのを諦あきらめて、おとなしく続きを聞くことにした。

　何となく知ってはいるものの、彼女もあまり意識して考えたことがない内容だったということもある。

「天人君には神としての時間の積み重ねが無く、まだ神話と呼べるものも無く、その存在を広く知られてもない。単純に比較して、結君との差はそこなんだよねー。よって、強さ比べでは、まず勝てない」

「……だから、天人さんに関わった人間をできるだけ多く集め、力の強化を図ったわけですよね？」

「そうだねー。それが応援要よう請せいの伝令に続いて、梨玖ちゃんにお願いした役割。でも、それでもまだ結君には届かないと思うんだよ」

　結は神話に謳われた悪神である。積み上げた歴史が天人の比ではない。簡単に追いつけるわけもないのだ。生まれたばかりの神と、《終わらせるもの》。現時点で天人が結を超こえるほど強くなる方法はない。

　亜夜花はじりじりとした焦あせりを覚える。では、どうすればいいというのだろうか。

「さて、神の特性、役割は神話に影えい響きようされるという話をしたよね。では、神話とはどうやって生まれるのか？」

「人が――言い伝えていくんでしょう？」

「そう。でも、そのスタート地点はどこにあるのかって話。最初はね、仲介者から始まるんだよー」

「仲介者？」

「祭司、預言者、シャーマン――そういった、神と人とを繋ぐ役目をする人たちのこと。最初に『この神はこういう神である』と定義して、人々に伝える役割を持った人間だねー。ここのフィルターによって、神話の方向性が決まる。すごーく重要だよ」

　まだ、よくわからない。

　仮に何らかの神話を作ったところで、結局、天人に結を超えるほどの力を付与するのは無理ではないのだろうか。

「まとめてみるね。神の役割は人間の認にん識しきに影響される。人間の認識は神話の形を取って表れる。神話を方向付けるのは、ある特定の人間である。――ここで、もう一要素を追加。神話というのは物語だから、役割を割り振られる登場人物が、一人である必要はない」
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「――――っ！」

　結は俺の蹴りを、左手一本で受け止めた。そのまま大きく跳んで距離を取る。

「かわせなくなってきたな」

「……だから、何だ？　オレはまだ一発も手を出しちゃいねえし、お前からのダメージもゼロだ」

　その通り。

　しかし、俺の攻撃がこいつの想定を上回り始めた。そこには大きな意味がある。

「なあ、結。お前、違和感を覚えないか？」

「…………」

「一二三さんの一撃が尾を引いているのかもな。でも、それだけじゃない」

　俺は自分自身を、そして皆を信じながら、間合いに踏み込んだ。結が身構える。

　放った右拳はブロックされた。だが、ガードに上がった腕の分、隙が生じた。

　俺はがら空きになった腹へ、渾身の膝を突き立てる。

「――――がっ！」

　小さい、しかし明らかな苦く鳴めいが、結の口から漏れた。

　やった、と思った瞬間――凄まじい圧力が斜め上から襲ってきた。

　かろうじて腕で受けるものの、結のパンチはガードごと俺の体を地面に叩きつけた。

　衝撃。轟音。

　――油断した。

　俺は舌打ちしながら跳ね起き、跳び退すさった。アスファルトが大きく陥没している。

「……やっとやる気になったか」

　余裕を見せてそう言ったが、頭がグラグラして体がいうことを聞かない。くそ、やっぱ強いな。

　ただ、ダメージを喰らったのは向こうも同じだ。

「……お前、いったい何をした？」

　結の表情からは、笑みが消えていた。
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「……ちょっと待って下さい」

　亜夜花は口を挟む。

「もしかして、もう一人の登場人物って――」

「そう、結君だねー」

　てとらは笑った。

「つまり彼かれをやられ役として、天人君の新しい神話に巻き込んじゃえばいいんだよ。天人君は、結君を超える力を持った神に、今すぐなる必要はない。ただ結果として結君に勝てればいい。つまり、結君に勝つという役割、特性を天人君に持たせることができれば……」

「可能なんですか？　そんなことが」

「不可能だよー」

　てとらはのんびりと断言した。

「普ふ通つうはね。これ、言葉だけでどうにかなるもんじゃなくて、人間が世界をどう認識してるかって問題だから。誰しも自分の認識に嘘うそはつけない。結君を知らない者は結君について語ることはできないし、結君を知る者は彼が弱っちいやられ役だなんて、とても思えないもの。でも、ね――」

　ようやく、ようやく亜夜花にも理解することができた。

「――居ます、ね」

　てとらは微笑む。

「そう、居るねえ」

　名塚天人の神話を語る資格のあるもの。すなわち――

「天人君のことも結君のことも知っていて、なおかつ天人君を勝利すべき存在、結君を敗北すべき存在だと、無条件に認識し規定できる子が……たった一人だけ」




　私は亜夜花ちゃんの話を聞いても、実感が持てなかった。

　つまり、この無価値な私が、たか兄を、勝たせる――？

「ただ、梨玖さんだけが、天人さんと結を、そう定義付けることが可能なんです。電話でもメールでもなく、梨玖さんを直接遣わした意味が、そこにあるんです。あなたの認識を通して、現状を他の人に伝える必要があったから。広める必要があったから。そしててとらさんがそのことを教えなかったのは、あなたが自分を無価値だと思っている間は、絶対に聞く耳を持たないから。それだけの話です」

　亜夜花ちゃんは、言葉を失っている私に更さらに言った。

「だから、死んでいいはずなんかない」

「…………」

「無価値なんかじゃない！　あなたの思ったこと、行ったこと、言ったこと、経験したこと、すべてに意味があり、価値があったんです！　――ほら、天人さんを見て！　梨玖さんが、あなたが為したことを、ちゃんと目に焼き付けなさい！」
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　強烈な衝撃波に、吹っ飛ばされる。

　だが、俺はすぐに跳ね起きた。まだいける。体が動く。

「おおおおおぉぉらああああああぁぁぁぁぁぁっ！」

　俺は雄叫びを上げて突進し、足を止めて殴り合った。余波だけで周囲の木々がなぎ倒され、地面が捲めくれ上がる。

　今や、俺と結の力は、完全に拮きつ抗こうしていた。

　顔面に拳を叩き込む。同時に、腹に蹴りを喰らった。

　俺たちは距離をおいて、対峙した。

「……スケールが大きくなっても、互角だとグダグダの泥仕合になるもんなんだな。不本意だろ？　こういう醜い打撃戦は」

　こいつにとってこの勝負は、計略を仕上げるための単なる一作業に過ぎなかったはず。

「俺は《終わらせるもの》には勝てない。それは確かだ。でも――お前、自分がいつまでも《終わらせるもの》で居られると思ってたのか？　ここは実尋市、てとらさんたちが人と人外を共生させてきた街、そして俺の街なんだよ」

「…………」

　結は無表情のまま、答えない。その姿は俺と同じくズタボロだ。

「俺たちをいいように操って楽しんでたつもりだったんだろ？　でもお前は、俺と亜夜花と梨玖、今まで軽んじ弄んできたものたちに負けるんだ」

「……ああ」

　結は呟いた。

「そうか、そういうことか」

　ゆっくりと、その顔に笑みが広がる。

「理解した。――つまり、オレにも役目を割り振ったんだな。実尋市のお前の神話の中で。だからオレは『やられ役』としてこんな無様を晒している。お前は『氷室結を退ける神』と定義されたってわけか」

「予想外だったか？」

「予想外だ。そして楽しい。――最高にな！」

　本能的に危険を感じ、俺はさらに大きく跳び退った。直後、凄まじい熱気が俺の立っていた場所を通り過ぎた。

「オレは異端としての性質を持つ神でね」

　結の手にはひと振りの輝く大剣が握られていた。

「様々な新しい概念や道具をもたらしたという伝承を持っている。これはそういう神器の一つ、《裏切りの枝》と呼ばれる、神殺しの剣だ」

「…………」

「《終わらせるもの》としてのオレか、お前の『やられ役』としてのオレか、どちらの性質が強く残ってるか確かめるとするぜ。――手加減抜きの、最後の一撃だ。受けてみるか？　名塚天人！」

　結は剣を大きく振りかぶった。
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　たか兄が戦っている。

　傷を負いながら戦っている。

　何のために？

　正しさを証明するために。

　たか兄は間ま違ちがったことが許せない人だ。

　それも、自分ではなく、誰かが否定されることに対して怒る人だ。

　たか兄の守りたがっている『正しい』には、常にたくさんの人が含ふくまれている。

　多分、私も。




　自分に価値を見出せなくなったのは、いつからだっただろう。

　事故で家族が死に、一人生き残ったとき？

　あの孤独な吸血鬼に血を差し出して、人間であるのをやめたとき？

　それとも、たか兄が私だけのものにならなかったとき？




　――いずれにしても、私はそのときから痛みを忘れた。

　ゴミ同然のものが傷ついても、汚れても、壊れても、誰も惜しんだりはしない。

　私の場合、それが自分の心や体であったというだけの話。

　なのに――




「やめてよ……」

　私は呟つぶやいた。

「やめてよ、今いま更さら、そんなの……」

　違ちがう、自分はそんな存在ではない。

　そんな意味のある存在であってはならない。

　何の価値もなく、一人では立つこともできない、ゴミのような存在でなければならない。

　そうじゃないと……たか兄にしがみついていられなくなる。

　その理由がなくなってしまう。




　血まみれのたか兄を見て、心に不思議な感覚を覚える。

　久しく忘れていた不快感。これは痛みだ。

　ああ、思い出した。

　痛いのは嫌いやだったから、私は痛みを忘れたんだ。

　だって、お父さんや、お母さんや、弟のことを思い出すだけですごく痛かったから。

　そう、喪うしなうのは、痛い。耐たえられないくらい。

　だからそんなもの、感じないほうが幸せ。




　でも――それでいいのだろうか。




　価値のない私のままでいいのか？

　そんなものを、たか兄に命をかけて護まもらせていいのか？




　痛い。

　私は、胸の上でぎゅっと握にぎり拳こぶしを作る。

　嫌だ。痛みより、たか兄が傷つくのが嫌だ。

　もう、喪いたくない。




　たか兄を信じてきたのは、自分が痛みを覚えないため。自分のため。

　やっとわかった。

　私は、自分より、たか兄が大切だ。

　痛みなら、いくらでも引き受ける。だから――




「たか兄――」

　私は叫さけんでいた。
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「たか兄――勝てぇっ！」

　その声が耳に届いた。

　力を得たのを感じる。信しん仰こうにより形作られ、願いを聞き届ける。それが、神と呼ばれるものの在り方だ。

　瞬しゆん間かん、俺おれの拳は加速し、剣を砕き――

　結の体を打ち抜いていた。

「――――っ！」

　声にならない悲鳴を上げて、結は吹き飛び、そして倒れた。

　もう起き上がってくる力はないだろう。

「ざ――っけんな、くぞ……この、オレが……」

「『この、オレ』ね。――なあ、お前って、一体なんだ？」

　俺の問いの意味がわからなかったのか、結は眉を寄せた。
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「単純なロジックなんだけどな。――お前は予想外を求めた。そして予想外の策とその成立を目にして、面白いと思った。その時点でお前は『氷室結＝やられ役』が成り立つと自分で認めてるんだよ」

「…………」

「負けを回避したいなら、お前はそれを認めて面白がってはいけなかった。不成立の虚像だと断じなきゃいけなかった。これを存在するもの、面白いものと認識した時点で、お前は《終わらせるもの》であることを自ら否定したんだ」

「神なんて時と場所によっていくらでも役割が変わる。これはもう実尋市の神話なのですよ、お父様」

　亜夜花がやってきていた。

「あなたにはやられ役が割り振られていた。その事実をあなた自身が認めた。それだけの話です」

　結はしばらく無言だったが、やがて小さく笑い声を上げた。

「――英雄、いや、もはや、街を統すべる善神気取りだな。ただの道化じゃねえか。羽村梨玖は自分のためにお前を利用してたんだぜ？　そんな奴やつのために命張るのか？」

「俺を利用して何が悪いんだよ」

　自分でも意外なほどあっさりと、その言葉が出てきた。

「いや、前にお前にそれを指し摘てきされたときは多少落ち込んだけどな。考えてみりゃ当たり前なんだ。家族が死んだんだから。お前にはわからんかもしれんけど、すごく辛つらいんだぞ、あれ」

　俺も母親を亡くしている。

「辛くて、苦しくて、それから逃れたくて必死にもがかないと生きていけないんだ。それを責めたって仕方ねえだろ。梨玖は大事な幼おさな馴な染じみだよ。だから、できるだけ辛い思いをしないで、幸せであってほしい。俺を利用する程度のことで痛みが和らぐのなら、遠えん慮りよなく利用すればいいんだ。――お前さっき、俺のこと『善神気取り』つったっけ？　でも、神様ってそういうもんだろ」

「…………」

　結は一いつ瞬しゆん返答に詰つまったように見えた。

「……は、なるほどな。ではオレも悪神らしく足あ掻がくとしようか。――今から残った全戦力を街に突入させる」

「――――っ！」

　俺は息を呑のんだ。

「『天てん秤びんの会』なら勝てるかもな。それまでに人間にどのくらい犠ぎ牲せいが出るか知らんが」

　俺は忙いそがしく頭を回転させる。

　勝利者の権利として、一つ命令を聞かせることはできる。中止させれば、まだ間に合うか？　しかし、その場合――

「……大だい丈じよう夫ぶですよ」

　亜夜花が言った。どこか遠くの、何かの声に耳を傾けるような表情をしている。

「どういうことだ？」

「私も、天人さんも、一人で戦っているわけではないということです。――どうですか？　お父様」

「……あー、そのよーだな。これで打ち止め」

　そして続ける。

「今回はオレの負けだ。――覚えてろよ。次はこううまく行くと思うな！」

　芝居がかった口調でそう言うと、結は大の字に倒れたまま、声を上げて笑った。

　まるで、惨めな敗者の立場をすら楽しむかのように。

　――勝った、のか。

　俺は大きく息を吐き出し、口を開く。

「なら、勝者の権利だ。一つ言うことを聞いてもらう」

　そして、先ほどから考えていたあることを告げた。




　　　　　★　★　★




「――終わったぞ」

　たか兄は亜夜花ちゃんを伴ともなって、ゆっくりとこちらに歩いてきた。

　見るからにズタボロで疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。でも、表情は明るい。

「た、天人、怪け我がは大丈夫なの？　それに、あいつに止とどめは――」

「落ち着け。平気だよ。さすがにしばらくは休みたいけどな。それに……」

　たか兄は結さんが倒たおれていたほうに視線を向ける。すでにその姿は消えていた。

「まだ、俺には滅ぼしきれるほどの力があるわけじゃない。今回は約束を守らせることで満足するさ」

　そういえば、勝ったほうは一つ命令できるんだったか。結さんと何か話してたようだけど、何を命じたのだろう。

「……で、梨玖」

　視線がこちらを向いた。私は体を小さくする。

「はい……。えーと、その、色々反省してます。ごめんなさい」

　まったくだ、と隣となりで果乃ちゃんが言った。うん、ほんと、ごめん。

　たか兄は大きく息をついた。

「じゃ、続きは帰ってからだ。――果乃、悪いけど、奏を寮りようまで背負ってきてくれるか？　飯くらいは奢るぞ」

　はいはい、と言って果乃ちゃんが気を失っている奏ちゃんを抱き上げる。

　たか兄は歩き出す。私も続く。

　――そう、帰ろう、私の家、私の居場所に。

　と、何歩も行かないうちに、たか兄がふらついた。亜夜花ちゃんが慌あわてて支える。

「……悪い、血を失いすぎた、かな？」

「無理して歩くからです。誰だれか迎むかえを呼んだらどうですか？」

「いや、でも……せっかく勝ったんだから、カッコよく凱がい旋せんしたいじゃん」

「……バカですか、あなたは。そして、重い、です」

　私は苦笑しながら、亜夜花ちゃんを手伝おうとした。非力な彼女では辛いだろう。

　と――私は動きを止める。

　二人の間に、入り込めない、入り込んではいけないような何かを感じたのだ。

　行き場を失った手をさまよわせ――そして、次の瞬間、私は今まで感じたことがないような、強きよう烈れつな衝しよう動どうを覚えた。

　たか兄が、欲ほしい。その血を飲み干して、その体も心も誰にも渡さず独占したい。

「……梨玖？」

　果乃ちゃんが怪け訝げんそうな声で言った。

「あ、うん、なんでもない」

　私はまたゆっくりと歩き出す。




『――って、何なんだろう？　どんな気持ちなんだろうねえ？』

『ねえ、梨玖さ……それ、尋ねなきゃわからないようなことなの？』




　確かこれ、果乃ちゃんとの会話だったか。呆あきれたような顔してたなあ。




　――うん、確かに、尋ねるまでもなくわかるよね。

　熱くて、甘あまくて、息苦しくて、幸せで、そして――




　支え合うたか兄と亜夜花ちゃんの後ろ姿に目をやる。

　もう動いていないはずの心臓の上をきゅっと握る。




「……ちょっと、痛いな」

　私は微ほほ笑えんで、小さく呟いた。




　　　　　◆　◆　◆




　実尋市の市境付近。山中。

　一匹ぴきの巨大な狼おおかみがつまらなさそうな様子でたたずんでいた。

　周囲には大勢の〝人ならざるもの〟たちが横たわっている。すべて、氷室結の手下たちだ。それなりの力を持つものもいたはずだが、いずれも抵抗らしい抵抗すらできずに息絶えていた。

　不意に、背後からの足音。振ふり返かえった狼の視界に、一人の女性の姿が映る。

「……雑用くらいは引き受けようかと思ったんだけど」

　御子神てとらはのんびりと笑う。

「私の出る幕はなかったみたいだねー。――えーっと、二、三年ぶりかな、大おお神がみ太陽君」

「……お前、何考えてやがる」

　狼は不ふ機き嫌げんそうな、もの問いたげな視線を向ける。

　てとらは困ったような顔で、小さく肩かたをすくめた。

「天人君たちに面めん倒どうを押おしつけちゃった手前、フォローはきっちりしようってだけの話だよー。で、君はお父さんや妹さんに会ってくの？　それとも――私と決着を付けたい？」

　狼はしばらく沈ちん黙もくし、そして興味を無くしたように鼻を鳴らした。

「愚かな負け犬や、人となれ合うことを選んだ奴なんぞどうでもいいよ。――お前みたいな〝過ぎ去った神〟もな」

　そう言うと、彼は背中を向けた。







エピローグ　それからとこれから







「……どうも、こう、動きにくいというか、落ち着かないというか」

　寮の廊ろう下か、亜あ夜や花かは着心地悪そうに腕を上げ下げした。

「サイズ、ちょっと大きいかなー」

　と、てとらさんは言った。

「それはそれで可愛いと思いますよ」

　これは梨り玖く。

　亜夜花が着ているのは、曙しよ光こう山ざん学園中等部の制服だ。

　こいつもこのところはそれなりに外出するようになって、以前の約束を果たすべく一いつ緒しよに遊園地などに行ってみたりしたのだが――やはりというか、途中でエネルギーが切れてダウンしてしまった。

　で、人混みに慣れつつ、人並みの体力もつけなければということで、学校へ通うと言い出したのである。元々中等部の、梨玖と同じクラスに籍だけは置いてあるのだ。

「ってかさ、当日の朝になってうだうだ言っても仕方ないんじゃないの。――行ってきます」

　コウタが冷静なコメントを残して玄げん関かんを出て行った。

「服より髪かみが問題よね。切りに行きなさいよ」

「美容院って、別に怖こわいところじゃないですよ」

　と、万ま那なさん千せん那なさん。

「よく似合うよ」

　と爽やかにリョウタさん。

　てとらさんは眠たそうな顔で皆みなを見送って、手を振っている。

　いつものことだが、寮の朝は賑やかだ。

　早寝ね早起き規則正しいコウタが最初に、そして次に柚ゆず原はら姉妹が一緒に出る。朝食の食器を片付ける俺と梨玖がその後。大学生組の二人は不規則だが、大抵てとらさんが一番最後までゴロゴロのたのたしているらしい。

「亜夜花もそろそろ出ないと遅刻するぞ。休み休みいかないと体力持たないだろうし」

「…………」

　亜夜花はどことなく不満そうな視線を、俺に向けている。

　代わりに梨玖が口を開いた。

「たか兄、一言」

「あ……ああ、そうか。その――い、いいと思う。俺は好きだ」

「…………」

　少し顔を赤くし、今度は満足そうな表情になった。

「つーか、マジで遅おくれるぞ、お前」

「いえ、心配無用です」

　亜夜花は靴くつを履き玄関を開ける。

　と、そこには巨きよ大だいな犬がちょこんと座すわって待っていた。

「では、私はお先に」

　静かに言うと、亜夜花はウルリカの背に乗る。そして灰色の毛皮の犬は、民家の屋根伝いに跳んで行き、あっという間に見えなくなった。

「……ズルじゃないのか、あれ」

「校則では禁止されてなかったと思うよ？」

　まあ、犬に乗って登校するの禁止、なんて校則を持つ学校はないだろうが。

「通学方法はともかく、学校へ行くっていう、あいつらしからぬチャレンジ精神は評価するべきかなあ」

「亜夜花ちゃんなりに必要を感じたんだろうね。体力的なことだけじゃなく」

「というと？」

「誰かさんの役に立つためには、もっと自分の目で色々なものを見て、自分で色々体験しないといけないと思ったんじゃないかな？　ほら、猪突猛進型の人のフォローをするんだったら、視野を広く、冷静に周囲を見れる人のほうがいいじゃない」

　少し考え、そして梨玖は付け加えた。

「例えて言うなら『ダメ男が奥おくさんをもらって、真面目になった』みたいな感じ？　立場が変わって責任感が生まれた、的な。まあ、男女逆だけど」

「…………」

　なんだろう、ちょっと照れくさい。

　俺は話題を変えることにした。

「でも、そろそろ交通ルールは何か明確に決めたほうがいいような気がするな」

「まあ、この街は特別だもんね」

　喋しやべっている間にも、屋根すれすれの高さを翼人が飛んでいく。さらに上空に目を向ければ、大きな龍りゆうらしき影も見える。他人の敷地に入らないとか、高度の上限下限とか、そのあたりは規則化して通達するべきだろう。また寮の皆で考えてみるか。

「じゃ、俺たちも行くか」

「うん、途中まで一緒にね！」

　梨玖が嬉しそうに言う。こいつも最近、復学したのだ。

「ね、たか兄」

「ん？」

「手を繋いでもいい？」

　梨玖は笑え顔がおで手を差し出だした。

　――と、その瞬間、俺たちの目の前にウルリカが着地した。

「なんだ、亜夜花？」

「いえ……油断せず梨玖さんも誘って行くべきだったと、気付いたので」

　なぜかじとっとした目で、亜夜花は梨玖を見た。油断？

「あら、気を遣わなくていいのにー。私、たか兄とゆっくり行くから」

「いえいえ、遠慮せずに。行き先は一緒ですから」

「…………」

「…………」

　しばし視線が交錯し――やがて梨玖が苦く笑しようを浮うかべた。

「そうだね、送ってもらおうか。――じゃ、たか兄」

「行ってきます、天たか人とさん」

「おう。――ああ、ウルリカ、できるだけ道路を通れよ。よそ様の家の屋根踏ふんでくな」

　わう、と鳴き声を残し、二人を乗せたウルリカは駆け去った。

　俺はカバンを持ち直し、少し考え――そして、寮の中へと引き返した。




　　　　　＊　＊　＊




　結ゆいの起こした騒動が終わって、数か月が経過している。

　あの後、てとらさんは何事もなかったかのようにふらりと寮に戻もどってきた。

　そして――

『ちょっと今回は天人君に頑がん張ばってもらおうと思ってねー。まあ成長のための、いわば試練？みたいな。いくらなんでも、あのコンサート会場程度のことで、力を使いきったりはしないよー』

　ってなことを、しれっとした顔で言った。

　当然ながら万那さんあたりは激怒したのだが、俺はそれを宥めた。結果的に、すべてうまく収まったのだ。

　結局俺は、なし崩くずし的に『天秤の会』を率いる立場となっている。




　数々の事件は、全国的にかなり大きなニュースになった。

　ただし、人外の存在が明るみに出、日本中が大パニックになることは避さけられた。リョウタさんの維い持じしていた結界が、ギリギリのところで人々の認識を常識の側に押し留めたのだ。

　天災、事故、あるいは卑劣な犯罪――同じ日、同じ場所でほぼ同時に起こったという不自然さは残るものの、一いつ般ぱん的てきな事象のありえないほど不幸な連れん鎖さとして、何とか説明が付けられた。

　目もく撃げきされた人外は、混乱の中での集団幻げん覚かくということになった。目もく撃げき者しやたちのほとんどもその解説を受け入れた。化物が存在することより、幻覚を見ることの方がまだしも起こりうるだろうから。

　かくして事態は沈静化した。

　――そして、そのままこの件は終わるはずだった。

　俺がひっくり返さなければ。




　勝利者の権利として俺が氷ひ室むろ結に要求したこと。

　それは、彼の退去でも不戦の約定でもなく――実み尋ひろ市しに新たな結界を張ることだった。

　これまでの結界、てとらさんが作り、綻びが出てからはリョウタさんが維持していたものは『非常識な出来事を人間が目撃した場合、その記き憶おくを自動的に無難なものに書かき換かえる』という効力を持っていた。

　俺はそれを少し変へん更こうし、結に要請した。つまり――『非常識な出来事を人間が目撃した場合、それに対し違和感や恐きよう怖ふを覚えない』というものに。

　結界内において、また、結界内から結界外に発信される情報について、恐怖、不快、不ふ審しんその他マイナス感情の想起をフィルタリングするのである。『情報の操作』を特性とする神にとって、それはたやすいことだったようだ。

　この結界が効果を発揮するとどうなるか。

　――人外が、人外の見た目のまま闊歩していても、誰も怯えなくなるのだ。

　もっとも、本質的な部分は解決しない。外見に怯えられない、忌き避ひされないというだけで『多くの人間が今まで見たことがない不思議な生物』であるという事実は変わらないのだから。

　で、結果、結の起こした騒動どころではない大おお騒さわぎになった。




　実尋市は特異な街として全国にその名を轟かせ、新聞で、テレビで、ネットで、様々な議論が行われ、どう扱あつかうべきか、どう接するべきか様々な意見が飛び交った。人外の中にも、カミングアウトしてメディアに顔を出すものが現れるようになった。（余談だが、結界は情報に対して干かん渉しよう、改変するという性質のものなので、実尋市内発である限り、写真やテレビ中継の映像にも作用する）

　俺にとっても賭けだったが――幸いなことに排撃論はそれほど強くならなかった。

　てとらさんたちが積み重ねてきた努力の賜物なのだろうけど、現在、実尋市の〝人ならざるもの〟たちは、外見を人間化さえしていれば、大きな問題もなく社会に溶とけ込めるものが多数を占めている。細ほそ屋やと珠たま子こちゃんのように、新しい関係を築いているものも居る。

　つまり見た目に対する印象さえどうにかできれば、人間との間に埋うめるのが不可能なほどの隔絶は生じないだろう、と踏んでいたのだ。

　結果的には概ね思った通りだった。

　現実に人外が存在し、既に社会に関わっている以上、観念的、感情的な論争に時間を費やしている余よ裕ゆうはない。加えて『恐怖』が取とり払はらわれていることも大きなプラス要因となり、すぐに実務的な議論が活発化し始めた。

　予想に沿った経過だったとはいえ、俺は胸を撫で下ろした。

　俺が下したのは、社会を根底から揺さぶる決定だったのだ。もし混乱や惨事が起こっていれば、俺一人が死んでわびる程度では済まなかっただろう。

　もちろん、人外の力を利用した不法行こう為い、街を乱す行動はこれまで同様厳禁だ。むしろ今まで以上に厳しく取り締まっている。

　副次的産物として、俺は人と人外との関係を新しいステージへ押し上げた、と力あるものたちから賞賛を受けることになった。

　まあ、個人的にはどうでもいい。俺には他に注意を払うべきことが山ほどある。

　新しい秩序のためのルールを作ったり、様々な〝人ならざるもの〟の相談に乗ったり。

　もちろん、引き続き結に対する注意も必要だ。『やられ役』となった今でも、あいつは逆転の機会を窺っているだろう。

　もっとも俺は、今のところ消滅させたり放逐したりするつもりはない。

　奴のような存在すら取り込み呑み込んでその一部としてしまうような――そんな街を造りたいと思っているから。




　共生の着地点は未いまだ見えない。

　ただ、俺はどこかに折り合えるちょうどいいポイントはあると思っている。

　そう遠くないうち――生まれたときから〝人ならざるもの〟が隣にいるのが当たり前の世代が大人になるころには、答えが出てるんじゃないかな？

　楽観的に過ぎるだろうか？




　　　　　＊　＊　＊




「あれ……学校へ行ったと思ったけど、忘れ物？」

　玄関で、てとらさんが首を傾かしげた。靴を履はいて出るところだったようだ。

「忘れ物というか――ちょっと気になったことがあったので」

　俺は後ろ手に扉とびらを閉めた。

「少しだけ、時間、いいですか？」

「いいよ。なあに？」

「――辻つじ堂どう美み風かぜに、俺のことを教えたの、てとらさんですか？」

　彼かの女じよにした約束が、俺がこの街を大きく変えた切きっ掛かけの一つになっているのだが――美風が俺に注目した理由がいまひとつ不明だったのだ。

　結から聞いたのではないと思う。俺は奴にとって『面おも白しろい遊び相手』に過ぎず、美風が俺を観察し測る理由になったとは思えない。

「あの女にぼそっと言われたんです。えっと……『心の準備をしておくといい。プランは次の段階へと進む』だったかな。最初、結のことかと思ったんですけど、考えてみたらあの直後、俺、てとらさんに後こう継けい者しやとして指名されてるんですよね」

「……それで？」

「あらかじめ、そういう予定だってことを、美風に伝えてたんじゃないんですか？」

「うん、正解」

　てとらさんは、生徒を褒める教師のような微笑を浮かべた。

「彼女から聞いてるかな？　私は彼女とその子どもたちを、実尋市に受けいれることを拒きよ絶ぜつした」

　確かにそれは美風から聞いた。

「何十年か前、この街が共生の場となったごく初期の話でね。理由は――ちょっと手に余るから。もっと正確に言えば、彼女たちの一派には、この試みが不成功に終わる要因となりかねないくらいの、数と力と暴力性があったから」

「…………」

「お断りしたのは、別に彼女たちだけじゃないけど。初期はかなり徹底して選より分けたよ。『天秤の会』も組織されてなかった。神々の合意も怪しかった。人間に、被ひ害がいを出すわけにいかなかった。――だから、この共生の計画が頓挫しかねない要素は、厳しく削った。まあ、恨まれても仕方ないかな、くらいにはねえ」

『選別する神だ』――そう美風は言っていたな。

　どうしてもそれが必要だった、そういう時期だったのだとしても、遺恨は生まれるものなのだろう。

「だからというわけでもないけど、指導者が私から天人君に変わるということは確かに伝えたよ。街の方針も変化するかも、とね。――彼女がああいうやり方で天人君を試そうとすることまでは読めなかったけど」

　ホントだろうか。

　俺はため息をついた。

「まあ、いいですけどね。――結のちょっかいがなくても、後継者が欲しいなー、とは思ってたわけですか」

「うん。天人君が居てくれてよかったよー」

　てとらさんはにっこりと笑う。

　俺は少し間を取って、思考をまとめた。

「あの、ついでなんで、もう少し付き合ってください。――亜夜花のことなんですけど、あいつを、結から解放してやりたいと、てとらさんは思ってましたか？」

「え、うん、そりゃあね」

　急に話の角度が変わったからか、少し意表を突つかれたようにてとらさんは答えた。

「ずっと、窮屈そうだったし、何とかしてあげたいなーとは思ってた」

「次、梨玖について。――あいつ、問題を引き起こして、『天秤の会』で預かることになったわけですけど、てとらさんは梨玖の感情を元に戻して、立ち直らせたいと思ってましたか？」

「もちろん。罰するだけが仕事じゃないからね、『天秤の会』も」

　そして、てとらさんは苦笑気味に続ける。

「どうしたの？　話があっちこっちに飛んでるけど」

「共通点はありますよ。俺を後継者として育てること、亜夜花を結から解放すること、梨玖を立ち直らせること。これらはてとらさんがかねがね解決したいと思っている問題だった。そして、結が俺たちに攻こう撃げきを仕し掛かけてきて、事が終わったとき――なぜか問題はすべて完璧に解決していた。偶ぐう然ぜんですかね？」

「…………」

「俺が眠りから目覚めたとき、てとらさん言いましたよね。『天人君は性た質ちの悪い計画に巻き込まれただけなんだから。これから頑張ってくれればそれでいいんだよ』って」

「うん、言ったねえ」

「思うんですよ。――その『性質の悪い計画』ってのは、誰の計画のことだったのかな？って」

「……んー」

　てとらさんは可愛かわいらしく小首を傾げる。

「もしかして、結君となにか共謀したと思われてる？」

「いえ、その辺は信じてますから。てとらさんは単に、結の計画を利用してのけただけですね。完璧に。踏み台として。――さっき言った三つの目的をかなえるのに、ちょうど手ごろなイベントがやってきた。だから、陰謀を阻そ止しするついでに、全部実現させた」

　俺は続ける。

「それだけでなく、俺という存在を中心にした新しいシステムを組み立てることで、今後、実尋市に対する結の攻撃も制限した。あいつは今のところ、『やられ役』ですから。――氷室結は他人を手のひらで踊らせるのが好きだったけど、本当に踊らされていたのは、はたしてどっちだったんでしょうね」

　結に対たい抗こうするため、やむを得ず行動したのではない。

　結を利用して、てとらさんが事態を動かしたのだ。

「……暗躍する黒幕みたいな言い方止やめてよー」

　困ったような口調だったが、否定はしなかった。

「まあ、概ねそうだねー。トラブルを望んでたわけじゃないし、穏当に終わればそれが一番。でも――結君がちょっかいを出してきたとき、考えたんだよ。この状じよう況きようでベストの結果はどういうものだろうって」

「計画通りでしたか？」

「予想外のことは特に起きなかった。それは確か」

　そして、少し心配そうに続ける。

「あの……怒おこってる？」

「怒ってませんし、後こう悔かいもしてませんよ。多分、亜夜花も、梨玖だってそうでしょう。だから『性質の悪い計画』なんですけど」

　俺はため息をつく。

「てとらさん自身がちゃんと代だい償しようを払ってることを、知ってますしね。――俺への試練とかじゃなく、本当にギリギリだったでしょう？　コンサート会場も、結界の維持も」

　てとらさんは微笑んだまま答えない。

「……で、これから、どこへ行くつもりだったんですか？」

「どうして？」

「勘かん――としか、言いようがないですけど、珍しく玄関に出てきて、全員を見送ってましたよね。いつも食堂か応接室で寝てしまうのに。あと、そのときの表情」

「…………」

「母さんが、亡くなる前によくやってたんですよ。最後に目に焼き付けてるような、そんな顔」

　だから、今が話せる最後の機会かと思ったのだ。

「んー、鋭するどいって褒めればいいのか、迷めい惑わくがればいいのか……」

　苦笑。

「頑張ればあと一つくらい、ここと同じような街が作れるかな、と思ってね。これから旅に出るつもり」

「……あと、どのくらい時間が残ってるんですか？」

「人並み、かなー。文字通りの意味で。なので、ちょっと急ごうかと」

「だから、納なつ得とくできないんですよ。一番聞きたかったのはこれです。――なんで、俺なんかを後継者にするために、そこまでしたんですか？　プラスとマイナスが、全然釣つり合ってないじゃないですか！」

「んー、そうだねー……」

　てとらさんは少し考え、言う。

「天人君、梨玖ちゃんが『自分は無価値だ』とか考えてるのを知ったとき、どう思った？」

「そりゃ……腹立ちましたよ。何勝手に決め付けてんだっ、て」

「私、今、そんな気分かな」

「…………」

　俺おれは言葉を返せず、口を噤む。

「その価値があるから、そうしたんだよ。結果が証明してる。私、やっぱり間ま違ちがってなかったって思うよー」

　そう――なのだろうか。

「最初は、力による選別と秩ちつ序じよが必要だった。でも、これから実尋市で異族間の橋渡しをするんだったら、天人君が――人でもあり、人ならざるものでもある君が、ふさわしいんじゃないかなあ。ほら、主神の交代って、神話的には結構メジャーなモチーフだし」

「でも――」

「交代はね、絶対にどこかでやらなきゃいけなかった。私たちも有限の存在に成り下がった以上、絶対いつか引継ぎをしなきゃいけなかった。それにふさわしい機会と、ふさわしい子が揃ったのが、今だった。それだけなんだよ」

「でも、俺は、俺じゃ――」

「そういえば天人君、君がこの街に引ひっ越こしてきた理由、覚えてる？」

　唐とう突とつに話題が変わった。

「そりゃ……まあ」

　虚栄心や自尊心を満足させるために正義の味方を気取り、手前勝手な力の使い方をした。その結果、多くの人を傷つけ、疎まれるようになった。

「君はここで多くの人を助けた。そのことは今の立場が証明している。――それは褒ほめられたり評価されたかったから？」

「いえ……」

　そんなことを考えている余裕もなかった。ただ必死だった。

「じゃあ、なれたじゃない。君があこがれていた、そうなりたいと願っていた、本物の正義の味方に」

「え――」

　俺は目を瞬またたかせる。

　隙すきを突くように、てとらさんの顔が寄せられる。額に柔らかい唇くちびるの感かん触しよく。

「これからもそうあれば、それだけで十分なんだよ。――じゃあね」

　そう軽く言って――てとらさんは寮を出て行った。振り返りもしなかった。

　俺は何も言えず、その後ろ姿を見送った。

　嬉うれしいような、泣きたいような、不思議な気持ちに胸がうずいた。

　てとらさん、俺は――

「……浮気ですか」

「おわあっ」

　いつの間にか、背後に亜夜花が立っていた。

「な、なんで、お前……」

「――途中で梨玖さんに、天人さんの様子がちょっとおかしかったから、見にいってみろと。で、ウルリカに命じて、二階の窓から」

　梨玖の差し金かよ。どんだけ勘が鋭いんだ、あいつ。

「聞いてたのか？」

「…………」

　聞いてたんだな。俺はため息をつく。

「いいか、俺は別にてとらさんがいなくなって落ち込んでるわけじゃない。もちろん浮気でもない。俺は――」

　頭の中であれこれ言葉を組み立てて喋っているうちに、なんだか面倒になった。

　口を閉じ――そして亜夜花の小さな頭を引き寄せると、その額に唇を押し当てる。俺がてとらさんにそうされたように。

「お前が居ればそれでいい」

「…………」

　亜夜花はきょとんとし――そして真っ赤になった。

　先のことはわからない。

　街がどうなるのか、俺は上う手まくやっていけるのか。

　あるいは、明日には失脚しているかもしれないし、力を喪そう失しつしているかもしれないし、存在そのものが消えてなくなってるかもしれない。

　ただ、こいつが一緒なら――いや、一緒にいてくれると言ったから、そういう恐れや不安もひっくるめて、何とか未来を見ていられるのだ。

　亜夜花は余り気味の制服の袖そでで額を押さえ、言葉を失っている。

　正確なニュアンスが伝わったのかどうかわからない。伝わってなくても、別にいいやと思う。

「……遅刻確定だけど、行くか」

「は、はい」

　俺は手を伸のばす。亜夜花は手を取る。




　俺たちは扉を開けて、その先の世界へと一緒に歩いていく。







[image: ]







あとがき







　どうも、すえばしです。「ひきこもりの彼女は神なのです。８」をお届けいたします。




　本シリーズも、この巻にて完結となりました。

　ここまで応援していただいた読者の皆様、本当にありがとうございました。




　前シリーズが国家組織の話だったので、もっと狭い地域での日常的な話もやってみたいなー、というところが「ひき神」のスタートでした。最終的にはスケールが大きいんだか小さいんだかわからないことになりましたが、かなり自由にやらせてもらったので、書いていて楽しかったです。当初予定してた通りに物語を閉じることもできましたしね。




　えーと実は、もし紙幅に余裕があれば主要キャラについて裏話や制作秘話なんかを語ろうか、なんて思ってたんですが、ご覧の通り本巻のあとがきは２ページしかありません（枚数調整の意味合いもあるので、本の完成直前まで何ページもらえるかわからないのです）。なので、この場では割愛させていただきます。

　機会があればブログ（『納豆日記　ｂｙすえばしけん』http://d.hatena.ne.jp/suebashi/）の方でやるかもしれませんので、よろしければ覗きに来て下さい。

　更新頻度の低さには定評のあるページですが、さすがに最終巻発売前後には何か記事を書く、と思います……多分。




　さて、このシリーズにも多くの方々のお力添えを頂きました。

　私はかなりの遅筆なもので、色々とスケジュール的に無理をお願いすることもあったかと思います。読者の皆様にはもちろんですが、本作りに携わる方々にも改めて感謝を。

　締切りギリギリまで引っ張った原稿にお付き合いいただいた担当の前田様、シリーズを通して素敵なイラストを提供して下さったみえはる様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御礼申し上げます。




　ではまた、次のお話でお会いしましょう。

二〇一三年二月　すえばし けん















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん先生／みえはる先生
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